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は
じ
め
に

　
平
安
期
の
東
寺
史
研
究
は
か
ね
て
よ
り
中
世
東
寺
史
研
究（

１
）に

よ
り
精
力
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
堀
裕
氏
の
研
究（

２
）に

よ
り
、
平
安
初
期
の
東
寺
・
西
寺
に

関
す
る
研
究
も
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
堀
氏
は
、
平
安
京
遷
都
と
国

家
の
寺
院
政
策
を
総
体
的
・
構
造
的
に
捉
え
、
本
寺
体
制
な
る
概
念
を
提
唱
し

た
。
本
寺
体
制
と
は
、
平
安
京
周
辺
の
新
興
寺
院
は
、
顕
教
や
密
教
の
法
会
を

核
と
す
る
特
権
的
な
寺
院
群
に
編
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
住
僧
は
南

都
諸
大
寺
や
延
暦
寺
を
本
寺（

３
）（

公
的
な
所
属
寺
院
）
と
す
る
こ
と
で
、
学
業
を

修
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
体
制
を
指
す
。
そ
し
て
、
東
寺
・
西
寺
は
、
そ

れ
ぞ
れ
平
安
京
で
密
教
・
顕
教
を
政
策
的
に
分
担
し
、
南
都
諸
大
寺
を
本
寺
と

す
る
優
れ
た
僧
侶
を
選
抜
し
て
集
め
た
寺
院
だ
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

吉
川
真
司
氏
は
、
平
安
初
期
に
あ
っ
て
、
東
寺
・
西
寺
は
大
規
模
な
僧
侶
集
団

を
擁
さ
ず
、
僧
尼
の
養
成
や
教
学
の
維
持
は
「
仏
都
」
平
城
京
の
官
大
寺
に
委

ね
ら
れ
た
と
し
、
両
寺
の
本
源
的
性
格
が
「「
国
家
的
法
会
」
に
特
化
し
た
官

大
寺
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
る（

４
）。

つ
ま
り
、
南
都
諸
大
寺
よ
り
優
秀
な
密
教
僧
を

選
抜
・
配
置
し
、
国
家
的
法
会
を
執
り
行
う
寺
院
、
こ
れ
が
古
代
東
寺
の
起
点

と
為
し
得
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿
は
、
か
か
る
動
向（

５
）を

踏
ま
え

た
上
で
、
古
代
東
寺
の
実
態
の
把
握
を
進
め
る
た
め
の
初
歩
的
な
作
業
を
試
み

る
。

　
そ
こ
で
、
筆
者
が
取
り
上
げ
る
の
が
、
東
寺
に
対
し
て
公
的
に
配
置
さ
れ
、

東
寺
で
催
行
さ
れ
る
法
会
の
担
い
手
と
な
っ
た（

６
）東

寺
定
額
僧
（
以
下
、
単
に
定

額
僧
と
い
う
場
合
、
東
寺
定
額
僧
を
指
す
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
平
安
期
の
定

額
僧
を
豊
富
に
取
り
上
げ
た
主
な
研
究
と
し
て
、
上
川
通
夫
氏
や
真
木
隆
行
氏

の
研
究
が
あ
る（

７
）。

こ
れ
ら
は
中
世
的
な
東
寺
や
真
言
僧
団
の
形
成
過
程
に
足
場

を
置
く
研
究
だ
が
、
本
稿
で
は
そ
の
前
段
階
を
為
す
九
・
十
世
紀
に
関
す
る
議

論
を
僅
か
な
り
と
も
深
め
た
い
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
本
稿
で
は
九
・
十
世
紀
に
お
け
る
定
額
僧
の
人
的
規
模
と

そ
の
本
寺
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
把
握
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ

は
、弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
十
月
十
日
に
定
額
僧
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、『
類

聚
三
代
格
』
巻
二
所
収
の
同
日
付
官
符
の
存
在
ゆ
え
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

古
代
東
寺
定
額
僧
小
考
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後
の
展
開
は
聊
か
不
明
瞭
な
点
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
に
解
決
す
べ
き

は
、
定
額
僧
二
十
四
名
を
東
寺
に
入
寺
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
本
寺
を
一
律
に
東
寺

に
変
更
ま
た
は
新
規
設
定
し
た
、『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
承
和

四
年
（
八
三
七
）
四
月
五
日
僧
綱
牒
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
本
僧
綱
牒
が
い
か

に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
は
本
論
で
述
べ
る
が
、
実
は
夙
に
加
藤
精
神
氏
が
写
誤

や
誤
解
な
ど
が
あ
る
と
指
摘
し（

８
）、

後
に
は
武
内
孝
善
氏
が
そ
の
信
憑
性
に
疑
義

を
提
起
し
て
い
る（

９
）。

そ
れ
に
導
か
れ
つ
つ
、
本
僧
綱
牒
を
含
む
定
額
僧
の
創
始

に
纏
わ
る
幾
つ
か
の
史
料
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
れ
が

前
記
の
目
的
に
迫
る
端
緒
と
な
る
。

第
一
章

東
寺
定
額
僧
の
創
始
を
め
ぐ
る
史
料
的
問
題

第
１
節

承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒

ま
ず
は
、
は
じ
め
に
で
言
及
し
た
二
つ
の
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
１
】『
類
聚
三
代
格）

（1
（

』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

太
政
官
符

真
言
宗
僧
五
十
人

右
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ
勅
、
件
宗
僧
等
、
自
今
以
後
令
レ
住
二
東

寺
一
。
其
宗
学
者
、
一
依
二
大
毗
盧
遮
那
・
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
経
、
蘇

悉
地
・
蘇
婆
呼
・
根
本
部
等
一
百
七
十
三
巻
律
、
金
剛
頂
菩
提
心
・
釈
摩

訶
衍
等
十
一
巻
論
等
一
。〈
経
論
目
録
在
レ
別
。〉
若
僧
有
レ
闕
者
、
以
下
受
二

学
一
尊
法
一
有
二
次
第
功
業
一
僧
上
補
レ
之
。
若
無
レ
僧
者
、
令
三
伝
法
阿
闍

梨
臨
時
度
二
補
之
一
。
道
是
密
教
、
莫
レ
令
二
他
宗
僧
雑
住
一
。

弘
仁
十
四
年
十
月
十
日

【
史
料
２
】『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
一
、
廿
一
口
定
額
僧
、
承

和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒）

（（
（

僧
綱
牒

東
寺
別
当
・
三
綱

入
寺
法
師
等
事

合
二
十
四
人

伝
燈
大
法
師
泰
範
〈
年
六
十
、
﨟
卅
六
〉
東
大
寺

大
法
師
位
杲
隣
〈
年
七
十
一
、
﨟
卅
〉
東
大
寺

法
師
位
寿
寵
〈
年
五
十
七
、
﨟
卅
二
〉
東
大
寺

法
師
位
智
戒
〈
年
卅
八
、
﨟
十
八
〉
東
大
寺

法
師
位
真
蔵
〈
年
卌
五
、
﨟
十
五
〉
東
大
寺

法
師
位
真
光
〈
ヽ
六
十
二
、
ヽ
十
二
〉
弘
福
寺

法
師
位
真
秀
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
十
二
〉
東
大
寺

満
位
僧
恵
運
〈
ヽ
卌
、
ヽ
廿
〉
東
大
寺

満
位
僧
春
禎
〈
ヽ
卌
、
ヽ
十
九
〉
東
大
寺

満
位
僧
浄
行
〈
ヽ
卌
、
ヽ
十
〉
元
興
寺

満
位
僧
恵
等
〈
ヽ
卅
、
ヽ
八
〉
東
大
寺

満
位
僧
安
寛
〈
ヽ
廿
九
、
ヽ
八
〉
東
大
寺

住
位
僧
真
迪
〈
ヽ
卅
五
、
ヽ
十
一
〉
東
大
寺

住
位
僧
玄
仁
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
十
三
〉
元
興
寺

住
位
僧
広
仁
〈
ヽ
卅
九
、
ヽ
十
〉
法
隆
寺

住
位
僧
安
隆
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
廿
五
〉
東
大
寺

満
位
僧
宗
叡
〈
ヽ
廿
五
、
ヽ
十
二
〉

住
位
僧
真
方
〈
ヽ
卅
、
ヽ
十
〉

住
位
僧
化
忠
〈
ヽ
卅
九
、
ヽ
九
〉
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後
の
展
開
は
聊
か
不
明
瞭
な
点
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
に
解
決
す
べ
き

は
、
定
額
僧
二
十
四
名
を
東
寺
に
入
寺
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
本
寺
を
一
律
に
東
寺

に
変
更
ま
た
は
新
規
設
定
し
た
、『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
承
和

四
年
（
八
三
七
）
四
月
五
日
僧
綱
牒
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
本
僧
綱
牒
が
い
か

に
用
い
ら
れ
て
き
た
か
は
本
論
で
述
べ
る
が
、
実
は
夙
に
加
藤
精
神
氏
が
写
誤

や
誤
解
な
ど
が
あ
る
と
指
摘
し（

８
）、

後
に
は
武
内
孝
善
氏
が
そ
の
信
憑
性
に
疑
義

を
提
起
し
て
い
る（

９
）。

そ
れ
に
導
か
れ
つ
つ
、
本
僧
綱
牒
を
含
む
定
額
僧
の
創
始

に
纏
わ
る
幾
つ
か
の
史
料
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
れ
が

前
記
の
目
的
に
迫
る
端
緒
と
な
る
。

第
一
章
　
東
寺
定
額
僧
の
創
始
を
め
ぐ
る
史
料
的
問
題

第
１
節
　
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒

　
ま
ず
は
、
は
じ
め
に
で
言
及
し
た
二
つ
の
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
１
】『
類
聚
三
代
格）

（1
（

』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

　
　
太
政
官
符

　
　
　
真
言
宗
僧
五
十
人

右
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉

　
レ
勅
、
件
宗
僧
等
、
自
今
以
後
令
レ
住
二
東

寺
一
。
其
宗
学
者
、
一
依
二
大
毗
盧
遮
那
・
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
経
、
蘇

悉
地
・
蘇
婆
呼
・
根
本
部
等
一
百
七
十
三
巻
律
、
金
剛
頂
菩
提
心
・
釈
摩

訶
衍
等
十
一
巻
論
等
一
。〈
経
論
目
録
在
レ
別
。〉
若
僧
有
レ
闕
者
、
以
下
受
二

学
一
尊
法
一
有
二
次
第
功
業
一
僧
上
補
レ
之
。
若
無
レ
僧
者
、
令
三
伝
法
阿
闍

梨
臨
時
度
二
補
之
一
。
道
是
密
教
、
莫
レ
令
二
他
宗
僧
雑
住
一
。

　
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日

【
史
料
２
】 『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
一
、
廿
一
口
定
額
僧
、
承

和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒）

（（
（

　
　
僧
綱
牒

　
東
寺
別
当
・
三
綱

　
入
寺
法
師
等
事

　
合
二
十
四
人

伝
燈
大
法
師
泰
範
〈
年
六
十
、
﨟
卅
六
〉　
東
大
寺

大
法
師
位
杲
隣
〈
年
七
十
一
、
﨟
卅
〉　
東
大
寺

法
師
位
寿
寵
〈
年
五
十
七
、
﨟
卅
二
〉　
東
大
寺

法
師
位
智
戒
〈
年
卅
八
、
﨟
十
八
〉　
東
大
寺

法
師
位
真
蔵
〈
年
卌
五
、
﨟
十
五
〉　
東
大
寺

法
師
位
真
光
〈
ヽ
六
十
二
、
ヽ
十
二
〉　
弘
福
寺

法
師
位
真
秀
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
十
二
〉　
東
大
寺

満
位
僧
恵
運
〈
ヽ
卌
、
ヽ
廿
〉　
東
大
寺

満
位
僧
春
禎
〈
ヽ
卌
、
ヽ
十
九
〉　
東
大
寺

満
位
僧
浄
行
〈
ヽ
卌
、
ヽ
十
〉　
元
興
寺

満
位
僧
恵
等
〈
ヽ
卅
、
ヽ
八
〉　
東
大
寺

満
位
僧
安
寛
〈
ヽ
廿
九
、
ヽ
八
〉　
東
大
寺

住
位
僧
真
迪
〈
ヽ
卅
五
、
ヽ
十
一
〉　
東
大
寺

住
位
僧
玄
仁
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
十
三
〉　
元
興
寺

住
位
僧
広
仁
〈
ヽ
卅
九
、
ヽ
十
〉　
法
隆
寺

住
位
僧
安
隆
〈
ヽ
卅
二
、
ヽ
廿
五
〉　
東
大
寺

満
位
僧
宗
叡
〈
ヽ
廿
五
、
ヽ
十
二
〉

住
位
僧
真
方
〈
ヽ
卅
、
ヽ
十
〉

住
位
僧
化
忠
〈
ヽ
卅
九
、
ヽ
九
〉　
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住
位
僧
載
皎
〈
ヽ
卅
四
、
ヽ
七
〉

住
位
僧
載
宝
〈
年
廿
六
、
﨟
六
〉　

住
位
僧
統
勢
〈
年
卅
二
、
﨟
六
〉　

　

住
位
僧
恵
峯
〈
ヽ
卅
四
、
ヽ
五
〉　

入
位
僧
恵
寂
〈
ヽ
卅
一
、
ヽ
四
〉

　
　
已
上
八
人
未
入
寺
。

牒
、
玄
番

（
マ
マ
）寮

今
月
二
日
牒
偁
、
省
同
月
一
日
符
偁
、
太
政
官
去
三
月
十

三
日
符
偁
、
被
二
従
二
位
行
大
納
言
兼
皇
太
子
傅
藤
原
朝
臣
三
守
宣
一
偁
、

件
法
師
等
、
宜
下
改
二
本
寺
一
入
中
東
寺
上
。
若
有
下
為
二
学
習
一
向
二
諸
寺
一

者
上
、聴
二
借
住
一
之
者
。
仍
下
レ
牒
如
レ
件
。
寺
宜
二
承
知
、依
レ
件
令
一
レ
住
。

故
牒
。

　
　
承
和
四
年
四
月
五
日

　
従
儀
師
願
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
威
儀
師
全
雄

大
僧
都
豊
安

律
師
善
海

律
師
実
恵

　

　
本
稿
全
体
に
と
り
基
礎
と
な
る
【
史
料
１
】
は
、
東
寺
の
真
言
宗
寺
院
化
の

典
拠
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
堀
氏
は
、こ
こ
に
見
え
る
東
寺
の
住
僧
（
定
額
僧
）

に
つ
い
て
、【
史
料
２
】
の
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
れ

以
後
の
補
任
実
態
を
も
注
視
す
る
こ
と
で
、
南
都
諸
大
寺
を
本
寺
と
す
る
僧
侶

が
選
抜
し
て
集
め
ら
れ
た
と
論
じ
る）

（1
（

。
だ
が
、
な
お
課
題
は
あ
る
。
そ
れ
は
、

本
僧
綱
牒
の
、
入
寺
法
師
（
定
額
僧
）
の
本
寺
が
一
律
に
東
寺
に
設
定
さ
れ
た

一
面
を
い
か
に
扱
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
氏
自
ら
も
、「
そ
の
後
の
本
寺
変
更

実
施
は
明
確
で
な
」
い）

（1
（

と
述
べ
る
が
、
本
稿
で
も
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
た
、

そ
こ
で
注
視
さ
れ
る
実
態
面
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
取
り
纏
め
て
提

示
し
た
い
と
考
え
る
。

　
但
し
、
本
僧
綱
牒
は
本
寺
の
変
更
よ
り
も
、
寧
ろ
人
数
の
方
に
着
目
し
て
活

用
さ
れ
る
の
が
大
半
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
五
十
名
だ
っ

た
定
額
僧
が
、
こ
の
時
に
二
十
四
名
（
内
、
三
綱
三
名
）
に
減
じ
ら
れ
た
と
す

る
解
釈
で
あ
る）

（1
（

。
そ
れ
と
関
わ
る
の
が
、
十
世
紀
中
葉
頃
に
空
海
の
遺
言
に
仮

託
し
て
述
作
さ
れ
た
と
思
し
き
『
御
遺
告）

（1
（

』
の
次
の
一
項
で
あ
る
。

【
史
料
３
】 『
御
遺
告
』
一
、
東
寺
定
二
供
僧
廿
四
口
一
縁
起
第
十
三
（
傍
線
は

筆
者
）

一
、
東
寺
定
二
供
僧
廿
四
口
一
縁
起
第
十
三

夫
以
、
件
寺
定
二
供
僧
一
元
注
二
官
符
一
五
十
口
。
今
奏
二
定
廿
四
口
一
。
方

今
伺
二
末
代
所
有
志
一
、
本
願
聖
霊
元
庭
速
崩
、
未
レ
堪
二
造
畢
一
。
加
之
、

未
レ
入
二
庄
田
・
正
税
等
一
、
寺
大
料
少
。
因
以
奏
定
。
就
レ
中
廿
一
口
修

学
練
行
者
、
三
口
即
三
綱
造
治
雑
預
者
也
。
是
亦
皆
用
二
浄
行
之
人
一
。

勿
レ
用
二
員
外
人
有
犯
之
僧
一
。
但
有
二
工
巧
意
操
風
流
一
可
レ
用
二
修
理
・

造
作
・
荘
厳
仏
事
一
者
、
不
レ
求
二
浄
不
浄
一
置
二
於
非
入
寺
之
外
権
三
綱
一
。

依
レ
之
不
レ
得
レ
猥
二
雑
他
家
穢
僧
等
一
。
阿
闍
梨
耶
得
レ
一
悟
レ
千
。

　
な
ぜ
本
僧
綱
牒
と
『
御
遺
告
』
が
関
わ
る
か
。
そ
れ
は
、
本
僧
綱
牒
の
収
録

さ
れ
る
一
、
廿
一
口
定
額
僧
の
項
の
冒
頭
に
し
て
本
僧
綱
牒
自
体
の
直
前
に
、

右
の
傍
線
部
が
「
大
師
御
記
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
（
続
く
「
是

亦
皆
～
有
犯
之
」
の
記
述
も
見
え
る
が
抹
消
）。
そ
し
て
、『
東
宝
記）

（1
（

』
は
本
僧

綱
牒
に
続
け
て
「
右
符
案
、
以
二
寛
信
法
務
自
筆
一
写
レ
之
了
」
と
出
典
を
示
し

た
後
、「
私
云
、
廿
四
口
供
僧
大
師
御
入
定
之
期
、
雖
レ
及
二
　
奏
聞
一
、
未
レ
及
二

仁
体
補
任
一
欤
。
実
恵
僧
都
寺
務
之
時
、
正
定
二
其
人
機
一
、
創
建
二
講
修
一
、
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最其初
僧
名
如
レ
載
レ
右
。」
と
始
ま
る
編
者
所
見
を
付
す）

（1
（

。
か
か
る
一
連
の
文
脈

の
中
で
本
僧
綱
牒
は
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
空
海
の
高
弟
泰
範
の
人
物
研
究
の
脈
絡
か
ら
本
僧
綱
牒

の
史
料
批
判
を
試
み
た
の
が
武
内
孝
善
氏
で
あ
っ
た
。
但
し
、
氏
の
指
摘
す
る

論
点
の
中
に
は
、
夙
に
加
藤
精
神
氏
が
着
目
す
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
加
藤

氏
は
、
泰
範
・
光
定
同
人
説
を
主
張
す
る
中
で
本
僧
綱
牒
の
記
述
を
取
り
上
げ

て
お
り
、「
此
の
東
寺
定
額
僧
補
任
僧
籍
交
名
に
は
、
随
分
写
誤
も
あ
り
謬
伝
も

あ
る
か
ら
、
余
り
過
信
し
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
述
べ
る
が
、
そ
の
実
在
ま

で
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
論
調
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
よ
り
広

範
な
論
点
を
示
し
た
武
内
氏
の
見
解
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
さ
て
、
武
内
氏
は
、
本
僧
綱
牒
の
①
僧
侶
の
配
列
が
不
統
一
で
未
入
寺
が
存

在
、
②
十
代
以
前
の
受
具
者
が
存
在
、
③
恵
運
・
宗
叡
の
年
﨟
が
他
史
料
と
矛

盾
、
④
泰
範
の
本
寺
が
他
史
料
と
矛
盾
、
⑤
杲
隣
の
僧
位
が
他
史
料
と
齟
齬
し
、

記
載
位
置
が
不
自
然
、
⑥
こ
の
二
十
四
名
が
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
九

日
に
東
寺
で
行
わ
れ
た
伝
法
灌
頂
の
参
列
僧
と
余
り
重
な
ら
な
い
、
⑦
僧
綱
牒

の
元
を
為
す
解
状
が
見
当
た
ら
な
い
、
⑧
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
以
降
、
泰

範
に
関
す
る
記
録
が
全
く
伝
存
し
な
い
点
な
ど
に
疑
義
を
呈
し
た）

（1
（

。こ
の
中
で
、

加
藤
氏
は
③
の
内
、
恵
運
の
夏
﨟
と
宗
叡
の
年
﨟
、
⑤
の
内
、
杲
隣
の
僧
位
の

問
題
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
誤
写
や
誤
解
、
夏
﨟
の
概
算
に
因
る
も
の
と

見
て
い
る）

（1
（

。

　
こ
の
よ
う
に
武
内
氏
の
指
摘
は
多
岐
に
亘
る
が
、
考
証
過
程
の
中
に
は
聊
か

性
急
な
部
分
も
感
じ
ら
れ
、
後
述
の
如
く
異
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
不
審
点
が

含
ま
れ
る
点
に
は
同
意
す
る
。
特
に
確
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
③
の
内
、
宗

叡
の
年
﨟
が
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
条
の

卒
伝
と
齟
齬
す
る
点
は
有
力
な
疑
義
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
②
の
内
、
安
隆
が
七
歳

の
受
具
と
な
る
の
も
不
可
解
で
あ
る）

1（
（

。
そ
し
て
、
蓋
然
性
の
問
題
と
は
な
ろ
う

が
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
五
月
五
日
付
及
び
同
四
年
四
月
六
日
付
の
青
龍
寺

宛
の
実
恵
ら
の
書
状）

11
（

に
泰
範
の
名
が
現
れ
な
い
問
題
点
を
指
摘
し
た
⑧
な
ど
も

な
る
ほ
ど
合
理
的
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
本
僧
綱
牒
の
内
容
を
汲
み
取
っ
て
み
た
い
。
そ

こ
で
、
参
考
と
し
て
、
年
代
の
そ
う
遠
か
ら
ぬ
次
の
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
４
】 

三
千
院
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
所
引
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
九
月

十
四
日
官
牒）

11
（

　
　
太
政
官
牒

　
延
暦
寺

　
　
　
定
二
総
持
院
拾
肆
僧
一
事

　
　
　
　
伝
燈
大
法
師
位
恵
高
〈
年
四
十
九
、
臈
二
十
二
〉

　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
法
慶
〈
年
五
十
八
、
臈
二
十
五
〉

　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
承
誓
〈
年
三
十
七
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
満
位
僧
安
亮
〈
年
三
十
四
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
満
位
僧
昌
遠
〈
年
三
十
八
、
臈
十
二
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
賢
仁
〈
年
四
十
四
、
臈
十
六
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
観
栖
〈
年
四
十
二
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
安
勢
〈
年
三
十
五
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
証
審
〈
年
三
十
五
、
臈
十
一
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
証
曒
〈
年
三
十
、
臈
十
一
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
道
行
〈
年
三
十
、
臈
九
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
承
岑
〈
年
三
十
一
、
臈
八
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
種
演
〈
年
三
十
八
、
臈
七
〉
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住
位
僧
載
皎
〈
ヽ
卅
四
、
ヽ
七
〉

住
位
僧
載
宝
〈
年
廿
六
、
﨟
六
〉　

住
位
僧
統
勢
〈
年
卅
二
、
﨟
六
〉　

　

住
位
僧
恵
峯
〈
ヽ
卅
四
、
ヽ
五
〉　

入
位
僧
恵
寂
〈
ヽ
卅
一
、
ヽ
四
〉

　
　
已
上
八
人
未
入
寺
。

牒
、
玄
番

（
マ
マ
）寮

今
月
二
日
牒
偁
、
省
同
月
一
日
符
偁
、
太
政
官
去
三
月
十

三
日
符
偁
、
被
二
従
二
位
行
大
納
言
兼
皇
太
子
傅
藤
原
朝
臣
三
守
宣
一
偁
、

件
法
師
等
、
宜
下
改
二
本
寺
一
入
中
東
寺
上
。
若
有
下
為
二
学
習
一
向
二
諸
寺
一

者
上
、聴
二
借
住
一
之
者
。
仍
下
レ
牒
如
レ
件
。
寺
宜
二
承
知
、依
レ
件
令
一
レ
住
。

故
牒
。

　
　
承
和
四
年
四
月
五
日

　
従
儀
師
願
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
威
儀
師
全
雄

大
僧
都
豊
安

律
師
善
海

律
師
実
恵

　

　
本
稿
全
体
に
と
り
基
礎
と
な
る
【
史
料
１
】
は
、
東
寺
の
真
言
宗
寺
院
化
の

典
拠
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
堀
氏
は
、こ
こ
に
見
え
る
東
寺
の
住
僧
（
定
額
僧
）

に
つ
い
て
、【
史
料
２
】
の
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
れ

以
後
の
補
任
実
態
を
も
注
視
す
る
こ
と
で
、
南
都
諸
大
寺
を
本
寺
と
す
る
僧
侶

が
選
抜
し
て
集
め
ら
れ
た
と
論
じ
る）

（1
（

。
だ
が
、
な
お
課
題
は
あ
る
。
そ
れ
は
、

本
僧
綱
牒
の
、
入
寺
法
師
（
定
額
僧
）
の
本
寺
が
一
律
に
東
寺
に
設
定
さ
れ
た

一
面
を
い
か
に
扱
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
氏
自
ら
も
、「
そ
の
後
の
本
寺
変
更

実
施
は
明
確
で
な
」
い）

（1
（

と
述
べ
る
が
、
本
稿
で
も
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
た
、

そ
こ
で
注
視
さ
れ
る
実
態
面
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
取
り
纏
め
て
提

示
し
た
い
と
考
え
る
。

　
但
し
、
本
僧
綱
牒
は
本
寺
の
変
更
よ
り
も
、
寧
ろ
人
数
の
方
に
着
目
し
て
活

用
さ
れ
る
の
が
大
半
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
五
十
名
だ
っ

た
定
額
僧
が
、
こ
の
時
に
二
十
四
名
（
内
、
三
綱
三
名
）
に
減
じ
ら
れ
た
と
す

る
解
釈
で
あ
る）

（1
（

。
そ
れ
と
関
わ
る
の
が
、
十
世
紀
中
葉
頃
に
空
海
の
遺
言
に
仮

託
し
て
述
作
さ
れ
た
と
思
し
き
『
御
遺
告）

（1
（

』
の
次
の
一
項
で
あ
る
。

【
史
料
３
】 『
御
遺
告
』
一
、
東
寺
定
二
供
僧
廿
四
口
一
縁
起
第
十
三
（
傍
線
は

筆
者
）

一
、
東
寺
定
二
供
僧
廿
四
口
一
縁
起
第
十
三

夫
以
、
件
寺
定
二
供
僧
一
元
注
二
官
符
一
五
十
口
。
今
奏
二
定
廿
四
口
一
。
方

今
伺
二
末
代
所
有
志
一
、
本
願
聖
霊
元
庭
速
崩
、
未
レ
堪
二
造
畢
一
。
加
之
、

未
レ
入
二
庄
田
・
正
税
等
一
、
寺
大
料
少
。
因
以
奏
定
。
就
レ
中
廿
一
口
修

学
練
行
者
、
三
口
即
三
綱
造
治
雑
預
者
也
。
是
亦
皆
用
二
浄
行
之
人
一
。

勿
レ
用
二
員
外
人
有
犯
之
僧
一
。
但
有
二
工
巧
意
操
風
流
一
可
レ
用
二
修
理
・

造
作
・
荘
厳
仏
事
一
者
、
不
レ
求
二
浄
不
浄
一
置
二
於
非
入
寺
之
外
権
三
綱
一
。

依
レ
之
不
レ
得
レ
猥
二
雑
他
家
穢
僧
等
一
。
阿
闍
梨
耶
得
レ
一
悟
レ
千
。

　
な
ぜ
本
僧
綱
牒
と
『
御
遺
告
』
が
関
わ
る
か
。
そ
れ
は
、
本
僧
綱
牒
の
収
録

さ
れ
る
一
、
廿
一
口
定
額
僧
の
項
の
冒
頭
に
し
て
本
僧
綱
牒
自
体
の
直
前
に
、

右
の
傍
線
部
が
「
大
師
御
記
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
（
続
く
「
是

亦
皆
～
有
犯
之
」
の
記
述
も
見
え
る
が
抹
消
）。
そ
し
て
、『
東
宝
記）

（1
（

』
は
本
僧

綱
牒
に
続
け
て
「
右
符
案
、
以
二
寛
信
法
務
自
筆
一
写
レ
之
了
」
と
出
典
を
示
し

た
後
、「
私
云
、
廿
四
口
供
僧
大
師
御
入
定
之
期
、
雖
レ
及
二
　
奏
聞
一
、
未
レ
及
二

仁
体
補
任
一
欤
。
実
恵
僧
都
寺
務
之
時
、
正
定
二
其
人
機
一
、
創
建
二
講
修
一
、
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最其初
僧
名
如
レ
載
レ
右
。」
と
始
ま
る
編
者
所
見
を
付
す）

（1
（

。
か
か
る
一
連
の
文
脈

の
中
で
本
僧
綱
牒
は
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
空
海
の
高
弟
泰
範
の
人
物
研
究
の
脈
絡
か
ら
本
僧
綱
牒

の
史
料
批
判
を
試
み
た
の
が
武
内
孝
善
氏
で
あ
っ
た
。
但
し
、
氏
の
指
摘
す
る

論
点
の
中
に
は
、
夙
に
加
藤
精
神
氏
が
着
目
す
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
加
藤

氏
は
、
泰
範
・
光
定
同
人
説
を
主
張
す
る
中
で
本
僧
綱
牒
の
記
述
を
取
り
上
げ

て
お
り
、「
此
の
東
寺
定
額
僧
補
任
僧
籍
交
名
に
は
、
随
分
写
誤
も
あ
り
謬
伝
も

あ
る
か
ら
、
余
り
過
信
し
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
と
述
べ
る
が
、
そ
の
実
在
ま

で
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
論
調
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
よ
り
広

範
な
論
点
を
示
し
た
武
内
氏
の
見
解
に
沿
っ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　
さ
て
、
武
内
氏
は
、
本
僧
綱
牒
の
①
僧
侶
の
配
列
が
不
統
一
で
未
入
寺
が
存

在
、
②
十
代
以
前
の
受
具
者
が
存
在
、
③
恵
運
・
宗
叡
の
年
﨟
が
他
史
料
と
矛

盾
、
④
泰
範
の
本
寺
が
他
史
料
と
矛
盾
、
⑤
杲
隣
の
僧
位
が
他
史
料
と
齟
齬
し
、

記
載
位
置
が
不
自
然
、
⑥
こ
の
二
十
四
名
が
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
二
月
九

日
に
東
寺
で
行
わ
れ
た
伝
法
灌
頂
の
参
列
僧
と
余
り
重
な
ら
な
い
、
⑦
僧
綱
牒

の
元
を
為
す
解
状
が
見
当
た
ら
な
い
、
⑧
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
以
降
、
泰

範
に
関
す
る
記
録
が
全
く
伝
存
し
な
い
点
な
ど
に
疑
義
を
呈
し
た）

（1
（

。こ
の
中
で
、

加
藤
氏
は
③
の
内
、
恵
運
の
夏
﨟
と
宗
叡
の
年
﨟
、
⑤
の
内
、
杲
隣
の
僧
位
の

問
題
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
誤
写
や
誤
解
、
夏
﨟
の
概
算
に
因
る
も
の
と

見
て
い
る）

（1
（

。

　
こ
の
よ
う
に
武
内
氏
の
指
摘
は
多
岐
に
亘
る
が
、
考
証
過
程
の
中
に
は
聊
か

性
急
な
部
分
も
感
じ
ら
れ
、
後
述
の
如
く
異
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
不
審
点
が

含
ま
れ
る
点
に
は
同
意
す
る
。
特
に
確
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
③
の
内
、
宗

叡
の
年
﨟
が
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
条
の

卒
伝
と
齟
齬
す
る
点
は
有
力
な
疑
義
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
②
の
内
、
安
隆
が
七
歳

の
受
具
と
な
る
の
も
不
可
解
で
あ
る）

1（
（

。
そ
し
て
、
蓋
然
性
の
問
題
と
は
な
ろ
う

が
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
五
月
五
日
付
及
び
同
四
年
四
月
六
日
付
の
青
龍
寺

宛
の
実
恵
ら
の
書
状）

11
（

に
泰
範
の
名
が
現
れ
な
い
問
題
点
を
指
摘
し
た
⑧
な
ど
も

な
る
ほ
ど
合
理
的
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
本
僧
綱
牒
の
内
容
を
汲
み
取
っ
て
み
た
い
。
そ

こ
で
、
参
考
と
し
て
、
年
代
の
そ
う
遠
か
ら
ぬ
次
の
史
料
を
掲
げ
る
。

【
史
料
４
】 

三
千
院
本
『
慈
覚
大
師
伝
』
所
引
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
九
月

十
四
日
官
牒）

11
（

　
　
太
政
官
牒

　
延
暦
寺

　
　
　
定
二
総
持
院
拾
肆
僧
一
事

　
　
　
　
伝
燈
大
法
師
位
恵
高
〈
年
四
十
九
、
臈
二
十
二
〉

　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
法
慶
〈
年
五
十
八
、
臈
二
十
五
〉

　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
承
誓
〈
年
三
十
七
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
満
位
僧
安
亮
〈
年
三
十
四
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
満
位
僧
昌
遠
〈
年
三
十
八
、
臈
十
二
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
賢
仁
〈
年
四
十
四
、
臈
十
六
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
観
栖
〈
年
四
十
二
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
安
勢
〈
年
三
十
五
、
臈
十
四
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
証
審
〈
年
三
十
五
、
臈
十
一
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
証
曒
〈
年
三
十
、
臈
十
一
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
道
行
〈
年
三
十
、
臈
九
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
承
岑
〈
年
三
十
一
、
臈
八
〉

　
　
　
　
伝
燈
住
位
僧
種
演
〈
年
三
十
八
、
臈
七
〉
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伝
燈
住
位
僧
観
朗
〈
年
三
十
二
、
臈
五
〉

右
得
二
十
禅
師
伝
燈
大
法
師
位
円
仁
奏
一
偁
、
奉
二
為
聖
朝
一
、
件
院
入
二

十
四
僧
一
、
永
令
二
修
法
一
者
。
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
依
レ
奏
者
。
仍
所
レ
定
如
レ

件
。
事
須
二
毎
月
両
番
、
昼
夜
不
レ
絶
、
如
レ
法
祇
行
一
。
其
有
二
僧
闕
一
、
択
二

三
部
中
超
抜
者
一
、
申
レ
官
補
レ
之
。
若
応
レ
預
二
宮
中
金
光
明
会
幷
臨
時
召

請
一
者
、
宜
レ
用
二
他
番
一
。
自
余
事
条
、
続
将
処
置
。
牒
至
准
レ
状
。
故
牒
。

　
嘉
祥
三
年
九
月
十
四
日

　
左
大
史
正
六
位
上
高
丘
百
興
牒

　
参
議
従
四
位
下
行
右
大
弁
兼
行
陸
奥
出
羽
案

（
マ
マ
）察

使
藤
原
朝
臣

　
本
史
料
は
、
帰
朝
後
の
円
仁
が
延
暦
寺
惣
持
院
に
十
四
僧
を
設
置
す
る
こ
と

を
奏
請
し
た
も
の
で
あ
る）

11
（

。
こ
こ
で
は
僧
十
四
名
が
❶
僧
位
、
❷
夏
﨟
、
❸
年

齢
の
優
先
順
で
整
然
と
配
列
さ
れ
る）

11
（

。
こ
れ
が
配
列
の
あ
る
べ
き
姿
と
み
て
よ

け
れ
ば
、本
僧
綱
牒
を
扱
う
際
の
着
眼
点
が
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。翻
っ

て
本
僧
綱
牒
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
僧
位
に
つ
い
て
。
既
に
気
づ
か
れ
た
だ
ろ
う
が
、
本
僧
綱
牒
は
僧
位

冒
頭
の
「
伝
燈
」
等）

11
（

が
二
人
目
以
降
、
省
略
さ
れ
る
。
加
藤
・
武
内
両
氏
は
、

⑤
で
杲
隣
の
僧
位
が
「
伝
燈
大
法
師
位
」
で
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
が
、
そ

れ
は
本
件
の
捉
え
方
と
し
て
ず
れ
て
い
る
と
思
う）

11
（

。
と
こ
ろ
で
、
武
内
氏
は
本

僧
綱
牒
の
出
典
が
「
寛
信
法
務
自
筆
」
な
る
記
録
で
あ
り
、
こ
の
寛
信
が
十
二

世
紀
中
葉
に
著
し
た
『
東
寺
長
者
次
第）

11
（

』
に
も
本
僧
綱
牒
が
引
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
僧
綱
牒
の
存
在
が
寛
信
の
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の

引
用
箇
所
た
る
「
第
五
僧
正
宗
叡
」
の
項
に
は
、「
承
和
四
年
綱
牒
云
、
満
位
僧

〇宗

叡
。
年
卅
五
、
﨟
十
二）

11
（

」
と
あ
る
。
寛
信
が
敢
え
て
抄
出
す
る
と
は
考
え
難

い
た
め
、
現
在
の
状
況
は
寛
信
よ
り
前
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
興
味

深
い
こ
と
に
、
か
か
る
僧
位
冒
頭
部
の
省
略
は
、
東
大
寺
真
言
院
の
二
十
一
僧

を
補
任
し
た
承
和
三
年
閏
五
月
三
日
僧
綱
牒
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る）

11
（

。
当
該
期
の

僧
綱
牒
で
僧
職
の
補
任
時
に
「
伝
燈
」
等
を
省
略
す
る
事
例
は
存
在
す
る
が）

1（
（

、

か
よ
う
に
二
人
目
か
ら
省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

判
断
は
留
保
し
た
い
。

　
次
い
で
、
僧
侶
の
配
列
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
武
内
氏
は
⑤
で
空
海
弟
子
間
に

お
け
る
位
置
か
ら
見
て
泰
範
→
杲
隣
の
順
が
釈
然
と
し
な
い
と
し
た
が
、
同
じ

僧
位
の
者
が
基
本
通
り
夏
﨟
順
で
配
列
さ
れ
た
と
す
れ
ば
問
題
な
い
。
氏
も
僧

の
序
列
は
夏
﨟
に
よ
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
が
、
か
か
る
一
般
寺
僧
に
係

る
寺
院
行
政
の
場
に
宗
内
論
理
を
絡
め
る
べ
き
明
証
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま

た
、
①
で
は
、
⒜
全
体
が
僧
位
順
に
並
ぶ
中
で
住
位
の
中
に
満
位
の
宗
叡
が
含

ま
れ
る
、
⒝
住
位
だ
け
﨟
順
で
は
な
い
、
⒞
未
入
寺
が
含
ま
れ
る
点
が
不
審
視

さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
僧
綱
牒
が
本
寺
の
設
定
を
焦
点
と
し
た
こ
と
に
寄
り
添

え
ば
、
こ
こ
で
は
本
寺
の
有
無
で
全
体
を
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
原
則
と
し
て

❶
僧
位
、
❷
夏
﨟
、
❸
年
齢
の
優
先
順
で
配
列
す
る
方
針
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
な
ら
ば
、
⒜
は
確
実
な
疑
義
と
は
な
り
得
な
い）

11
（

。
一
方
で
【
史
料
４
】
に

照
ら
し
て
問
題
と
な
る
の
は
⒝
で
あ
る
。
加
え
て
住
位
の
中
で
は
❷
夏
﨟
順
の

み
な
ら
ず
、
❸
年
齢
順
も
乱
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
⒞
も
蓋
然
性

の
高
い
疑
義
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
断
定
は
留
保
し
た
い）

11
（

。

　
以
上
、
僧
侶
の
配
列
に
つ
い
て
武
内
氏
が
示
し
た
疑
義
の
中
か
ら
、
問
題
と
言

え
る
点
と
し
て
夏
﨟
順
の
乱
れ
を
抽
出
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
氏
に
よ
り
宗
叡
の

年
﨟
や
安
隆
の
受
具
年
齢
と
い
っ
た
確
度
の
高
い
矛
盾
点
や
、
泰
範
関
連
史
料
の

伝
存
状
況
を
巡
る
合
理
的
な
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

尤
も
、
年
﨟
に
関
し
て
は
誤
写
な
ど
の
可
能
性
は
排
除
し
切
れ
な
い
も
の
の
、

本
僧
綱
牒
を
真
正
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
の
は
や
は
り
困
難
だ
と
考
え
る
。
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第
２
節
　
最
初
廿
一
口
交
名

　
と
こ
ろ
で
、
武
内
氏
も
検
討
を
加
え
る
が
、『
東
宝
記
』
に
は
も
う
一
つ
定
額

僧
の
創
設
に
関
わ
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
僧
宝
上
（
原
本
第
七
巻
）
一
、

廿
一
口
定
額
僧
の
項
の
「
最
初
廿
一
口
交
名
」
で
あ
る
。
本
項
で
も
、
原
本
第

十
三
巻
の
同
項
と
同
様
に
冒
頭
に
「
大
師
御
記
」
が
引
用
さ
れ
、
続
け
て
「
私

云
、
廿
四
口
内
廿
一
口
以
二
修
学
練
行
一
為
二
其
器
一
、
大
師
入
定
之
期
、
雖
レ

有
二
奏
聞
一
、
檜
尾（

実
恵
）僧

都
寺
務
之
時
、
正
定
二
人
体
一
、
始
建
二
講
修
一
最
初
廿
一

口
交
名
」
と
し
て
次
の
【
史
料
５
】
が
引
用
さ
れ
る
。
な
お
、
原
本
第
十
三
巻

は
観
応
三
年
（
文
和
元
、
一
三
五
二
）
を
程
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
編
ま
れ
た
中
清

書
本
、
原
本
第
七
巻
は
そ
れ
以
前
の
段
階
の
草
稿
本
を
転
写
し
た
も
の
と
さ
れ

る）
11
（

。
【
史
料
５
】『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
七
巻
）
一
、
廿
一
口
定
額
僧

　
　
壱
登
大
法
師

　
真
雅
ゝ
ゝ
ゝ

　
円
明
ゝ
ゝ
ゝ

　
智
泉
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
恵
運
ゝ
ゝ
ゝ

　
忠
延
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
日
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
光
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
康
秀
ゝ
ゝ
ゝ

　
浄
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
円
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
延
証
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
真
房
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
勇
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
無
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
法
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
如
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
載
皎
ゝ
ゝ
ゝ

　
慶
嘉
ゝ
ゝ
ゝ

　
恵
証
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
真
愷
ゝ
ゝ
ゝ

　
さ
て
、
本
交
名
に
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月
二
十
一
日
に
死
去
す
る
空
海

よ
り
も
先
に
死
去
し
た
智
泉）

11
（

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
こ
れ
を
天
長
元
年

（
八
二
四
）
創
設
の
神
護
寺
定
額
僧
と
見
做
す
古
典
的
理
解
が
あ
っ
た）

11
（

。
武
内

氏
は
主
に
本
史
料
の
内
容
の
考
察
に
よ
り
、
そ
れ
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
論
じ

た
。
こ
こ
で
補
足
す
れ
ば
、
神
護
寺
に
設
定
さ
れ
る
の
は
「
解
二
真
言
一
僧
二

七
人）

11
（

」
で
あ
り
、
こ
れ
が
神
護
寺
定
額
僧
た
り
得
る
こ
と
は
な
い）

11
（

。
で
は
、
先

の
『
東
宝
記
』
の
所
見
は
一
旦
無
視
し
、
仮
に
こ
れ
を
智
泉
存
命
時
の
こ
と
と

す
れ
ば
、本
交
名
の
方
は
最
初
の
東
寺
定
額
僧
を
窺
い
得
る
史
料
と
な
る
の
か
。

一
瞥
し
て
確
度
の
低
い
史
料
だ
と
直
感
さ
れ
よ
う
が
、煩
を
厭
わ
ず
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
本
史
料
の
特
徴
は
二
十
一
名
が
一
様
に
「
大
法
師
」
だ
と
い
う
点
に

あ
る
。
そ
の
上
で
、
着
目
す
べ
き
は
、
他
史
料
に
よ
り
受
戒
年
を
窺
え
る
⑴
真

雅
、
⑵
恵
運
、
⑶
円
行
の
三
名
で
あ
る
。
ま
ず
、
⑴
真
雅
は
『
故
僧
正
法
印
大

和
尚
位
真
雅
伝
記）

11
（

』
に
よ
り
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
と
受
戒
と
判
る）

1（
（

。
ま
た
、

⑵
恵
運
は
『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺
恵
運
伝）

11
（

に
よ
れ
ば
、
弘
仁
六
年
な
い
し
八

年
の
受
戒
と
考
え
ら
れ）

11
（

、『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
四
、
諸
会
章
第
五
、
三
月
、
所

引
恵
運
僧
都
記
録）

11
（

に
は
、
弘
仁
七
年
の
受
戒
と
見
え
る）

11
（

。
そ
し
て
、
⑶
円
行
は
、

前
二
者
よ
り
確
度
は
落
ち
る
が
、『
入
唐
五
家
伝
』
霊
巌
寺
和
尚
伝）

11
（

に
よ
り
弘
仁

六
年
な
い
し
五
年
の
受
戒
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
つ
ま
り
、【
史
料
４
】
の
如
く
夏
﨟

順
に
配
置
さ
れ
れ
ば
、
三
名
の
順
序
は
、
⑶
→
⑵
→
⑴
も
し
く
は
⑵
→
⑶
→
⑴

の
何
れ
か
に
な
る
。
武
内
氏
は
、
東
大
寺
別
当
た
る
円
明
が
真
雅
よ
り
年
長
と

考
え
ら
れ
る
点
、
智
泉
が
空
海
の
初
期
か
ら
の
弟
子
で
高
雄
山
寺
都
維
那
に
任

ぜ
ら
れ
た
り
高
野
山
の
開
創
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
り
し
た
点
、
真
雅
の

受
戒
が
弘
仁
十
年
に
な
る
点
な
ど
か
ら
、
本
交
名
が
壱
登
→
真
雅
→
円
明
→
智

泉
→
恵
運
→
忠
延
の
順
に
な
る
こ
と
に
疑
義
を
示
し
た
。
筆
者
は
上
記
三
名
の

夏
﨟
順
の
不
統
一
か
ら
、
本
交
名
が
僧
綱
牒
等
の
原
史
料
に
由
来
す
る
も
の
と

は
見
做
し
難
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ゆ
え
に
、
本
交
名
は
、
そ
れ
が
空
海
死

去
後
な
ら
ば
勿
論
、
智
泉
の
存
命
時
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
依
拠

し
難
い
も
の
と
考
え
る
。

　
以
上
、
武
内
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
定
額
僧
の
創
始
を
め
ぐ
る
二
つ
の

史
料
が
信
を
置
き
難
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
ら
ば
、
次
の
課
題
は
、
か
か
る
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伝
燈
住
位
僧
観
朗
〈
年
三
十
二
、
臈
五
〉

右
得
二
十
禅
師
伝
燈
大
法
師
位
円
仁
奏
一
偁
、
奉
二
為
聖
朝
一
、
件
院
入
二

十
四
僧
一
、
永
令
二
修
法
一
者
。
右
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
依
レ
奏
者
。
仍
所
レ
定
如
レ

件
。
事
須
二
毎
月
両
番
、
昼
夜
不
レ
絶
、
如
レ
法
祇
行
一
。
其
有
二
僧
闕
一
、
択
二

三
部
中
超
抜
者
一
、
申
レ
官
補
レ
之
。
若
応
レ
預
二
宮
中
金
光
明
会
幷
臨
時
召

請
一
者
、
宜
レ
用
二
他
番
一
。
自
余
事
条
、
続
将
処
置
。
牒
至
准
レ
状
。
故
牒
。

　
嘉
祥
三
年
九
月
十
四
日

　
左
大
史
正
六
位
上
高
丘
百
興
牒

　
参
議
従
四
位
下
行
右
大
弁
兼
行
陸
奥
出
羽
案

（
マ
マ
）察

使
藤
原
朝
臣

　
本
史
料
は
、
帰
朝
後
の
円
仁
が
延
暦
寺
惣
持
院
に
十
四
僧
を
設
置
す
る
こ
と

を
奏
請
し
た
も
の
で
あ
る）

11
（

。
こ
こ
で
は
僧
十
四
名
が
❶
僧
位
、
❷
夏
﨟
、
❸
年

齢
の
優
先
順
で
整
然
と
配
列
さ
れ
る）

11
（

。
こ
れ
が
配
列
の
あ
る
べ
き
姿
と
み
て
よ

け
れ
ば
、本
僧
綱
牒
を
扱
う
際
の
着
眼
点
が
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。翻
っ

て
本
僧
綱
牒
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
僧
位
に
つ
い
て
。
既
に
気
づ
か
れ
た
だ
ろ
う
が
、
本
僧
綱
牒
は
僧
位

冒
頭
の
「
伝
燈
」
等）

11
（

が
二
人
目
以
降
、
省
略
さ
れ
る
。
加
藤
・
武
内
両
氏
は
、

⑤
で
杲
隣
の
僧
位
が
「
伝
燈
大
法
師
位
」
で
な
い
こ
と
を
問
題
視
す
る
が
、
そ

れ
は
本
件
の
捉
え
方
と
し
て
ず
れ
て
い
る
と
思
う）

11
（

。
と
こ
ろ
で
、
武
内
氏
は
本

僧
綱
牒
の
出
典
が
「
寛
信
法
務
自
筆
」
な
る
記
録
で
あ
り
、
こ
の
寛
信
が
十
二

世
紀
中
葉
に
著
し
た
『
東
寺
長
者
次
第）

11
（

』
に
も
本
僧
綱
牒
が
引
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
僧
綱
牒
の
存
在
が
寛
信
の
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の

引
用
箇
所
た
る
「
第
五
僧
正
宗
叡
」
の
項
に
は
、「
承
和
四
年
綱
牒
云
、
満
位
僧

〇宗

叡
。
年
卅
五
、
﨟
十
二）

11
（

」
と
あ
る
。
寛
信
が
敢
え
て
抄
出
す
る
と
は
考
え
難

い
た
め
、
現
在
の
状
況
は
寛
信
よ
り
前
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
興
味

深
い
こ
と
に
、
か
か
る
僧
位
冒
頭
部
の
省
略
は
、
東
大
寺
真
言
院
の
二
十
一
僧

を
補
任
し
た
承
和
三
年
閏
五
月
三
日
僧
綱
牒
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る）

11
（

。
当
該
期
の

僧
綱
牒
で
僧
職
の
補
任
時
に
「
伝
燈
」
等
を
省
略
す
る
事
例
は
存
在
す
る
が）

1（
（

、

か
よ
う
に
二
人
目
か
ら
省
略
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

判
断
は
留
保
し
た
い
。

　
次
い
で
、
僧
侶
の
配
列
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
武
内
氏
は
⑤
で
空
海
弟
子
間
に

お
け
る
位
置
か
ら
見
て
泰
範
→
杲
隣
の
順
が
釈
然
と
し
な
い
と
し
た
が
、
同
じ

僧
位
の
者
が
基
本
通
り
夏
﨟
順
で
配
列
さ
れ
た
と
す
れ
ば
問
題
な
い
。
氏
も
僧

の
序
列
は
夏
﨟
に
よ
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
が
、
か
か
る
一
般
寺
僧
に
係

る
寺
院
行
政
の
場
に
宗
内
論
理
を
絡
め
る
べ
き
明
証
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま

た
、
①
で
は
、
⒜
全
体
が
僧
位
順
に
並
ぶ
中
で
住
位
の
中
に
満
位
の
宗
叡
が
含

ま
れ
る
、
⒝
住
位
だ
け
﨟
順
で
は
な
い
、
⒞
未
入
寺
が
含
ま
れ
る
点
が
不
審
視

さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
僧
綱
牒
が
本
寺
の
設
定
を
焦
点
と
し
た
こ
と
に
寄
り
添

え
ば
、
こ
こ
で
は
本
寺
の
有
無
で
全
体
を
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
原
則
と
し
て

❶
僧
位
、
❷
夏
﨟
、
❸
年
齢
の
優
先
順
で
配
列
す
る
方
針
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
な
ら
ば
、
⒜
は
確
実
な
疑
義
と
は
な
り
得
な
い）

11
（

。
一
方
で
【
史
料
４
】
に

照
ら
し
て
問
題
と
な
る
の
は
⒝
で
あ
る
。
加
え
て
住
位
の
中
で
は
❷
夏
﨟
順
の

み
な
ら
ず
、
❸
年
齢
順
も
乱
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
⒞
も
蓋
然
性

の
高
い
疑
義
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
断
定
は
留
保
し
た
い）

11
（

。

　
以
上
、
僧
侶
の
配
列
に
つ
い
て
武
内
氏
が
示
し
た
疑
義
の
中
か
ら
、
問
題
と
言

え
る
点
と
し
て
夏
﨟
順
の
乱
れ
を
抽
出
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
氏
に
よ
り
宗
叡
の

年
﨟
や
安
隆
の
受
具
年
齢
と
い
っ
た
確
度
の
高
い
矛
盾
点
や
、
泰
範
関
連
史
料
の

伝
存
状
況
を
巡
る
合
理
的
な
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

尤
も
、
年
﨟
に
関
し
て
は
誤
写
な
ど
の
可
能
性
は
排
除
し
切
れ
な
い
も
の
の
、

本
僧
綱
牒
を
真
正
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
の
は
や
は
り
困
難
だ
と
考
え
る
。
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第
２
節
　
最
初
廿
一
口
交
名

　
と
こ
ろ
で
、
武
内
氏
も
検
討
を
加
え
る
が
、『
東
宝
記
』
に
は
も
う
一
つ
定
額

僧
の
創
設
に
関
わ
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
僧
宝
上
（
原
本
第
七
巻
）
一
、

廿
一
口
定
額
僧
の
項
の
「
最
初
廿
一
口
交
名
」
で
あ
る
。
本
項
で
も
、
原
本
第

十
三
巻
の
同
項
と
同
様
に
冒
頭
に
「
大
師
御
記
」
が
引
用
さ
れ
、
続
け
て
「
私

云
、
廿
四
口
内
廿
一
口
以
二
修
学
練
行
一
為
二
其
器
一
、
大
師
入
定
之
期
、
雖
レ

有
二
奏
聞
一
、
檜
尾（

実
恵
）僧

都
寺
務
之
時
、
正
定
二
人
体
一
、
始
建
二
講
修
一
最
初
廿
一

口
交
名
」
と
し
て
次
の
【
史
料
５
】
が
引
用
さ
れ
る
。
な
お
、
原
本
第
十
三
巻

は
観
応
三
年
（
文
和
元
、
一
三
五
二
）
を
程
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
編
ま
れ
た
中
清

書
本
、
原
本
第
七
巻
は
そ
れ
以
前
の
段
階
の
草
稿
本
を
転
写
し
た
も
の
と
さ
れ

る）
11
（

。
【
史
料
５
】『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
七
巻
）
一
、
廿
一
口
定
額
僧

　
　
壱
登
大
法
師

　
真
雅
ゝ
ゝ
ゝ

　
円
明
ゝ
ゝ
ゝ

　
智
泉
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
恵
運
ゝ
ゝ
ゝ

　
忠
延
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
日
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
光
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
康
秀
ゝ
ゝ
ゝ

　
浄
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
円
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
延
証
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
真
房
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
勇
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
無
ゝ
ゝ
ゝ

　
真
法
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
如
行
ゝ
ゝ
ゝ

　
載
皎
ゝ
ゝ
ゝ

　
慶
嘉
ゝ
ゝ
ゝ

　
恵
証
ゝ
ゝ
ゝ

　
　
真
愷
ゝ
ゝ
ゝ

　
さ
て
、
本
交
名
に
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月
二
十
一
日
に
死
去
す
る
空
海

よ
り
も
先
に
死
去
し
た
智
泉）

11
（

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
こ
れ
を
天
長
元
年

（
八
二
四
）
創
設
の
神
護
寺
定
額
僧
と
見
做
す
古
典
的
理
解
が
あ
っ
た）

11
（

。
武
内

氏
は
主
に
本
史
料
の
内
容
の
考
察
に
よ
り
、
そ
れ
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
論
じ

た
。
こ
こ
で
補
足
す
れ
ば
、
神
護
寺
に
設
定
さ
れ
る
の
は
「
解
二
真
言
一
僧
二

七
人）

11
（

」
で
あ
り
、
こ
れ
が
神
護
寺
定
額
僧
た
り
得
る
こ
と
は
な
い）

11
（

。
で
は
、
先

の
『
東
宝
記
』
の
所
見
は
一
旦
無
視
し
、
仮
に
こ
れ
を
智
泉
存
命
時
の
こ
と
と

す
れ
ば
、本
交
名
の
方
は
最
初
の
東
寺
定
額
僧
を
窺
い
得
る
史
料
と
な
る
の
か
。

一
瞥
し
て
確
度
の
低
い
史
料
だ
と
直
感
さ
れ
よ
う
が
、煩
を
厭
わ
ず
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
本
史
料
の
特
徴
は
二
十
一
名
が
一
様
に
「
大
法
師
」
だ
と
い
う
点
に

あ
る
。
そ
の
上
で
、
着
目
す
べ
き
は
、
他
史
料
に
よ
り
受
戒
年
を
窺
え
る
⑴
真

雅
、
⑵
恵
運
、
⑶
円
行
の
三
名
で
あ
る
。
ま
ず
、
⑴
真
雅
は
『
故
僧
正
法
印
大

和
尚
位
真
雅
伝
記）

11
（

』
に
よ
り
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
と
受
戒
と
判
る）

1（
（

。
ま
た
、

⑵
恵
運
は
『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺
恵
運
伝）

11
（

に
よ
れ
ば
、
弘
仁
六
年
な
い
し
八

年
の
受
戒
と
考
え
ら
れ）

11
（

、『
東
大
寺
要
録
』
巻
第
四
、
諸
会
章
第
五
、
三
月
、
所

引
恵
運
僧
都
記
録）

11
（

に
は
、
弘
仁
七
年
の
受
戒
と
見
え
る）

11
（

。
そ
し
て
、
⑶
円
行
は
、

前
二
者
よ
り
確
度
は
落
ち
る
が
、『
入
唐
五
家
伝
』
霊
巌
寺
和
尚
伝）

11
（

に
よ
り
弘
仁

六
年
な
い
し
五
年
の
受
戒
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
つ
ま
り
、【
史
料
４
】
の
如
く
夏
﨟

順
に
配
置
さ
れ
れ
ば
、
三
名
の
順
序
は
、
⑶
→
⑵
→
⑴
も
し
く
は
⑵
→
⑶
→
⑴

の
何
れ
か
に
な
る
。
武
内
氏
は
、
東
大
寺
別
当
た
る
円
明
が
真
雅
よ
り
年
長
と

考
え
ら
れ
る
点
、
智
泉
が
空
海
の
初
期
か
ら
の
弟
子
で
高
雄
山
寺
都
維
那
に
任

ぜ
ら
れ
た
り
高
野
山
の
開
創
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
り
し
た
点
、
真
雅
の

受
戒
が
弘
仁
十
年
に
な
る
点
な
ど
か
ら
、
本
交
名
が
壱
登
→
真
雅
→
円
明
→
智

泉
→
恵
運
→
忠
延
の
順
に
な
る
こ
と
に
疑
義
を
示
し
た
。
筆
者
は
上
記
三
名
の

夏
﨟
順
の
不
統
一
か
ら
、
本
交
名
が
僧
綱
牒
等
の
原
史
料
に
由
来
す
る
も
の
と

は
見
做
し
難
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ゆ
え
に
、
本
交
名
は
、
そ
れ
が
空
海
死

去
後
な
ら
ば
勿
論
、
智
泉
の
存
命
時
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
依
拠

し
難
い
も
の
と
考
え
る
。

　
以
上
、
武
内
氏
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
定
額
僧
の
創
始
を
め
ぐ
る
二
つ
の

史
料
が
信
を
置
き
難
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
な
ら
ば
、
次
の
課
題
は
、
か
か
る
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個
別
の
史
料
批
判
を
歴
史
像
の
再
構
築
に
繋
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
端
緒
は

先
の
【
史
料
１
】
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
３
節
　『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

　
さ
て
、
周
知
の
通
り
、『
類
聚
三
代
格）

11
（

』
の
元
を
為
す
弘
仁
・
貞
観
・
延
喜
の

三
代
の
『
格）

11
（

』
の
編
纂
と
は
、「
編
纂
時
に
お
け
る
有
効
法
を
明
示
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。
ま
た
、
そ
の
編
纂
の
過
程
に
あ
っ
て
は
、
詔

勅
や
官
符
等
の
原
法
令
に
対
し
、
形
式
的
な
調
整
に
止
ま
ら
ず
、
上
述
の
目
的

に
沿
う
形
で
、
文
章
の
削
除
や
書
き
換
え
、
増
補
な
ど
の
改
変
が
施
さ
れ
た）

1（
（

こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、【
史
料
１
】
は
、
ま
ず
は
そ
れ
を
本
来

収
録
し
た
『
貞
観
格
』
の
撰
進
・
施
行
年
た
る
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
時
の

有
効
法
と
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
二
十
四
名
へ
の
減
員
が
行
わ
れ

た
可
能
性
は
も
と
よ
り
低
い）

11
（

。

　
な
ら
ば
、次
に
確
か
め
る
べ
き
は
、【
史
料
１
】
と
原
法
令
と
の
異
同
と
な
る
。

次
の
正
史
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
史
料
６
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
正
月
壬
子
条

壬
子
。
大
僧
都
伝
灯
大
法
師
位
空
海
奏
曰
、
依
二
弘
仁
十
四
年
詔
一
、
欲
レ

令
下
真
言
宗
僧
五
十
人
住
二
東
寺
一
、
修
中
三
密
門
上
。
今
堂
舍
已
建
、
修

講
未
レ
創
。
願
且
割
下
被
レ
入
二
東
寺
一
官
家
功
徳
料
封
千
戸
之
内
二
百
戸
上
、

〈
甲
斐
国
五
十
戸
。
下
総
国
百
五
十
戸
。〉以
充
二
僧
供
一
、為
二
国
家
一
薫
修
、

利
二
済
人
天
一
。
許
レ
之
。

　
な
ぜ
本
史
料
が
こ
こ
で
意
味
を
為
す
の
か
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ

う
が
、【
史
料
１
】
に
と
り
核
心
と
な
る
「
真
言
宗
僧
五
十
人
」
を
「
住
二
東
寺
一
」

せ
し
め
る
こ
と
が
、当
初
の
「
弘
仁
十
四
年
詔
」
か
ら
承
和
二
年
、そ
し
て
『
貞

観
格
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
た
と
の
解
釈
が
導
け
る
か
ら
で
あ
る）

11
（

。

　
更
に
は
、
次
の
史
料
も
存
在
す
る）

11
（

。

【
史
料
７
】 『
東
宝
記
』
僧
法
上
（
原
本
第
七
巻
）
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

（
傍
線
は
筆
者
）

太
政
官
符
治⒜

部
省

　
真
言
宗
僧
伍
拾
人

右
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ 

勅
、
件
宗
僧
等
、
自
今
以
後
令
レ
住
二
東
寺
一
。

其
宗
学
者
、
一
依
二
大
毗
盧
遮
那
・
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
経
、
蘇
悉
地
・

蘇
婆
呼
・
根
本
部
等
一
百
七
十
三
巻
律
、
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
・
釈
摩
訶

衍
等
十
一
巻
論
等
一
。〈
経
律
論
目
録
在
レ
別
。〉
若
僧
有
レ
闕
者
、
以
下
受
二

学
一
尊
法
一
有
二
次
第
功
業
一
僧
上
補
レ
之
。
若
無
レ
僧
者
、
令
三
伝
法
阿
闍

梨
臨
時
度
二
補
之
一
。
道
是
密
教
、
莫
レ
令
二
他
宗
僧
雑
住
一
者
。
省⒝

宜
下
承

知
依
レ
宣
行
上
レ
之
。
立
為
二
恒
例
一
。
符
到
奉
行
。

参⒞

議
従
四
位
下
守
右
大
弁
勲
六
等
伴
宿
禰
国
道
従

（
マ
マ
）

七
位
守
左
少
史
美
努
連
清
庭

　
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日

　
本
官
符
は
【
史
料
１
】
と
酷
似
す
る
が
、
傍
線
部
⒜
宛
所
、
⒝
書
止
文
言
、

⒞
位
署
が
あ
り
、『
貞
観
格
』
編
纂
以
前
の
姿
を
す
る）

11
（

。
こ
れ
を
真
正
の
文
書
と

見
て
よ
け
れ
ば）

11
（

、【
史
料
１
】
と
は
、
原
官
符
の
実
質
に
殆
ど
変
化
を
施
さ
ぬ
ま

ま
、『
貞
観
格
』
編
纂
時
に
当
時
の
有
効
法
と
し
て
再
確
認
さ
れ
た
も
の
と
な

る）
11
（

。
　
尤
も
、
い
っ
そ
う
慎
重
を
期
す
な
ら
ば
、「
編
纂
時
に
お
け
る
有
効
法
」
を
示

す
と
い
う
編
纂
方
針
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
貫
徹
す
る
と
は
限
ら
ず
、
無
効
部
分

が
残
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
も
配
慮
す
る
が
よ
か
ろ
う）

11
（

。
し
か
し
、
そ
の
際
に
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留
意
さ
れ
る
の
が
、
同
じ
『
格
』
や
『
式
』
の
他
の
規
定
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
格
文
の
読
み
替
え
を
行
う
べ
き
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）

11
（

。

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、『
貞
観
式
』
に
つ
い
て
は
断
定
的
な
こ
と
は
言
い

難
い
が）

11
（

、『
類
聚
三
代
格
』
内
で
【
史
料
１
】
を
無
効
化
す
る
格
は
確
認
さ
れ
な

い）
1（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
同
書
編
纂
時
の
遺
漏
が
な
い
限
り
、
定
額
僧
の
員
数
は
『
貞

観
格
』
内
で
一
貫
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
弘
仁
十
四
年
か
ら
『
貞
観
格
』
の
撰
進
ま
で
の

間
に
定
額
僧
の
減
員
が
発
令
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い）

11
（

。
ゆ
え
に
、
空
海
が

死
去
直
前
に
「
奏
二
定
廿
四
口
一
」
め
た
、
つ
ま
り
仁
明
天
皇
が
そ
れ
を
裁
可

し
た
と
い
う
『
御
遺
告
』
の
言
説
も
、
史
実
と
は
見
做
し
難
い）

11
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
筆
者
も
、
本
僧
綱
牒
や
最
初
廿
一
口
交
名
の
如
き
定
額

僧
の
一
斉
補
任
は
、
も
し
そ
れ
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
定
額
僧
の
減
員
が
前
提
と

な
る
と
見
る
。
ゆ
え
に
、
本
節
の
史
料
操
作
の
み
で
、
実
は
両
史
料
の
史
実
性

は
殆
ど
否
定
で
き
た
。
だ
が
、
減
員
と
い
う
認
識
自
体
が
『
御
遺
告
』
や
『
東

宝
記
』
の
所
見
の
影
響
を
暗
に
受
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
強
い

て
そ
れ
を
排
そ
う
と
す
れ
ば
、
定
員
五
十
口
の
ま
ま
二
十
四
な
い
し
二
十
一
名

分
だ
け
を
入
寺
さ
せ
た
と
解
す
こ
と
も
、全
く
不
可
能
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

そ
こ
で
両
史
料
が
単
体
で
も
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
、
前
二

節
の
議
論
が
効
果
を
発
す
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
と
最
初
廿
一
口
交
名
が
何

れ
も
信
を
置
き
難
い
こ
と
を
再
確
認
し
、『
御
遺
告
』
の
説
く
よ
う
な
定
額
僧
の

減
員
が
生
じ
難
い
こ
と
を
示
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
か
ね
て
東
寺

と
南
都
諸
大
寺
と
の
関
係
を
論
ず
る
際
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
承
和
四
年
の
施

策
は
、
平
安
初
期
の
東
寺
を
論
ず
る
際
に
は
、
度
外
視
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

第
二
章
　
東
寺
定
額
僧
の
人
的
規
模

　
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
や
最
初
廿
一
口
交
名
の
述
作
の
歴
史
的
背
景
は

追
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
武

内
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
存
在
が
寛
信
の
時
期
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
ま
で

し
か
確
た
る
こ
と
は
判
ら
な
い）

11
（

。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
氏
に
よ
り
そ
れ

を
掲
載
す
る
最
古
の
典
籍
が
『
弘
法
大
師
行
化
記
』
行
遍
本
と
同
深
賢
本
、『
弘

法
大
師
行
化
記
裏
書）

11
（

』だ
と
指
摘
さ
れ
る
以
上
の
こ
と
は
把
握
し
得
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
本
僧
綱
牒
と
関
わ
る
定
額

僧
の
人
的
規
模
や
本
寺
を
め
ぐ
る
実
態
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
な
お
、
前
章
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
【
史
料
１
】
は
弘
仁
十
四

年
格
と
称
す
。

　
ま
ず
、
定
額
僧
の
規
模
だ
が
、
弘
仁
十
四
年
格
が
現
行
法
で
あ
る
限
り
、
制

度
上
、
五
十
名
だ
っ
た
と
見
る
他
な
い
。
ま
た
、
そ
の
減
員
の
時
期
も
未
詳
で

あ
る
。
な
お
、
上
記
の
通
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
内
容
は
『
類
聚
三
代
格
』
に
見

え
ず
、
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
の
『
延
喜
格
』
施
行
後
も
、
制
度
上
な
い
し
建

前
上
は
現
行
法
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る）

11
（

。

　
そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
８
】『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
五
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
条

少
僧
都
貞
宗〔

崇
〕

上
表
。〈
作
者
文
時
。〉
右
貞
宗〔

崇
〕、

去
昌
泰
二
年
、
謝
二
東
寺

廿
僧
一
、
依
レ
有
二
本
願
一
、
籠
二
金
峰
山
之
辺
一
。 

　
本
史
料
は
、
天
慶
六
年
に
少
僧
都
貞
宗〔

崇
〕が

僧
綱
を
辞
す
際
の
上
表
文
の
冒
頭

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
東
寺
廿
僧
」
に
つ
い
て
、
佐
伯
有
清
氏
は
「
東
寺
の

二
十
僧
と
い
う
の
は
、
修
学
僧
五
十
人
の
う
ち
三
十
人
が
東
寺
に
常
住
す
る
学

衆
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
二
十
人
は
他
寺
の
僧
で
夏
中
に
東
寺
に
止
住
し
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個
別
の
史
料
批
判
を
歴
史
像
の
再
構
築
に
繋
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
端
緒
は

先
の
【
史
料
１
】
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
３
節
　『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

　
さ
て
、
周
知
の
通
り
、『
類
聚
三
代
格）

11
（

』
の
元
を
為
す
弘
仁
・
貞
観
・
延
喜
の

三
代
の
『
格）

11
（

』
の
編
纂
と
は
、「
編
纂
時
に
お
け
る
有
効
法
を
明
示
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

11
（

。
ま
た
、
そ
の
編
纂
の
過
程
に
あ
っ
て
は
、
詔

勅
や
官
符
等
の
原
法
令
に
対
し
、
形
式
的
な
調
整
に
止
ま
ら
ず
、
上
述
の
目
的

に
沿
う
形
で
、
文
章
の
削
除
や
書
き
換
え
、
増
補
な
ど
の
改
変
が
施
さ
れ
た）

1（
（

こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、【
史
料
１
】
は
、
ま
ず
は
そ
れ
を
本
来

収
録
し
た
『
貞
観
格
』
の
撰
進
・
施
行
年
た
る
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
時
の

有
効
法
と
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
二
十
四
名
へ
の
減
員
が
行
わ
れ

た
可
能
性
は
も
と
よ
り
低
い）

11
（

。

　
な
ら
ば
、次
に
確
か
め
る
べ
き
は
、【
史
料
１
】
と
原
法
令
と
の
異
同
と
な
る
。

次
の
正
史
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
史
料
６
】『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
正
月
壬
子
条

壬
子
。
大
僧
都
伝
灯
大
法
師
位
空
海
奏
曰
、
依
二
弘
仁
十
四
年
詔
一
、
欲
レ

令
下
真
言
宗
僧
五
十
人
住
二
東
寺
一
、
修
中
三
密
門
上
。
今
堂
舍
已
建
、
修

講
未
レ
創
。
願
且
割
下
被
レ
入
二
東
寺
一
官
家
功
徳
料
封
千
戸
之
内
二
百
戸
上
、

〈
甲
斐
国
五
十
戸
。
下
総
国
百
五
十
戸
。〉以
充
二
僧
供
一
、為
二
国
家
一
薫
修
、

利
二
済
人
天
一
。
許
レ
之
。

　
な
ぜ
本
史
料
が
こ
こ
で
意
味
を
為
す
の
か
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ

う
が
、【
史
料
１
】
に
と
り
核
心
と
な
る
「
真
言
宗
僧
五
十
人
」
を
「
住
二
東
寺
一
」

せ
し
め
る
こ
と
が
、当
初
の
「
弘
仁
十
四
年
詔
」
か
ら
承
和
二
年
、そ
し
て
『
貞

観
格
』
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
た
と
の
解
釈
が
導
け
る
か
ら
で
あ
る）

11
（

。

　
更
に
は
、
次
の
史
料
も
存
在
す
る）

11
（

。

【
史
料
７
】 『
東
宝
記
』
僧
法
上
（
原
本
第
七
巻
）
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符

（
傍
線
は
筆
者
）

太
政
官
符
治⒜

部
省

　
真
言
宗
僧
伍
拾
人

右
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉
レ 

勅
、
件
宗
僧
等
、
自
今
以
後
令
レ
住
二
東
寺
一
。

其
宗
学
者
、
一
依
二
大
毗
盧
遮
那
・
金
剛
頂
等
二
百
余
巻
経
、
蘇
悉
地
・

蘇
婆
呼
・
根
本
部
等
一
百
七
十
三
巻
律
、
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
・
釈
摩
訶

衍
等
十
一
巻
論
等
一
。〈
経
律
論
目
録
在
レ
別
。〉
若
僧
有
レ
闕
者
、
以
下
受
二

学
一
尊
法
一
有
二
次
第
功
業
一
僧
上
補
レ
之
。
若
無
レ
僧
者
、
令
三
伝
法
阿
闍

梨
臨
時
度
二
補
之
一
。
道
是
密
教
、
莫
レ
令
二
他
宗
僧
雑
住
一
者
。
省⒝

宜
下
承

知
依
レ
宣
行
上
レ
之
。
立
為
二
恒
例
一
。
符
到
奉
行
。

参⒞

議
従
四
位
下
守
右
大
弁
勲
六
等
伴
宿
禰
国
道
従

（
マ
マ
）

七
位
守
左
少
史
美
努
連
清
庭

　
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日

　
本
官
符
は
【
史
料
１
】
と
酷
似
す
る
が
、
傍
線
部
⒜
宛
所
、
⒝
書
止
文
言
、

⒞
位
署
が
あ
り
、『
貞
観
格
』
編
纂
以
前
の
姿
を
す
る）

11
（

。
こ
れ
を
真
正
の
文
書
と

見
て
よ
け
れ
ば）

11
（

、【
史
料
１
】
と
は
、
原
官
符
の
実
質
に
殆
ど
変
化
を
施
さ
ぬ
ま

ま
、『
貞
観
格
』
編
纂
時
に
当
時
の
有
効
法
と
し
て
再
確
認
さ
れ
た
も
の
と
な

る）
11
（

。
　
尤
も
、
い
っ
そ
う
慎
重
を
期
す
な
ら
ば
、「
編
纂
時
に
お
け
る
有
効
法
」
を
示

す
と
い
う
編
纂
方
針
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
貫
徹
す
る
と
は
限
ら
ず
、
無
効
部
分

が
残
る
場
合
も
あ
る
こ
と
に
も
配
慮
す
る
が
よ
か
ろ
う）

11
（

。
し
か
し
、
そ
の
際
に
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留
意
さ
れ
る
の
が
、
同
じ
『
格
』
や
『
式
』
の
他
の
規
定
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
格
文
の
読
み
替
え
を
行
う
べ
き
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）

11
（

。

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、『
貞
観
式
』
に
つ
い
て
は
断
定
的
な
こ
と
は
言
い

難
い
が）

11
（

、『
類
聚
三
代
格
』
内
で
【
史
料
１
】
を
無
効
化
す
る
格
は
確
認
さ
れ
な

い）
1（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
同
書
編
纂
時
の
遺
漏
が
な
い
限
り
、
定
額
僧
の
員
数
は
『
貞

観
格
』
内
で
一
貫
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
弘
仁
十
四
年
か
ら
『
貞
観
格
』
の
撰
進
ま
で
の

間
に
定
額
僧
の
減
員
が
発
令
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い）

11
（

。
ゆ
え
に
、
空
海
が

死
去
直
前
に
「
奏
二
定
廿
四
口
一
」
め
た
、
つ
ま
り
仁
明
天
皇
が
そ
れ
を
裁
可

し
た
と
い
う
『
御
遺
告
』
の
言
説
も
、
史
実
と
は
見
做
し
難
い）

11
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
や
は
り
筆
者
も
、
本
僧
綱
牒
や
最
初
廿
一
口
交
名
の
如
き
定
額

僧
の
一
斉
補
任
は
、
も
し
そ
れ
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
定
額
僧
の
減
員
が
前
提
と

な
る
と
見
る
。
ゆ
え
に
、
本
節
の
史
料
操
作
の
み
で
、
実
は
両
史
料
の
史
実
性

は
殆
ど
否
定
で
き
た
。
だ
が
、
減
員
と
い
う
認
識
自
体
が
『
御
遺
告
』
や
『
東

宝
記
』
の
所
見
の
影
響
を
暗
に
受
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
強
い

て
そ
れ
を
排
そ
う
と
す
れ
ば
、
定
員
五
十
口
の
ま
ま
二
十
四
な
い
し
二
十
一
名

分
だ
け
を
入
寺
さ
せ
た
と
解
す
こ
と
も
、全
く
不
可
能
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

そ
こ
で
両
史
料
が
単
体
で
も
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
、
前
二

節
の
議
論
が
効
果
を
発
す
る
。

　
以
上
、
本
章
で
は
、
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
と
最
初
廿
一
口
交
名
が
何

れ
も
信
を
置
き
難
い
こ
と
を
再
確
認
し
、『
御
遺
告
』
の
説
く
よ
う
な
定
額
僧
の

減
員
が
生
じ
難
い
こ
と
を
示
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
か
ね
て
東
寺

と
南
都
諸
大
寺
と
の
関
係
を
論
ず
る
際
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
承
和
四
年
の
施

策
は
、
平
安
初
期
の
東
寺
を
論
ず
る
際
に
は
、
度
外
視
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

第
二
章
　
東
寺
定
額
僧
の
人
的
規
模

　
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
や
最
初
廿
一
口
交
名
の
述
作
の
歴
史
的
背
景
は

追
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
武

内
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
存
在
が
寛
信
の
時
期
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
ま
で

し
か
確
た
る
こ
と
は
判
ら
な
い）

11
（

。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
氏
に
よ
り
そ
れ

を
掲
載
す
る
最
古
の
典
籍
が
『
弘
法
大
師
行
化
記
』
行
遍
本
と
同
深
賢
本
、『
弘

法
大
師
行
化
記
裏
書）

11
（

』だ
と
指
摘
さ
れ
る
以
上
の
こ
と
は
把
握
し
得
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
本
僧
綱
牒
と
関
わ
る
定
額

僧
の
人
的
規
模
や
本
寺
を
め
ぐ
る
実
態
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
な
お
、
前
章
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
【
史
料
１
】
は
弘
仁
十
四

年
格
と
称
す
。

　
ま
ず
、
定
額
僧
の
規
模
だ
が
、
弘
仁
十
四
年
格
が
現
行
法
で
あ
る
限
り
、
制

度
上
、
五
十
名
だ
っ
た
と
見
る
他
な
い
。
ま
た
、
そ
の
減
員
の
時
期
も
未
詳
で

あ
る
。
な
お
、
上
記
の
通
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
内
容
は
『
類
聚
三
代
格
』
に
見

え
ず
、
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
の
『
延
喜
格
』
施
行
後
も
、
制
度
上
な
い
し
建

前
上
は
現
行
法
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る）

11
（

。

　
そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
８
】『
扶
桑
略
記
』
第
二
十
五
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
条

少
僧
都
貞
宗〔

崇
〕

上
表
。〈
作
者
文
時
。〉
右
貞
宗〔

崇
〕、

去
昌
泰
二
年
、
謝
二
東
寺

廿
僧
一
、
依
レ
有
二
本
願
一
、
籠
二
金
峰
山
之
辺
一
。 

　
本
史
料
は
、
天
慶
六
年
に
少
僧
都
貞
宗〔

崇
〕が

僧
綱
を
辞
す
際
の
上
表
文
の
冒
頭

で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
東
寺
廿
僧
」
に
つ
い
て
、
佐
伯
有
清
氏
は
「
東
寺
の

二
十
僧
と
い
う
の
は
、
修
学
僧
五
十
人
の
う
ち
三
十
人
が
東
寺
に
常
住
す
る
学

衆
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
二
十
人
は
他
寺
の
僧
で
夏
中
に
東
寺
に
止
住
し
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て
衣
食
を
給
与
さ
れ
、
五
カ
年
の
修
学
を
修
了
す
れ
ば
東
寺
の
要
職
に
任
ぜ
ら

れ
る
と
い
う
選
良
僧
」
と
す
る）

11
（

。
こ
の
説
明
に
は
典
拠
が
付
さ
れ
な
い
が
、
恐

ら
く
は
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
の
後
宇
多
法
皇
に
よ
る
東
寺
へ
の
五
十
口
の

修
学
僧
の
設
置
構
想）

11
（

に
由
来
す
る
解
釈
と
推
測
さ
れ
、
従
え
な
い
。
し
か
し
、

東
寺
の
僧
官
と
見
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
定
額
僧
が
規
模
縮
小
を
遂
げ
た
姿

と
見
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
貞
崇
は
『
東
寺
長
者
次
第
』
で
は
、「
延
長

六
年
六
月
十
七
日
、
補
二
東
寺
入
寺
一
」
と
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
私
見
と
矛
盾

す
る
。
し
か
し
、
本
来
優
先
す
べ
き
は
上
表
の
記
述
で
あ
り
、
直
ち
に
私
見
を

否
定
す
る
も
の
と
は
な
り
難
い）

11
（

。
過
去
を
回
顧
し
た
叙
述
ゆ
え
断
定
的
な
こ
と

が
言
い
難
い
が
、
本
稿
で
は
、
遅
く
と
も
天
慶
六
年
ま
で
に
定
額
僧
の
規
模
が

縮
小
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）

ま
で
に
そ
れ
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
た
い）

11
（

。
そ
し
て
、
右
の
記
述

を
見
る
限
り
、「
東
寺
廿
僧
」
は
、
国
制
的
な
位
置
付
け
は
と
も
か
く
、
一
定
の

枠
組
み
と
し
て
通
用
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
更
な
が
ら
、
こ
の
「
廿
僧
」
の
表
記
は
周
知
の
定
額
僧
の
員

数
二
十
一
名
（
三
綱
を
含
め
ば
二
十
四
名
）
と
異
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
定
額

僧
と
は
別
の
存
在
と
見
た
り
、
脱
字
と
見
た
り
す
る
必
然
性
は
な
い
。
と
い
う

の
も
、
東
寺
一
長
者
寛
朝
が
正
暦
五
年
（
九
九
四
）・
翌
長
徳
元
年
に
東
寺
阿

闍
梨
の
創
設）

1（
（

を
奏
請
し
た
際
に
も
、
⑴
「
宗
祖
弘
法
大
師
、
去
延
暦
廿
三
年
、

為
レ
学
二
真
言
法
一
初
以
入
唐
。
帰
朝
之
後
申
二
請
東
寺
一
為
二
真
言
之
場
一
、
以
二

廿
口
僧
一
申
二
補
定
額
一
」・
⑵
「
是
被
レ
定
二
置
件
阿
闍
梨
一
、
定
額
僧
廿
口
之

内
以
二
伝
法
灌
頂
人
一
申
二
補
之
一
」（
以
上
、
正
暦
五
年
時
の
奏
状
）・
⑶
「
厥
後

承
和

　
聖
主
、
先
貴
二
密
法
一
、
追
敬
二
大
師
一
、
依
レ
申
任
レ
請
、
已
以
二
東
寺
一

為
二
真
言
処
一
。
随
即
撰
二
廿
口
僧
一
為
二
定
額
数
一
、
令
下
授
二
密
法
一
、
鎮
修
中

御
願
上
」（
長
徳
元
年
時
の
奏
状）

11
（

）
と
三
度
に
亘
っ
て
「
廿
」
と
表
記
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
当
然
「
廿
一
」
と
表
記
す
る
史
料
も
あ
り）

11
（

、
寧
ろ
此
方

が
一
般
的
だ
と
解
さ
れ
る
。
実
態
と
し
て
二
十
一
名
で
活
動
し
て
い
た
の
は
ま

ず
間
違
い
な
い）

11
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
両
寛
朝
奏
状
も
、『
御
遺
告
』
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
⑴
・
⑶
で

空
海
が
「
廿
口
」
の
定
額
僧
を
申
請
し
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
更
に
⑶
は

仁
明
天
皇
の
時
に
そ
れ
が
定
ま
っ
た
と
す
る
叙
述
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る

動
き
が
生
じ
難
い
こ
と
は
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
。
と
す
れ
ば
、
十
世
紀
末
の

東
寺
長
者
と
て
、『
御
遺
告
』
な
ど
の
所
伝
を
除
き
、
定
額
僧
の
員
数
の
正
確
な

所
以
を
、
実
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か）

11
（

。

　
ま
た
、興
味
深
い
の
が
、こ
れ
ま
で
見
た
員
数
表
記
に
、「
廿
」
と
「
廿
一
」（
三

綱
を
含
め
ば
「
廿
四
」）
の
ブ
レ
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

単
に
概
数
の
問
題
と
し
て
処
理
で
き
る
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
或
い
は
拠
る
べ
き

明
確
な
規
定
、
つ
ま
り
弘
仁
十
四
年
格
の
部
分
的
改
定
法
が
発
布
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
抑
も
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
死
去
直
前

の
空
海
の
行
跡
を
述
作
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
こ
で
、
敢
え
て
憶
測
を
述
べ
れ

ば
、『
御
遺
告
』
の
如
き
言
説
は
、「
寺
大
料
少
」
な
き
ゆ
え
「
廿
僧
」
程
に
留
ま
っ

て
い
た
実
態
に
整
合
性
を
付
け
る
べ
く
生
じ
た
の
で
は
な
い
か）

11
（

。
そ
し
て
、
定

額
僧
二
十
一
名
、
三
綱
三
名
と
い
う
枠
組
み
は
、
そ
う
し
た
言
説
が
国
家
と
の

や
り
と
り
の
中
で
先
例
引
勘
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
法
的
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
に

定
着
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
動
向
は
、
弘
仁
十
四
年
当
初
の
構
想
を

基
準
と
す
れ
ば
、
定
額
僧
の
規
模
縮
小
と
言
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
東
寺
僧

が
一
挙
に
い
な
く
な
っ
た
訳
で
は
や
は
り
あ
る
ま
い
。
抑
も
弘
仁
十
四
年
の
時
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点
で
東
寺
の
伽
藍
は
造
営
途
中
に
あ
り
、
主
要
堂
舎
の
中
に
は
講
堂
や
塔
な
ど

未
着
工
の
も
の
す
ら
あ
っ
た）

11
（

。
な
ら
ば
【
史
料
７
】
と
は
、
即
座
の
実
現
よ
り

も
、
真
言
宗
の
育
成
・
発
展
を
期
し
た
、
優
れ
て
理
念
先
行
型
の
国
制
だ
っ
た

と
言
え
る）

11
（

。
ゆ
え
に
、
実
態
に
合
わ
せ
て
「
東
寺
廿
僧
」
と
な
っ
て
い
っ
た
と

考
え
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
前
章
の
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

一
斉
補
任
が
生
じ
た
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
う
他
な
い
。

第
三
章
　
東
寺
定
額
僧
の
本
寺

　
そ
れ
で
は
、
も
う
一
方
の
本
寺
は
ど
う
か
。
定
額
僧
が
殆
ど
南
都
諸
大
寺
の

出
身
で
あ
っ
た
点
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
が）

11
（

、
本
章
で
は
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
、
具
体
的
に
描
出
し
た
い
。

　
ま
ず
、
着
目
さ
れ
る
の
が
『
御
遺
告
』「
一
、
吾
後
生
弟
子
門
徒
等
以
二
大
安

寺
一
可
レ
為
二
本
寺
一
縁
起
第
八
」
で
あ
る
。
本
条
で
は
、
空
海
が
師
石
渕
贈
僧

正
に
従
っ
て
大
安
寺
を
本
寺
と
し
た
こ
と
、
そ
の
後
、
空
海
は
勅
命
に
よ
り
東

大
寺
に
渡
り
南
院
を
建
立
し
、
そ
の
間
の
弟
子
ら
は
東
大
寺
に
入
住
し
た
が
、

今
後
弟
子
門
徒
ら
は
大
安
寺
を
本
寺
と
し
て
、
本
尊
の
釈
迦
如
来
に
奉
仕
す
べ

き
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
。
か
く
し
て
二
つ
の
南
都
大
寺
の
間
で
本
寺
の
設
定

が
論
点
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、『
御
遺
告
』
の
成
立
当
時
、
東
寺
は
殆
ど
本
寺

と
し
て
機
能
し
て
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
発
想
す
ら
起
き
な
か
っ
た
と
推
知
さ
れ

る
。
こ
れ
は
旧
来
の
実
態
が
堆
積
し
た
叙
述
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
尤
も
、
東

寺
を
本
寺
と
す
る
例
も
少
数
な
が
ら
確
認
さ
れ
る
が）

1（
（

、
そ
れ
を
積
極
的
に
評
価

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
る）

11
（

。
や
は
り
少
な
く
と
も
『
御
遺
告
』
の
成
立
時

点
で
は
確
実
に
、
東
寺
は
殆
ど
本
寺
た
り
得
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
な
ら
ば
、
問
う
べ
き
は
創
建
当
初
に
東
寺
の
本
寺
化
が
構
想
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
に
な
る）

11
（

。
だ
が
、
こ
の
点
は
成
案
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。
但
し
、
留
意
さ
れ
る
の
が
、
堀
氏
が
十
世
紀
後
半
に
下
る
と
し
つ
つ

も
、
定
額
僧
の
本
寺
が
南
都
諸
大
寺
と
な
る
実
例
を
確
認
し
た
点
で
あ
る）

11
（

。
こ

れ
は
言
い
換
え
る
と
、
十
世
紀
後
半
の
時
点
で
弘
仁
十
四
年
格
は
被
適
用
者
の

本
寺
が
東
寺
と
な
る
法
制
と
解
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

れ
が
本
来
の
法
意
な
ら
ば
、
弘
仁
十
四
年
の
時
点
で
東
寺
の
本
寺
化
は
構
想
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
無
論
そ
れ
は
定
か
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
以
上
の
内
容
を
示
す
具
体
例
と
し
て
、
本
稿
で
は
【
表
１
】・【
表
２
】

を
加
え
た
い
。

　
ま
ず
、【
表
１
】
に
つ
い
て
。
本
表
は
十
一
世
紀
中
葉
ま
で
に
定
額
僧
だ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
者
の
内
、
補
任
日
の
判
明
す
る
者
の
み
を
集
成
し
た）

11
（

。
初
出
例

は
本
表
の
№
10
の
法
喜
と
な
る
が
、
定
額
僧
は
官
牒
に
よ
り
補
任
さ
れ
、
そ
こ

に
は
「
伝
燈
大
法
師
位
法
喜
〈
年
五
十
三
、
﨟
廿
六
〉
真
言
宗
、
大
安
寺
」
の

よ
う
に
僧
位
・
僧
名
・
年
﨟
・
本
宗
・
本
寺
が
記
載
さ
れ
る
。
本
表
の
Ⓐ
定
額

僧
の
補
任
時
の
本
寺
の
項
に
は
、
か
か
る
官
牒
（
但
し
全
て
他
史
料
に
引
用
さ

れ
た
も
の
）
に
基
づ
き
、
補
任
時
の
本
寺
が
確
定
で
き
る
例
を
採
録
し
た
。
だ

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
サ
ン
プ
ル
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
官
牒
が
伝
存
せ
ぬ
者
は
、

興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』（
一
部
、彰
考
館
本
『
僧
綱
補
任）

11
（

』）
に
見
え
る
本
寺
（
僧

名
下
に
記
載
さ
れ
る
寺
院
名
）
を
、
Ⓑ
『
僧
綱
補
任
』
に
お
け
る
本
寺
の
項
に

採
録
し
た
。
Ⓐ
項
と
Ⓑ
項
で
採
録
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
同
一
で
は
な
い
点
に
ま

ず
留
意
さ
れ
た
い
。
但
し
、
両
者
が
相
違
す
る
こ
と
は
余
り
な
い
と
見
る
。
ま

た
、
Ⓑ
項
は
、
№
19
深
覚
が
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
の
東
大
寺
別
当
補
任
の
官

牒
で
は
本
寺
が
「
専
寺
」（
東
大
寺
）
と
な
っ
て
い
た
り）

11
（

、『
僧
綱
補
任
』
の
両
本

が
齟
齬
し
た
り
す
る
例
な
ど
が
確
認
さ
れ
（
本
表
の
備
考
参
照
）、
必
ず
し
も
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て
衣
食
を
給
与
さ
れ
、
五
カ
年
の
修
学
を
修
了
す
れ
ば
東
寺
の
要
職
に
任
ぜ
ら

れ
る
と
い
う
選
良
僧
」
と
す
る）

11
（

。
こ
の
説
明
に
は
典
拠
が
付
さ
れ
な
い
が
、
恐

ら
く
は
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
の
後
宇
多
法
皇
に
よ
る
東
寺
へ
の
五
十
口
の

修
学
僧
の
設
置
構
想）

11
（

に
由
来
す
る
解
釈
と
推
測
さ
れ
、
従
え
な
い
。
し
か
し
、

東
寺
の
僧
官
と
見
た
こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
定
額
僧
が
規
模
縮
小
を
遂
げ
た
姿

と
見
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
な
お
、
貞
崇
は
『
東
寺
長
者
次
第
』
で
は
、「
延
長

六
年
六
月
十
七
日
、
補
二
東
寺
入
寺
一
」
と
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
私
見
と
矛
盾

す
る
。
し
か
し
、
本
来
優
先
す
べ
き
は
上
表
の
記
述
で
あ
り
、
直
ち
に
私
見
を

否
定
す
る
も
の
と
は
な
り
難
い）

11
（

。
過
去
を
回
顧
し
た
叙
述
ゆ
え
断
定
的
な
こ
と

が
言
い
難
い
が
、
本
稿
で
は
、
遅
く
と
も
天
慶
六
年
ま
で
に
定
額
僧
の
規
模
が

縮
小
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）

ま
で
に
そ
れ
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
し
た
い）

11
（

。
そ
し
て
、
右
の
記
述

を
見
る
限
り
、「
東
寺
廿
僧
」
は
、
国
制
的
な
位
置
付
け
は
と
も
か
く
、
一
定
の

枠
組
み
と
し
て
通
用
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
更
な
が
ら
、
こ
の
「
廿
僧
」
の
表
記
は
周
知
の
定
額
僧
の
員

数
二
十
一
名
（
三
綱
を
含
め
ば
二
十
四
名
）
と
異
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
定
額

僧
と
は
別
の
存
在
と
見
た
り
、
脱
字
と
見
た
り
す
る
必
然
性
は
な
い
。
と
い
う

の
も
、
東
寺
一
長
者
寛
朝
が
正
暦
五
年
（
九
九
四
）・
翌
長
徳
元
年
に
東
寺
阿

闍
梨
の
創
設）

1（
（

を
奏
請
し
た
際
に
も
、
⑴
「
宗
祖
弘
法
大
師
、
去
延
暦
廿
三
年
、

為
レ
学
二
真
言
法
一
初
以
入
唐
。
帰
朝
之
後
申
二
請
東
寺
一
為
二
真
言
之
場
一
、
以
二

廿
口
僧
一
申
二
補
定
額
一
」・
⑵
「
是
被
レ
定
二
置
件
阿
闍
梨
一
、
定
額
僧
廿
口
之

内
以
二
伝
法
灌
頂
人
一
申
二
補
之
一
」（
以
上
、
正
暦
五
年
時
の
奏
状
）・
⑶
「
厥
後

承
和

　
聖
主
、
先
貴
二
密
法
一
、
追
敬
二
大
師
一
、
依
レ
申
任
レ
請
、
已
以
二
東
寺
一

為
二
真
言
処
一
。
随
即
撰
二
廿
口
僧
一
為
二
定
額
数
一
、
令
下
授
二
密
法
一
、
鎮
修
中

御
願
上
」（
長
徳
元
年
時
の
奏
状）

11
（

）
と
三
度
に
亘
っ
て
「
廿
」
と
表
記
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る）

11
（

。
し
か
し
、
当
然
「
廿
一
」
と
表
記
す
る
史
料
も
あ
り）

11
（

、
寧
ろ
此
方

が
一
般
的
だ
と
解
さ
れ
る
。
実
態
と
し
て
二
十
一
名
で
活
動
し
て
い
た
の
は
ま

ず
間
違
い
な
い）

11
（

。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
両
寛
朝
奏
状
も
、『
御
遺
告
』
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
⑴
・
⑶
で

空
海
が
「
廿
口
」
の
定
額
僧
を
申
請
し
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
更
に
⑶
は

仁
明
天
皇
の
時
に
そ
れ
が
定
ま
っ
た
と
す
る
叙
述
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
か
る

動
き
が
生
じ
難
い
こ
と
は
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
。
と
す
れ
ば
、
十
世
紀
末
の

東
寺
長
者
と
て
、『
御
遺
告
』
な
ど
の
所
伝
を
除
き
、
定
額
僧
の
員
数
の
正
確
な

所
以
を
、
実
は
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か）

11
（

。

　
ま
た
、興
味
深
い
の
が
、こ
れ
ま
で
見
た
員
数
表
記
に
、「
廿
」
と
「
廿
一
」（
三

綱
を
含
め
ば
「
廿
四
」）
の
ブ
レ
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

単
に
概
数
の
問
題
と
し
て
処
理
で
き
る
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
或
い
は
拠
る
べ
き

明
確
な
規
定
、
つ
ま
り
弘
仁
十
四
年
格
の
部
分
的
改
定
法
が
発
布
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
抑
も
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
死
去
直
前

の
空
海
の
行
跡
を
述
作
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
こ
で
、
敢
え
て
憶
測
を
述
べ
れ

ば
、『
御
遺
告
』
の
如
き
言
説
は
、「
寺
大
料
少
」
な
き
ゆ
え
「
廿
僧
」
程
に
留
ま
っ

て
い
た
実
態
に
整
合
性
を
付
け
る
べ
く
生
じ
た
の
で
は
な
い
か）

11
（

。
そ
し
て
、
定

額
僧
二
十
一
名
、
三
綱
三
名
と
い
う
枠
組
み
は
、
そ
う
し
た
言
説
が
国
家
と
の

や
り
と
り
の
中
で
先
例
引
勘
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
法
的
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
に

定
着
し
て
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
動
向
は
、
弘
仁
十
四
年
当
初
の
構
想
を

基
準
と
す
れ
ば
、
定
額
僧
の
規
模
縮
小
と
言
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
東
寺
僧

が
一
挙
に
い
な
く
な
っ
た
訳
で
は
や
は
り
あ
る
ま
い
。
抑
も
弘
仁
十
四
年
の
時
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点
で
東
寺
の
伽
藍
は
造
営
途
中
に
あ
り
、
主
要
堂
舎
の
中
に
は
講
堂
や
塔
な
ど

未
着
工
の
も
の
す
ら
あ
っ
た）

11
（

。
な
ら
ば
【
史
料
７
】
と
は
、
即
座
の
実
現
よ
り

も
、
真
言
宗
の
育
成
・
発
展
を
期
し
た
、
優
れ
て
理
念
先
行
型
の
国
制
だ
っ
た

と
言
え
る）

11
（

。
ゆ
え
に
、
実
態
に
合
わ
せ
て
「
東
寺
廿
僧
」
と
な
っ
て
い
っ
た
と

考
え
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
前
章
の
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

一
斉
補
任
が
生
じ
た
か
ど
う
か
は
不
明
と
い
う
他
な
い
。

第
三
章
　
東
寺
定
額
僧
の
本
寺

　
そ
れ
で
は
、
も
う
一
方
の
本
寺
は
ど
う
か
。
定
額
僧
が
殆
ど
南
都
諸
大
寺
の

出
身
で
あ
っ
た
点
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
が）

11
（

、
本
章
で
は
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
確

認
し
、
具
体
的
に
描
出
し
た
い
。

　
ま
ず
、
着
目
さ
れ
る
の
が
『
御
遺
告
』「
一
、
吾
後
生
弟
子
門
徒
等
以
二
大
安

寺
一
可
レ
為
二
本
寺
一
縁
起
第
八
」
で
あ
る
。
本
条
で
は
、
空
海
が
師
石
渕
贈
僧

正
に
従
っ
て
大
安
寺
を
本
寺
と
し
た
こ
と
、
そ
の
後
、
空
海
は
勅
命
に
よ
り
東

大
寺
に
渡
り
南
院
を
建
立
し
、
そ
の
間
の
弟
子
ら
は
東
大
寺
に
入
住
し
た
が
、

今
後
弟
子
門
徒
ら
は
大
安
寺
を
本
寺
と
し
て
、
本
尊
の
釈
迦
如
来
に
奉
仕
す
べ

き
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る
。
か
く
し
て
二
つ
の
南
都
大
寺
の
間
で
本
寺
の
設
定

が
論
点
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、『
御
遺
告
』
の
成
立
当
時
、
東
寺
は
殆
ど
本
寺

と
し
て
機
能
し
て
お
ら
ず
、
そ
う
し
た
発
想
す
ら
起
き
な
か
っ
た
と
推
知
さ
れ

る
。
こ
れ
は
旧
来
の
実
態
が
堆
積
し
た
叙
述
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
尤
も
、
東

寺
を
本
寺
と
す
る
例
も
少
数
な
が
ら
確
認
さ
れ
る
が）

1（
（

、
そ
れ
を
積
極
的
に
評
価

す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
る）

11
（

。
や
は
り
少
な
く
と
も
『
御
遺
告
』
の
成
立
時

点
で
は
確
実
に
、
東
寺
は
殆
ど
本
寺
た
り
得
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
な
ら
ば
、
問
う
べ
き
は
創
建
当
初
に
東
寺
の
本
寺
化
が
構
想
さ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
に
な
る）

11
（

。
だ
が
、
こ
の
点
は
成
案
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。
但
し
、
留
意
さ
れ
る
の
が
、
堀
氏
が
十
世
紀
後
半
に
下
る
と
し
つ
つ

も
、
定
額
僧
の
本
寺
が
南
都
諸
大
寺
と
な
る
実
例
を
確
認
し
た
点
で
あ
る）

11
（

。
こ

れ
は
言
い
換
え
る
と
、
十
世
紀
後
半
の
時
点
で
弘
仁
十
四
年
格
は
被
適
用
者
の

本
寺
が
東
寺
と
な
る
法
制
と
解
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

れ
が
本
来
の
法
意
な
ら
ば
、
弘
仁
十
四
年
の
時
点
で
東
寺
の
本
寺
化
は
構
想
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
無
論
そ
れ
は
定
か
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
以
上
の
内
容
を
示
す
具
体
例
と
し
て
、
本
稿
で
は
【
表
１
】・【
表
２
】

を
加
え
た
い
。

　
ま
ず
、【
表
１
】
に
つ
い
て
。
本
表
は
十
一
世
紀
中
葉
ま
で
に
定
額
僧
だ
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
者
の
内
、
補
任
日
の
判
明
す
る
者
の
み
を
集
成
し
た）

11
（

。
初
出
例

は
本
表
の
№
10
の
法
喜
と
な
る
が
、
定
額
僧
は
官
牒
に
よ
り
補
任
さ
れ
、
そ
こ

に
は
「
伝
燈
大
法
師
位
法
喜
〈
年
五
十
三
、
﨟
廿
六
〉
真
言
宗
、
大
安
寺
」
の

よ
う
に
僧
位
・
僧
名
・
年
﨟
・
本
宗
・
本
寺
が
記
載
さ
れ
る
。
本
表
の
Ⓐ
定
額

僧
の
補
任
時
の
本
寺
の
項
に
は
、
か
か
る
官
牒
（
但
し
全
て
他
史
料
に
引
用
さ

れ
た
も
の
）
に
基
づ
き
、
補
任
時
の
本
寺
が
確
定
で
き
る
例
を
採
録
し
た
。
だ

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
サ
ン
プ
ル
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
官
牒
が
伝
存
せ
ぬ
者
は
、

興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』（
一
部
、彰
考
館
本
『
僧
綱
補
任）

11
（

』）
に
見
え
る
本
寺
（
僧

名
下
に
記
載
さ
れ
る
寺
院
名
）
を
、
Ⓑ
『
僧
綱
補
任
』
に
お
け
る
本
寺
の
項
に

採
録
し
た
。
Ⓐ
項
と
Ⓑ
項
で
採
録
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
同
一
で
は
な
い
点
に
ま

ず
留
意
さ
れ
た
い
。
但
し
、
両
者
が
相
違
す
る
こ
と
は
余
り
な
い
と
見
る
。
ま

た
、
Ⓑ
項
は
、
№
19
深
覚
が
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
の
東
大
寺
別
当
補
任
の
官

牒
で
は
本
寺
が
「
専
寺
」（
東
大
寺
）
と
な
っ
て
い
た
り）

11
（

、『
僧
綱
補
任
』
の
両
本

が
齟
齬
し
た
り
す
る
例
な
ど
が
確
認
さ
れ
（
本
表
の
備
考
参
照
）、
必
ず
し
も
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【表１】東寺定額僧補任一覧
№ 定額僧補任年月日 西　暦 僧名 Ⓐ定額僧補任

時の本寺
Ⓑ『僧綱補任』
における本寺 『僧綱補任』の記載箇所 定額僧補任の典拠

１ 延喜21年正月21日 921 泰舜 元興寺 天慶３年（940）12月14日・任権律師 東寺長者次第
２ 延長元（２）年12月24日 923（４） 壱定 東大寺 天慶５年（942）閏３月30日・維摩会講師 東寺長者次第
３ 延長５年８月４日 927 貞誉 東大寺 天慶３年（940）12月14日・任権律師 東寺長者次第
４ 延長６年６月17日 928 貞崇 東大寺 承平２年（932）９月13日・任権律師 東寺長者次第
５ 延長８年４月９日 930 寛空 東大寺 天慶８年（945）12月29日・任権律師 東寺長者次第

６ 承平元年５月９日 931 延鑑 元興寺 天暦３年（949）12月26日・任権律師 貞信公記抄・東寺
長者次第

７ 承平元年５月９日 931 延昌 延暦寺 天慶８年（945）12月29日・任権律師 貞信公記抄
８ 承平５年７月 935 円照 元興寺 天延２年（974）５月５日・任権律師 彰考館本僧綱補任
９ 天慶５年閏３月９日 942 救世 興福寺 応和元年（961）12月28日・任権律師 東寺長者次第
10 天暦６年11月29日 952 法喜 大安寺 醍醐寺重具書案
11 天暦９年正月22日 955 定昭 興福寺 応和２年（962）正月11日・維摩会講師 東寺長者次第
12 天暦９年12月19日 955 寛静 東大寺 康保元年（964）７月20日・任権律師 東寺長者次第
13 天暦10年４月26日 956 禅明 元興寺 醍醐寺重具書案
14 天暦10年５月７日 956 安歳 大安寺 醍醐寺重具書案
15 天徳元年12月９日 957 智源 東寺 醍醐寺重具書案
16 天徳２年５月18日 958 千攀 東大寺 安和２年（969）５月28日・任権律師 東寺長者次第
17 天徳３年７月17日 959 禅利 興福寺 醍醐寺重具書案
18 天延３年３月25日 975 雅慶 仁和寺 寛和元年（985）12月22日・任権律師 東寺長者次第
19 天元２年12月７日 979 深覚 東寺 長徳４年（998）10月24日・任権律師 東寺長者次第
20 寛和２年６月19日 986 仁海 東大寺 寛仁２年（1018）８月15日・任権律師 東寺長者次第
21 永祚２年２月25日 990 頼算 東大寺 朝野群載巻16
22 正暦元年３月 990 清寿 東大寺 長徳４年（998）正月23日・任権律師 彰考館本僧綱補任
23 正暦３年11月 992 朝寿 東寺 寛弘８年（1011）４月27日・任権律師 彰考館本僧綱補任
24 正暦４年５月11日 993 平誉 小右記
25 長徳元年２月27日 995 尋清 東寺 長和６年（1017）３月15日・任権律師 彰考館本僧綱補任
26 長徳４年12月９日 998 成典 東寺 寛仁３年（1019）10月20日・任権律師 東寺長者次第
27 長保３年８月15日 1001 盛算 東大寺 寛弘７年（1010）８月21日・任権律師 東寺長者次第
28 長保３年 1001 朝源 東大寺 万寿４年（1027）３月10日・任〔権〕律師 彰考館本僧綱補任
29 長和２年10月15日 1013 延尋 東大寺 治安２年（1022）10月13日・任〔権〕律師 東寺長者次第
30 長和５年 1016 念縁 東大寺 長元７年（1034）11月17日・任権律師 彰考館本僧綱補任
31 長元５年 1032 行禅 東寺 治暦４年（1068）３月９日・任権律師 東寺長者次第
32 永承２年10月 1047 良深 東寺 康平６年（1063）12月29日・任権律師 東寺長者次第
33 永承４年 1049 長信 仁和寺 永承５年（1050）12月30日・任権少僧都 東寺長者次第

　凡　　例
① ［定額僧補任年月日］は、典拠が官牒や典籍の場合は、それらに明記される日付を、古記録の場合は、補任が言及される日

付を採った。また、［定額僧補任の典拠］欄に載せた史料の補任日とは異なる補任日を記す史料がある場合には、下記の［備考］
でその旨を示した（なお、一方が日付まで記録し、もう一方が年次までしか記さない場合は示さない）。

② ［『僧綱補任』の記載箇所］は、『僧綱補任』の興福寺本ないしは彰考館本で本寺が記載される箇所を示した。原則として興福
寺本を採録するが、それに記述がなく彰考館本に拠ったり、或いは両書で記述が異なったりする場合は、下記の［備考］に
示した。また、彰考館本の記述を補った箇所には、〔　〕を用いた。

［備考］
№２：『東寺長者次第』では補任年次を延長２年とする説も傍記される。
№18：彰考館本『僧綱補任』では貞元２年（977）月日定額僧補任とする。また同書は本寺を東大寺・興福寺とする。
№19： 『大日本古文書家わけ第十八東南院文書之一』38、正暦３年（993）７月８日官牒と彰考館本『僧綱補任』は本寺を東大

寺とする。
№22・27・28：本寺は彰考館本『僧綱補任』に拠る。
№23：彰考館本『僧綱補任』は本寺を仁和寺とする。
№25：彰考館本『僧綱補任』は本寺を東大寺とする。
№29：本寺は彰考館本『僧綱補任』に拠る。また同書は長和２年10月９日補任とする。
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全
て
が
正
確
な
情
報
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
な
お
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
貞

崇
も
、
此
方
で
は
『
東
寺
長
者
次
第
』
に
従
い
補
任
日
を
採
っ
た
。
確
実
な
議

論
を
行
う
上
で
重
視
す
る
デ
ー
タ
は
Ⓐ
項
だ
と
断
っ
た
上
で
、
内
容
の
検
討
に

移
る
こ
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
Ⓐ
項
で
は
大
安
寺
二
件
、
元
興
寺
・
東
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
各
一

件
、
Ⓑ
項
で
は
、
備
考
に
示
し
た
問
題
を
ひ
と
ま
ず
度
外
視
し
て
枠
内
を
集
計

し
た
場
合
、
東
大
寺
十
二
件
、
東
寺
六
件
、
元
興
寺
三
件
、
興
福
寺
・
仁
和
寺

各
二
件
、
延
暦
寺
一
件
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
偶
然
残
っ
た
網
羅
性
に
乏

し
い
デ
ー
タ
で
あ
る
点
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ⓐ
項
に
対
し
Ⓑ
項
を

補
助
的
に
用
い
れ
ば
、
十
世
紀
前
半
か
ら
末
頃
に
か
け
て
、
定
額
僧
の
本
寺
は

や
は
り
殆
ど
南
都
諸
大
寺
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
Ⓑ
項
で
は
東
寺

が
二
番
目
に
多
い
が
、
そ
れ
は
凡
そ
十
世
紀
末
頃
以
降
に
顕
著
に
な
る
事
象
で

あ
り
、『
御
遺
告
』
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
と
の
矛
盾
は
な
い
。
な
お
、
重
要
な
論

点
と
し
て
、
永
村
眞
氏
に
よ
り
、
平
安
中
期
以
降
、
東
寺
・
醍
醐
寺
僧
の
本
寺

が
東
大
寺
に
固
定
化
さ
れ
形
式
化
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る）

11
（

。
本
表
か
ら

も
垣
間
見
え
る
定
額
僧
の
変
動
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
天
台
僧
が
補
任
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
点
も
興
味
深
い
が（
№
７）

11
（

）、
此
方
も
判
断
は
留
保
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ⓐ
項
に
も
や
や
注
意
を
要
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
№
21

以
外
の
典
拠
と
な
る
『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
東
大
寺
と

醍
醐
寺
の
間
に
起
き
た
本
末
相
論
の
中
で
醍
醐
寺
の
重
陳
状
に
付
さ
れ
た
具
書

で
あ
り）

11
（

、
そ
れ
に
由
来
す
る
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
相
論

の
研
究
は
、
永
村
氏
に
よ
り
基
礎
が
据
え
ら
れ
、
史
料
研
究
も
進
展
し
て
い

る）
1（
（

。
そ
の
相
論
の
中
に
あ
っ
て
、
№
10
・
13
・
14
・
15
・
17
の
官
牒
は
、
既
に

永
村
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
東
寺
・
醍
醐
寺
僧
の
本
寺
が
一
貫
し
て
「
東
大
寺
」

と
記
載
さ
れ
て
き
た
と
す
る
、
東
大
寺
の
主
張
に
対
す
る
反
証
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
と
な
る）

11
（

。
よ
っ
て
、
Ⓐ
項
に
は
、
東
大
寺
が
恐
ら
く
実
態
よ
り
も
過

少
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
寺
を
本
寺
と
記
す
№
15
だ
が
、
管
見
の
限

り
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
に
も
う
一
つ
ば
か
り
同
様
の
例
が
確
認
さ
れ

る）
11
（

。
よ
っ
て
、
東
寺
を
本
寺
と
す
る
者
が
い
た
こ
と
は
安
易
に
は
否
定
で
き
な

い
。
と
は
い
え
、
本
具
書
案
が
、
真
言
宗
の
「
本
所
」・「
本
寺
」
を
自
ら
と
東

寺
と
に
主
張
す
る
醍
醐
寺
が
、
同
じ
く
そ
れ
を
自
ら
に
主
張
す
る
東
大
寺
を
論

駁
し
よ
う
と
す
る）

11
（

中
で
作
成
さ
れ
た
点
も
、
配
慮
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ

う）
11
（

。
　
さ
て
、
以
上
の
作
業
を
経
て
効
果
を
発
す
る
の
が
、
次
の
【
表
２
】
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
下
（
原
本
第
八
巻
）
に
収
載
さ
れ
る
東
寺
の
年
分
・

臨
時
度
者
に
関
す
る
官
符
群
か
ら
、
度
者
の
師
主
名
を
史
料
の
表
記
の
ま
ま
に

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る）

11
（

。
す
ぐ
に
気
づ
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、糸
口
と
な
る
の
は
、

「
大
安
寺
伝
燈
大
法
師
位
安
歳
」
と
「
興
福
寺
伝
燈
大
法
師
位
禅
利
」
で
あ
る
。

彼
ら
は
先
の
【
表
１
】
に
よ
り
定
額
僧
補
任
歴
が
窺
え
、「
大
安
寺
」・「
興
福
寺
」

は
各
自
の
補
任
時
の
本
寺
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）

11
（

。
表
中
の
時
点
も
変
わ

ら
ず
在
任
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
両
者
は
、
弘
仁
十
四
年
格
の

適
用
を
受
け
な
が
ら
、
僧
籍
の
関
わ
る
場
面
で
は
な
お
本
寺
た
る
南
都
の
僧
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
と
す
れ
ば
、
残
る
十
名
の
〈
某
寺
伝
燈

大
法
師
位
某
〉
も
、
同
様
に
定
額
僧
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
但
し
、

こ
の
内
、「
東
大
寺
伝
燈
大
法
師
位
寛
救
」は
東
寺
の
凡
僧
別
当
で
あ
る）

11
（

。
だ
が
、

定
額
僧
補
任
歴
が
あ
っ
た
り）

（11
（

、
定
額
僧
と
兼
務
し
て
い
た
り
す
る）

（1（
（

可
能
性
が
あ

り
、
抑
も
東
寺
の
寺
官
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
綱
四
名
の
内
、
定
助
の
み
が
東
寺

長
者
（
東
寺
の
僧
綱
別
当）

（10
（

）
で
は
な
い
が）

（10
（

、
彼
は
定
額
僧
だ
と
考
え
ら
れ
る）

（10
（

。



― 30 ―

【表１】東寺定額僧補任一覧
№ 定額僧補任年月日 西　暦 僧名 Ⓐ定額僧補任

時の本寺
Ⓑ『僧綱補任』
における本寺 『僧綱補任』の記載箇所 定額僧補任の典拠

１ 延喜21年正月21日 921 泰舜 元興寺 天慶３年（940）12月14日・任権律師 東寺長者次第
２ 延長元（２）年12月24日 923（４） 壱定 東大寺 天慶５年（942）閏３月30日・維摩会講師 東寺長者次第
３ 延長５年８月４日 927 貞誉 東大寺 天慶３年（940）12月14日・任権律師 東寺長者次第
４ 延長６年６月17日 928 貞崇 東大寺 承平２年（932）９月13日・任権律師 東寺長者次第
５ 延長８年４月９日 930 寛空 東大寺 天慶８年（945）12月29日・任権律師 東寺長者次第

６ 承平元年５月９日 931 延鑑 元興寺 天暦３年（949）12月26日・任権律師 貞信公記抄・東寺
長者次第

７ 承平元年５月９日 931 延昌 延暦寺 天慶８年（945）12月29日・任権律師 貞信公記抄
８ 承平５年７月 935 円照 元興寺 天延２年（974）５月５日・任権律師 彰考館本僧綱補任
９ 天慶５年閏３月９日 942 救世 興福寺 応和元年（961）12月28日・任権律師 東寺長者次第
10 天暦６年11月29日 952 法喜 大安寺 醍醐寺重具書案
11 天暦９年正月22日 955 定昭 興福寺 応和２年（962）正月11日・維摩会講師 東寺長者次第
12 天暦９年12月19日 955 寛静 東大寺 康保元年（964）７月20日・任権律師 東寺長者次第
13 天暦10年４月26日 956 禅明 元興寺 醍醐寺重具書案
14 天暦10年５月７日 956 安歳 大安寺 醍醐寺重具書案
15 天徳元年12月９日 957 智源 東寺 醍醐寺重具書案
16 天徳２年５月18日 958 千攀 東大寺 安和２年（969）５月28日・任権律師 東寺長者次第
17 天徳３年７月17日 959 禅利 興福寺 醍醐寺重具書案
18 天延３年３月25日 975 雅慶 仁和寺 寛和元年（985）12月22日・任権律師 東寺長者次第
19 天元２年12月７日 979 深覚 東寺 長徳４年（998）10月24日・任権律師 東寺長者次第
20 寛和２年６月19日 986 仁海 東大寺 寛仁２年（1018）８月15日・任権律師 東寺長者次第
21 永祚２年２月25日 990 頼算 東大寺 朝野群載巻16
22 正暦元年３月 990 清寿 東大寺 長徳４年（998）正月23日・任権律師 彰考館本僧綱補任
23 正暦３年11月 992 朝寿 東寺 寛弘８年（1011）４月27日・任権律師 彰考館本僧綱補任
24 正暦４年５月11日 993 平誉 小右記
25 長徳元年２月27日 995 尋清 東寺 長和６年（1017）３月15日・任権律師 彰考館本僧綱補任
26 長徳４年12月９日 998 成典 東寺 寛仁３年（1019）10月20日・任権律師 東寺長者次第
27 長保３年８月15日 1001 盛算 東大寺 寛弘７年（1010）８月21日・任権律師 東寺長者次第
28 長保３年 1001 朝源 東大寺 万寿４年（1027）３月10日・任〔権〕律師 彰考館本僧綱補任
29 長和２年10月15日 1013 延尋 東大寺 治安２年（1022）10月13日・任〔権〕律師 東寺長者次第
30 長和５年 1016 念縁 東大寺 長元７年（1034）11月17日・任権律師 彰考館本僧綱補任
31 長元５年 1032 行禅 東寺 治暦４年（1068）３月９日・任権律師 東寺長者次第
32 永承２年10月 1047 良深 東寺 康平６年（1063）12月29日・任権律師 東寺長者次第
33 永承４年 1049 長信 仁和寺 永承５年（1050）12月30日・任権少僧都 東寺長者次第

　凡　　例
① ［定額僧補任年月日］は、典拠が官牒や典籍の場合は、それらに明記される日付を、古記録の場合は、補任が言及される日

付を採った。また、［定額僧補任の典拠］欄に載せた史料の補任日とは異なる補任日を記す史料がある場合には、下記の［備考］
でその旨を示した（なお、一方が日付まで記録し、もう一方が年次までしか記さない場合は示さない）。

② ［『僧綱補任』の記載箇所］は、『僧綱補任』の興福寺本ないしは彰考館本で本寺が記載される箇所を示した。原則として興福
寺本を採録するが、それに記述がなく彰考館本に拠ったり、或いは両書で記述が異なったりする場合は、下記の［備考］に
示した。また、彰考館本の記述を補った箇所には、〔　〕を用いた。

［備考］
№２：『東寺長者次第』では補任年次を延長２年とする説も傍記される。
№18：彰考館本『僧綱補任』では貞元２年（977）月日定額僧補任とする。また同書は本寺を東大寺・興福寺とする。
№19： 『大日本古文書家わけ第十八東南院文書之一』38、正暦３年（993）７月８日官牒と彰考館本『僧綱補任』は本寺を東大

寺とする。
№22・27・28：本寺は彰考館本『僧綱補任』に拠る。
№23：彰考館本『僧綱補任』は本寺を仁和寺とする。
№25：彰考館本『僧綱補任』は本寺を東大寺とする。
№29：本寺は彰考館本『僧綱補任』に拠る。また同書は長和２年10月９日補任とする。
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全
て
が
正
確
な
情
報
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
な
お
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
貞

崇
も
、
此
方
で
は
『
東
寺
長
者
次
第
』
に
従
い
補
任
日
を
採
っ
た
。
確
実
な
議

論
を
行
う
上
で
重
視
す
る
デ
ー
タ
は
Ⓐ
項
だ
と
断
っ
た
上
で
、
内
容
の
検
討
に

移
る
こ
と
し
よ
う
。

　
さ
て
、
Ⓐ
項
で
は
大
安
寺
二
件
、
元
興
寺
・
東
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
各
一

件
、
Ⓑ
項
で
は
、
備
考
に
示
し
た
問
題
を
ひ
と
ま
ず
度
外
視
し
て
枠
内
を
集
計

し
た
場
合
、
東
大
寺
十
二
件
、
東
寺
六
件
、
元
興
寺
三
件
、
興
福
寺
・
仁
和
寺

各
二
件
、
延
暦
寺
一
件
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
偶
然
残
っ
た
網
羅
性
に
乏

し
い
デ
ー
タ
で
あ
る
点
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ⓐ
項
に
対
し
Ⓑ
項
を

補
助
的
に
用
い
れ
ば
、
十
世
紀
前
半
か
ら
末
頃
に
か
け
て
、
定
額
僧
の
本
寺
は

や
は
り
殆
ど
南
都
諸
大
寺
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。
Ⓑ
項
で
は
東
寺

が
二
番
目
に
多
い
が
、
そ
れ
は
凡
そ
十
世
紀
末
頃
以
降
に
顕
著
に
な
る
事
象
で

あ
り
、『
御
遺
告
』
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
と
の
矛
盾
は
な
い
。
な
お
、
重
要
な
論

点
と
し
て
、
永
村
眞
氏
に
よ
り
、
平
安
中
期
以
降
、
東
寺
・
醍
醐
寺
僧
の
本
寺

が
東
大
寺
に
固
定
化
さ
れ
形
式
化
し
て
い
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る）

11
（

。
本
表
か
ら

も
垣
間
見
え
る
定
額
僧
の
変
動
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
天
台
僧
が
補
任
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
点
も
興
味
深
い
が（
№
７）

11
（

）、
此
方
も
判
断
は
留
保
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ⓐ
項
に
も
や
や
注
意
を
要
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
№
21

以
外
の
典
拠
と
な
る
『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
東
大
寺
と

醍
醐
寺
の
間
に
起
き
た
本
末
相
論
の
中
で
醍
醐
寺
の
重
陳
状
に
付
さ
れ
た
具
書

で
あ
り）

11
（

、
そ
れ
に
由
来
す
る
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
相
論

の
研
究
は
、
永
村
氏
に
よ
り
基
礎
が
据
え
ら
れ
、
史
料
研
究
も
進
展
し
て
い

る）
1（
（

。
そ
の
相
論
の
中
に
あ
っ
て
、
№
10
・
13
・
14
・
15
・
17
の
官
牒
は
、
既
に

永
村
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
東
寺
・
醍
醐
寺
僧
の
本
寺
が
一
貫
し
て
「
東
大
寺
」

と
記
載
さ
れ
て
き
た
と
す
る
、
東
大
寺
の
主
張
に
対
す
る
反
証
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
と
な
る）

11
（

。
よ
っ
て
、
Ⓐ
項
に
は
、
東
大
寺
が
恐
ら
く
実
態
よ
り
も
過

少
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
寺
を
本
寺
と
記
す
№
15
だ
が
、
管
見
の
限

り
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
に
も
う
一
つ
ば
か
り
同
様
の
例
が
確
認
さ
れ

る）
11
（

。
よ
っ
て
、
東
寺
を
本
寺
と
す
る
者
が
い
た
こ
と
は
安
易
に
は
否
定
で
き
な

い
。
と
は
い
え
、
本
具
書
案
が
、
真
言
宗
の
「
本
所
」・「
本
寺
」
を
自
ら
と
東

寺
と
に
主
張
す
る
醍
醐
寺
が
、
同
じ
く
そ
れ
を
自
ら
に
主
張
す
る
東
大
寺
を
論

駁
し
よ
う
と
す
る）

11
（

中
で
作
成
さ
れ
た
点
も
、
配
慮
し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ

う）
11
（

。
　
さ
て
、
以
上
の
作
業
を
経
て
効
果
を
発
す
る
の
が
、
次
の
【
表
２
】
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
下
（
原
本
第
八
巻
）
に
収
載
さ
れ
る
東
寺
の
年
分
・

臨
時
度
者
に
関
す
る
官
符
群
か
ら
、
度
者
の
師
主
名
を
史
料
の
表
記
の
ま
ま
に

抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る）

11
（

。
す
ぐ
に
気
づ
か
れ
る
だ
ろ
う
が
、糸
口
と
な
る
の
は
、

「
大
安
寺
伝
燈
大
法
師
位
安
歳
」
と
「
興
福
寺
伝
燈
大
法
師
位
禅
利
」
で
あ
る
。

彼
ら
は
先
の
【
表
１
】
に
よ
り
定
額
僧
補
任
歴
が
窺
え
、「
大
安
寺
」・「
興
福
寺
」

は
各
自
の
補
任
時
の
本
寺
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）

11
（

。
表
中
の
時
点
も
変
わ

ら
ず
在
任
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
両
者
は
、
弘
仁
十
四
年
格
の

適
用
を
受
け
な
が
ら
、
僧
籍
の
関
わ
る
場
面
で
は
な
お
本
寺
た
る
南
都
の
僧
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。
と
す
れ
ば
、
残
る
十
名
の
〈
某
寺
伝
燈

大
法
師
位
某
〉
も
、
同
様
に
定
額
僧
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
但
し
、

こ
の
内
、「
東
大
寺
伝
燈
大
法
師
位
寛
救
」は
東
寺
の
凡
僧
別
当
で
あ
る）

11
（

。
だ
が
、

定
額
僧
補
任
歴
が
あ
っ
た
り）

（11
（

、
定
額
僧
と
兼
務
し
て
い
た
り
す
る）

（1（
（

可
能
性
が
あ

り
、
抑
も
東
寺
の
寺
官
で
あ
る
。
ま
た
、
僧
綱
四
名
の
内
、
定
助
の
み
が
東
寺

長
者
（
東
寺
の
僧
綱
別
当）

（10
（

）
で
は
な
い
が）

（10
（

、
彼
は
定
額
僧
だ
と
考
え
ら
れ
る）

（10
（

。
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ま
た
、
寛
空
・
延
鑑
・
定
照（

昭
）も

、【
表
１
】
の
通
り
定
額
僧
補
任
歴
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
ど
の
身
分
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
弟
子
を
得
度
し
得
て
い
る

の
か
は
断
じ
難
い
が
、
こ
こ
で
は
東
寺
に
付
与
さ
れ
た
度
者
ゆ
え
の
自
然
な
解

釈
と
し
て
、
や
は
り
表
中
の
面
々
は
東
寺
別
当
と
定
額
僧
か
ら
な
る
と
考
え

る）
（10
（

。
本
稿
で
は
こ
の
十
世
紀
中
葉
の
サ
ン
プ
ル
十
二
名
の
中
に
一
名
も「
東
寺
」

を
冠
す
る
者
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
以
上
、【
表
１
】
Ⓐ
項
と
【
表
２
】
に
よ
れ
ば
、
十
世
紀
中
葉
の
時
点
で
弘
仁

十
四
年
格
が
本
寺
変
更
を
含
意
す
る
法
制
と
は
全
く
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
寺

は
殆
ど
本
寺
た
り
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
窺
え
る
。こ
れ
を【
表

１
】
Ⓑ
項
と
併
せ
れ
ば
、
か
か
る
実
態
は
少
な
く
と
も
十
世
紀
前
半
ま
で
遡
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
九
世
紀
の
東
寺
を
推
論
す
る
際
に
も
、
一
定
の
根
拠

と
し
て
活
用
で
き
よ
う
。
本
章
の
結
論
は
全
て
先
学
の
指
摘
に
収
ま
る
も
の
で

あ
る
が
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
取
り
纏
め
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
い
ま
い
ち
ど
本
稿
の
内
容
を
振
り
返
る
。

　
ま
ず
、『
東
宝
記
』
原
本
第
十
三
巻
所
引
の
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
及
び

同
原
本
第
七
巻
所
引
の
最
初
廿
一
口
交
名
が
と
も
に
信
頼
し
難
い
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
た
。
ま
た
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官

符
の
格
た
る
性
質
に
着
目
し
た
上
で
、
弘
仁
十
四
年
か
ら
『
貞
観
格
』
の
撰
進

に
至
る
ま
で
、『
御
遺
告
』
の
説
く
よ
う
な
定
額
僧
の
五
十
名
か
ら
二
十
四
名
へ

の
減
員
は
生
じ
難
い
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
平
安
初
期
の
東
寺
と
南
都
諸

大
寺
の
関
係
を
論
ず
る
際
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
承
和
四
年
に
定
額
僧
二
十

四
名
の
本
寺
を
一
律
に
東
寺
に
設
定
し
た
動
き
は
、
史
実
と
は
見
做
し
難
い
こ

と
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
定
額
僧
の
員
数
は
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
格
が
現
行
法
で
あ
る
限

り
、
制
度
上
、
五
十
名
だ
っ
た
と
見
る
他
な
い
が
、
他
方
、
実
態
と
し
て
は
天

慶
六
年
以
前
に
は
そ
の
規
模
が
縮
小
を
遂
げ
て
お
り
、
更
に
は
そ
れ
が
昌
泰
二

年
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
十
世
紀
末
の
東
寺
長
者

【表２】東寺年分度者の師主
年月日 西暦 師　　主 得度種別 典　拠

天暦８年５月15日 954

少僧都法眼和尚位寛空

年分度者

東宝記僧宝下
（原本第八巻）

権律師法橋上人位定助
大安寺伝燈大法師位延静
東大寺伝燈大法師位禅昇

天暦９年７月17日 955

律師法橋上人位延鑑

年分度者
興福寺伝燈大法師位延禎
東大寺伝燈大法師位寛救
元興寺伝燈大法師位如照

天徳３年８月３日 959

権少僧都法眼和尚位延鑑

年分度者
東大寺伝燈大法師位智泉
東大寺伝燈大法師位明祚
東大寺伝燈大法師位定興

康保２年10月４日 965

東大寺伝燈大法師智泉

臨時度者
大安寺伝燈大法師位安歳
東大寺伝燈大法師位定興
元興寺伝燈大法師位誉好

康保５年６月８日 968

権律師法橋上人位定照

年分度者
大安寺伝燈大法師位安歳
興福寺伝燈大法師位禅利
元興寺伝燈大法師位延礼
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が
定
額
僧
の
減
員
の
正
確
な
所
以
を
把
握
し
て
い
な
い
と
思
し
き
こ
と
、
か
つ

員
数
表
記
に
も
ブ
レ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
憶
測
で

は
あ
る
が
、
今
日
知
ら
れ
る
定
額
僧
の
員
数
は
『
御
遺
告
』
の
如
き
言
説
を
承

け
つ
つ
、
法
的
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
に
定
着
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
、
定
額
僧
の
本
寺
を
検
討
す
べ
く
、『
御
遺
告
』
及
び
十
世
紀
前
半
か

ら
十
一
世
紀
中
葉
ま
で
の
定
額
僧
の
補
任
デ
ー
タ
を
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
十
世
紀
中
葉
の
段
階
で
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
格
は
被
適
用
者
の
本
寺
変

更
を
伴
う
法
制
と
全
く
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
寺
も
や
は
り
殆
ど
本
寺
た
り
得

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
十
世
紀
前
半

ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
は
じ
め
に
で
述
べ
た
通
り
、
平
安
初
期
の
東
寺
・
西
寺
の
在
り
様
を
巡
る
議

論
が
、南
都
諸
大
寺
と
の
関
係
を
注
視
し
つ
つ
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
驥
尾
に
付
し
て
古
代
東
寺
の
実
態
を
捉
え
る
べ
く
、
九
・
十
世
紀
の
東
寺

定
額
僧
の
人
的
規
模
や
本
寺
に
つ
い
て
初
歩
的
な
検
討
を
試
み
た
。
考
察
が
及

ば
な
か
っ
た
点
や
論
証
が
不
十
分
な
点
は
余
り
に
も
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ

で
筆
を
擱
く
。

【
注
】

（
１ 

）
例
え
ば
、
網
野
善
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

八
年
）・
上
川
通
夫
「
平
安
中
後
期
の
東
寺
」（『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉

書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）・
真
木
隆
行
「
中
世
東
寺
長
者
の
成
立

―
真
言
宗
僧
団
の
構
造
転
換
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
七
四
、
二
〇
〇
一
年
）
等
。

（
２ 

）
堀
裕
Ⓐ
「
智
の
政
治
史
的
考
察
―
奈
良
平
安
前
期
の
国
家
・
寺
院
・
学
僧
―
」（『
南

都
仏
教
』
八
〇
、
二
〇
〇
一
年
）・
同
Ⓑ
「
平
安
初
期
の
天
皇
権
威
と
国
忌
」（『
史

林
』
八
七

－

六
、
二
〇
〇
四
年
）・
同
Ⓒ
「
平
安
京
と
寺
々
―
平
安
初
期
の
構
造

と
歴
史
―
」（
西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
編
『
古
代
の
都
３
恒
久
の
都
平
安
京
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）・
同
Ⓓ
「
平
安
京
に
お
け
る
寺
院
・
法
会
の
構
造
」（『
불

교
문
화
연
구
』
一
二
、
二
〇
一
一
年
）・
同
Ⓔ
「
平
安
新
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
」（『
岩

波
講
座
日
本
歴
史 

第
４
巻 

古
代
４
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）・
同
Ⓕ
「
王

宮
か
ら
み
た
仏
教
の
受
容
と
展
開
―
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
を
中
心
に
―
」（
佐
藤
文

子
・
上
島
享
編
『
日
本
宗
教
史
４
宗
教
の
受
容
と
交
流
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二

〇
年
）。
引
用
の
都
合
上
、
Ⓐ
～
Ⓕ
の
記
号
を
付
し
た
。
な
お
、
本
段
落
に
て
述

べ
る
本
寺
体
制
は
Ⓐ
Ⓓ
Ⓔ
、
平
安
初
期
の
東
・
西
寺
に
関
す
る
見
解
は
Ⓐ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

Ⓕ
を
参
照
し
た
。

（
３ 

）
な
お
、
本
寺
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
に
は
、
永
村
眞
「「
真
言
宗
」
と
東
大
寺
―

鎌
倉
後
期
の
本
末
相
論
を
通
し
て
」（『
中
世
醍
醐
寺
の
仏
法
と
院
家
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）・
鈴
木
慎
一
「
八
・
九
世
紀
の
「
本
寺
」
に
つ
い

て
―
僧
尼
名
籍
考
察
の
一
視
点
―
」（『
寺
院
史
研
究
』
三
、
一
九
九
三
年
）・
原
田
和

彦
「
九
世
紀
に
お
け
る
僧
尼
と
寺
院
」（『
栃
木
史
学
』
一
三
、一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
４ 

）
吉
川
真
司
「
日
本
古
代
の
仏
都
と
仏
都
圏
」（
堀
裕
・
三
上
喜
孝
・
吉
田
歓
編
『
東

ア
ジ
ア
の
王
宮
・
王
都
と
仏
教
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）。
吉
川
氏
は
、
か
か

る
仏
教
政
策
上
の
平
安
京
と
旧
都
平
城
京
の
関
係
を
「
王
都
・
仏
都
分
離
策
」
と

表
現
し
、
同
『
天
皇
の
歴
史
２
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八

年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
で
も
こ
の
点
が
明
確
に
論
説
さ
れ
る
。

（
５ 

）
な
お
、
平
安
初
期
の
東
寺
・
西
寺
を
扱
っ
た
比
較
的
新
し
い
研
究
に
は
、
こ
れ

ま
で
挙
げ
て
き
た
他
に
、
天
皇
家
の
仏
事
財
源
た
る
官
家
功
徳
分
封
物
が
東
大
寺

か
ら
東
寺
・
西
寺
へ
移
管
さ
れ
る
過
程
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
両
寺
に
南
都
諸

大
寺
の
諸
機
能
が
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
と
説
く
、
清
田
美
季
「
奈
良
・
平
安
時
代

の
寺
院
政
策
と
天
皇
―
檀
越
と
し
て
の
天
皇
と
官
家
功
徳
分
封
物
―
」（『
南
都
仏

教
』
九
六
、
二
〇
一
一
年
）
も
あ
る
。



― 32 ―

ま
た
、
寛
空
・
延
鑑
・
定
照（

昭
）も

、【
表
１
】
の
通
り
定
額
僧
補
任
歴
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
ど
の
身
分
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
弟
子
を
得
度
し
得
て
い
る

の
か
は
断
じ
難
い
が
、
こ
こ
で
は
東
寺
に
付
与
さ
れ
た
度
者
ゆ
え
の
自
然
な
解

釈
と
し
て
、
や
は
り
表
中
の
面
々
は
東
寺
別
当
と
定
額
僧
か
ら
な
る
と
考
え

る）
（10
（

。
本
稿
で
は
こ
の
十
世
紀
中
葉
の
サ
ン
プ
ル
十
二
名
の
中
に
一
名
も「
東
寺
」

を
冠
す
る
者
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
以
上
、【
表
１
】
Ⓐ
項
と
【
表
２
】
に
よ
れ
ば
、
十
世
紀
中
葉
の
時
点
で
弘
仁

十
四
年
格
が
本
寺
変
更
を
含
意
す
る
法
制
と
は
全
く
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
寺

は
殆
ど
本
寺
た
り
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
窺
え
る
。こ
れ
を【
表

１
】
Ⓑ
項
と
併
せ
れ
ば
、
か
か
る
実
態
は
少
な
く
と
も
十
世
紀
前
半
ま
で
遡
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
九
世
紀
の
東
寺
を
推
論
す
る
際
に
も
、
一
定
の
根
拠

と
し
て
活
用
で
き
よ
う
。
本
章
の
結
論
は
全
て
先
学
の
指
摘
に
収
ま
る
も
の
で

あ
る
が
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
取
り
纏
め
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
い
ま
い
ち
ど
本
稿
の
内
容
を
振
り
返
る
。

　
ま
ず
、『
東
宝
記
』
原
本
第
十
三
巻
所
引
の
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
及
び

同
原
本
第
七
巻
所
引
の
最
初
廿
一
口
交
名
が
と
も
に
信
頼
し
難
い
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
た
。
ま
た
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官

符
の
格
た
る
性
質
に
着
目
し
た
上
で
、
弘
仁
十
四
年
か
ら
『
貞
観
格
』
の
撰
進

に
至
る
ま
で
、『
御
遺
告
』
の
説
く
よ
う
な
定
額
僧
の
五
十
名
か
ら
二
十
四
名
へ

の
減
員
は
生
じ
難
い
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
平
安
初
期
の
東
寺
と
南
都
諸

大
寺
の
関
係
を
論
ず
る
際
に
課
題
と
な
っ
て
い
た
、
承
和
四
年
に
定
額
僧
二
十

四
名
の
本
寺
を
一
律
に
東
寺
に
設
定
し
た
動
き
は
、
史
実
と
は
見
做
し
難
い
こ

と
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
定
額
僧
の
員
数
は
、
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
格
が
現
行
法
で
あ
る
限

り
、
制
度
上
、
五
十
名
だ
っ
た
と
見
る
他
な
い
が
、
他
方
、
実
態
と
し
て
は
天

慶
六
年
以
前
に
は
そ
の
規
模
が
縮
小
を
遂
げ
て
お
り
、
更
に
は
そ
れ
が
昌
泰
二

年
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
十
世
紀
末
の
東
寺
長
者

【表２】東寺年分度者の師主
年月日 西暦 師　　主 得度種別 典　拠

天暦８年５月15日 954

少僧都法眼和尚位寛空

年分度者

東宝記僧宝下
（原本第八巻）

権律師法橋上人位定助
大安寺伝燈大法師位延静
東大寺伝燈大法師位禅昇

天暦９年７月17日 955

律師法橋上人位延鑑

年分度者
興福寺伝燈大法師位延禎
東大寺伝燈大法師位寛救
元興寺伝燈大法師位如照

天徳３年８月３日 959

権少僧都法眼和尚位延鑑

年分度者
東大寺伝燈大法師位智泉
東大寺伝燈大法師位明祚
東大寺伝燈大法師位定興

康保２年10月４日 965

東大寺伝燈大法師智泉

臨時度者
大安寺伝燈大法師位安歳
東大寺伝燈大法師位定興
元興寺伝燈大法師位誉好

康保５年６月８日 968

権律師法橋上人位定照

年分度者
大安寺伝燈大法師位安歳
興福寺伝燈大法師位禅利
元興寺伝燈大法師位延礼
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が
定
額
僧
の
減
員
の
正
確
な
所
以
を
把
握
し
て
い
な
い
と
思
し
き
こ
と
、
か
つ

員
数
表
記
に
も
ブ
レ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
憶
測
で

は
あ
る
が
、
今
日
知
ら
れ
る
定
額
僧
の
員
数
は
『
御
遺
告
』
の
如
き
言
説
を
承

け
つ
つ
、
法
的
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
に
定
着
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
、
定
額
僧
の
本
寺
を
検
討
す
べ
く
、『
御
遺
告
』
及
び
十
世
紀
前
半
か

ら
十
一
世
紀
中
葉
ま
で
の
定
額
僧
の
補
任
デ
ー
タ
を
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
十
世
紀
中
葉
の
段
階
で
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
格
は
被
適
用
者
の
本
寺
変

更
を
伴
う
法
制
と
全
く
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
東
寺
も
や
は
り
殆
ど
本
寺
た
り
得

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
十
世
紀
前
半

ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
は
じ
め
に
で
述
べ
た
通
り
、
平
安
初
期
の
東
寺
・
西
寺
の
在
り
様
を
巡
る
議

論
が
、南
都
諸
大
寺
と
の
関
係
を
注
視
し
つ
つ
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
驥
尾
に
付
し
て
古
代
東
寺
の
実
態
を
捉
え
る
べ
く
、
九
・
十
世
紀
の
東
寺

定
額
僧
の
人
的
規
模
や
本
寺
に
つ
い
て
初
歩
的
な
検
討
を
試
み
た
。
考
察
が
及

ば
な
か
っ
た
点
や
論
証
が
不
十
分
な
点
は
余
り
に
も
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ

で
筆
を
擱
く
。

【
注
】

（
１ 

）
例
え
ば
、
網
野
善
彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

八
年
）・
上
川
通
夫
「
平
安
中
後
期
の
東
寺
」（『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉

書
房
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）・
真
木
隆
行
「
中
世
東
寺
長
者
の
成
立

―
真
言
宗
僧
団
の
構
造
転
換
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
七
四
、
二
〇
〇
一
年
）
等
。

（
２ 

）
堀
裕
Ⓐ
「
智
の
政
治
史
的
考
察
―
奈
良
平
安
前
期
の
国
家
・
寺
院
・
学
僧
―
」（『
南

都
仏
教
』
八
〇
、
二
〇
〇
一
年
）・
同
Ⓑ
「
平
安
初
期
の
天
皇
権
威
と
国
忌
」（『
史

林
』
八
七

－
六
、
二
〇
〇
四
年
）・
同
Ⓒ
「
平
安
京
と
寺
々
―
平
安
初
期
の
構
造

と
歴
史
―
」（
西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
編
『
古
代
の
都
３
恒
久
の
都
平
安
京
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）・
同
Ⓓ
「
平
安
京
に
お
け
る
寺
院
・
法
会
の
構
造
」（『
불

교
문
화
연
구
』
一
二
、
二
〇
一
一
年
）・
同
Ⓔ
「
平
安
新
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
」（『
岩

波
講
座
日
本
歴
史 

第
４
巻 

古
代
４
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）・
同
Ⓕ
「
王

宮
か
ら
み
た
仏
教
の
受
容
と
展
開
―
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
を
中
心
に
―
」（
佐
藤
文

子
・
上
島
享
編
『
日
本
宗
教
史
４
宗
教
の
受
容
と
交
流
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二

〇
年
）。
引
用
の
都
合
上
、
Ⓐ
～
Ⓕ
の
記
号
を
付
し
た
。
な
お
、
本
段
落
に
て
述

べ
る
本
寺
体
制
は
Ⓐ
Ⓓ
Ⓔ
、
平
安
初
期
の
東
・
西
寺
に
関
す
る
見
解
は
Ⓐ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ

Ⓕ
を
参
照
し
た
。

（
３ 

）
な
お
、
本
寺
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
に
は
、
永
村
眞
「「
真
言
宗
」
と
東
大
寺
―

鎌
倉
後
期
の
本
末
相
論
を
通
し
て
」（『
中
世
醍
醐
寺
の
仏
法
と
院
家
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
八
八
年
）・
鈴
木
慎
一
「
八
・
九
世
紀
の
「
本
寺
」
に
つ
い

て
―
僧
尼
名
籍
考
察
の
一
視
点
―
」（『
寺
院
史
研
究
』
三
、
一
九
九
三
年
）・
原
田
和

彦
「
九
世
紀
に
お
け
る
僧
尼
と
寺
院
」（『
栃
木
史
学
』
一
三
、一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
４ 

）
吉
川
真
司
「
日
本
古
代
の
仏
都
と
仏
都
圏
」（
堀
裕
・
三
上
喜
孝
・
吉
田
歓
編
『
東

ア
ジ
ア
の
王
宮
・
王
都
と
仏
教
』
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）。
吉
川
氏
は
、
か
か

る
仏
教
政
策
上
の
平
安
京
と
旧
都
平
城
京
の
関
係
を
「
王
都
・
仏
都
分
離
策
」
と

表
現
し
、
同
『
天
皇
の
歴
史
２
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』（
講
談
社
、
二
〇
一
八

年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
で
も
こ
の
点
が
明
確
に
論
説
さ
れ
る
。

（
５ 

）
な
お
、
平
安
初
期
の
東
寺
・
西
寺
を
扱
っ
た
比
較
的
新
し
い
研
究
に
は
、
こ
れ

ま
で
挙
げ
て
き
た
他
に
、
天
皇
家
の
仏
事
財
源
た
る
官
家
功
徳
分
封
物
が
東
大
寺

か
ら
東
寺
・
西
寺
へ
移
管
さ
れ
る
過
程
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
両
寺
に
南
都
諸

大
寺
の
諸
機
能
が
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
と
説
く
、
清
田
美
季
「
奈
良
・
平
安
時
代

の
寺
院
政
策
と
天
皇
―
檀
越
と
し
て
の
天
皇
と
官
家
功
徳
分
封
物
―
」（『
南
都
仏

教
』
九
六
、
二
〇
一
一
年
）
も
あ
る
。
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（
６ 

）
東
寺
の
法
会
で
定
額
僧
が
果
た
し
た
役
割
は
、
上
川
前
掲
注
（
1
）・
真
木
前
掲

注
（
1
）・
同
「
平
安
時
代
の
東
寺
結
縁
灌
頂
会
―
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
公

請
化
の
歴
史
的
前
提
―
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
五
四
、二
〇
〇
四
年
）
等
参
照
。

（
７ 

）
上
川
前
掲
注
（
1
）、
真
木
前
掲
注
（
1
）・（
6
）、
同
「
永
久
元
年
の
真
言
宗

阿
闍
梨
と
東
寺
定
額
僧
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
と
中
世
の
諸
相
』
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
８ 

）
加
藤
精
神
「
弘
法
大
師
と
伝
教
大
師
と
の
道
交
を
論
ず
（
そ
の
二
）」（『
弘
法
大

師
伝
の
新
研
究
』
一
九
三
六
年
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
、
加
藤
氏
へ
の
言
及

は
こ
れ
に
拠
る
。

（
９ 

）
武
内
孝
善
「
泰
範
の
生
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
承
和
四
年
四
月
五
日
付
僧
綱
牒

の
信
憑
性
―
」（『
弘
法
大
師
空
海
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出

二
〇
〇
二
年
。
但
し
、
一
部
の
初
出
は
一
九
九
九
年
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
、

武
内
氏
へ
の
言
及
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
10 

）
神
道
大
系
編
纂
会
編
、
関
晃
・
熊
谷
公
男
校
注
『
神
道
大
系 

古
典
編
十 

類
聚

三
代
格
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
）。
ま
た
、【
史
料
１
】
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
目
下
参
加
す
る
『
類
聚
三
代
格
』
の
新
た
な
校
訂
本
の
刊
行
に
向
け
た
共

同
研
究
に
お
け
る
堀
裕
氏
の
校
訂
作
業
（
未
公
刊
）
も
参
考
に
し
た
。

（
11 

）
本
稿
を
通
じ
て
『
東
宝
記
』
は
、東
宝
記
刊
行
会
編
『
国
宝
東
宝
記
原
本
影
印
』

（
東
京
美
術
、
一
九
八
二
年
）・
同
『
国
宝
東
宝
記
紙
背
文
書
影
印
』（
同
上
、
一
九

八
六
年
）
参
照
。
ま
た
、
以
下
も
含
め
て
、『
東
宝
記
』
は
、
原
則
と
し
て
、
傍
書
・

補
入
等
は
本
文
に
組
み
込
ん
で
引
用
す
る
が
、
抹
消
部
分
は
引
用
し
な
い
。【
史
料

２
】
に
関
し
て
言
え
ば
、
原
文
で
は
載
宝
と
統
勢
は
、
載
皎
と
恵
峯
の
中
間
下
方

に
書
か
れ
、
そ
こ
か
ら
両
人
の
間
へ
挿
入
線
が
引
か
れ
る
。

（
12
）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
論
文
。

（
13 

）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
。
ま
た
Ⓐ
論
文
で
は
「
承
和
四
年
の
本
寺
の
改
定
が

ど
の
程
度
実
効
力
が
あ
っ
た
か
な
お
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
」
と
す
る
。

（
14 

）
通
史
叙
述
の
中
で
僅
か
に
言
及
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
例
え
ば
、
勅
賜
東
寺

一
千
百
年
紀
念
法
会
臨
時
事
務
局
編
『
東
寺
略
史
』（
勅
賜
東
寺
一
千
百
年
紀
念
法

会
臨
時
事
務
局
、
一
九
二
二
年
）・
赤
松
俊
秀
「
初
期
の
東
寺
」（『
仏
教
芸
術
』
四

七
、
一
九
六
一
年
）・
上
島
有
「
古
代
・
中
世
の
東
寺
―
「
教
王
護
国
寺
」
の
歴

史
的
考
察
―
」（『
東
寺
・
東
寺
文
書
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
初

出
一
九
九
五
年
）
等
。

（
15 

）『
御
遺
告
』（『
遺
告
二
十
五
ヶ
条
』）
は
、
そ
の
最
古
の
写
本
の
奥
書
に
よ
り
安
和

二
年
（
九
六
九
）
ま
で
成
立
年
代
が
遡
り
（
和
多
昭
夫
「
高
野
山
と
丹
生
社
に
つ

い
て
」（『
密
教
文
化
』
七
三
、
一
九
六
五
年
）・
武
内
孝
善
「
東
寺
長
者
攷
―
九
・

十
世
紀
を
中
心
と
し
て
―
」（『
空
海
伝
の
研
究
―
後
半
生
の
軌
跡
と
思
想
―
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
等
）、
か
つ
種
々
の
空
海
の
遺

言
の
類
の
中
で
最
初
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
（
武
内
孝
善
「
御
遺
告
の
成
立
過
程

―
附
・
御
遺
告
項
目
対
照
表
一
・
二
―
」（『
密
教
学
会
報
』
三
五
、
一
九
九
六
年
））。

一
方
、
成
立
の
上
限
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
に
東
寺

一
長
者
に
就
い
た
寛
空
の
周
辺
で
述
作
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
、
苫
米
地
誠

一
「
空
海
撰
述
の
「
祖
典
」
化
を
め
ぐ
っ
て
―
空
海
第
三
地
菩
薩
説
と
『
御
遺
告
』

の
成
立
―
」（
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
２ 

中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・

聖
教
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
に
従
う
。『
御
遺
告
』
は
、
密
教
文
化
研
究
所
弘

法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集 

第
七
巻
』（
高
野
山
大
学
密
教
文

化
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
16 

）『
東
宝
記
』
に
つ
い
て
は
、
山
本
信
吉
「
東
宝
記
概
説
」（
前
掲
注
（
11
）『
国
宝
東

宝
記
原
本
影
印
』）・
新
見
康
子
「
東
寺
の
伽
藍
と
『
東
宝
記
』」（『
東
寺
宝
物
の
成

立
過
程
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
17 

）
傍
書
の
「
其
」
は
挿
入
の
符
号
が
見
え
ず
原
史
料
の
ま
ま
配
置
し
た
。
な
お
、

こ
の
「
私
云
」
の
全
体
は
武
内
氏
の
論
文
で
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
る
。

（
18 
）
武
内
氏
の
史
料
批
判
の
典
拠
を
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
は
割
愛
す
る
。
氏
の
論
文

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19 

）
な
お
、
加
藤
氏
は
泰
範
・
光
定
同
人
説
に
基
づ
き
泰
範
の
年
﨟
が
概
算
だ
と
す

る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
問
題
に
立
ち
入
ら
な
い
。
ま
た
、
加
藤
精
神
「
泰
範
・
光

定
の
同
異
に
就
い
て
辻
博
士
に
答
ふ
」（
辻
善
之
助
『
修
訂 

日
本
文
化
と
仏
教
』
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大
日
本
出
版
、
一
九
四
三
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）
で
も
杲
隣
の
僧
位
や
泰
範
の

年
齢
の
問
題
が
触
れ
ら
れ
る
。

（
20 

）
恵
運
の
方
は
、
拙
稿
「
安
祥
寺
阿
闍
梨
の
歴
史
的
位
置
―
偽
文
書
か
ら
み
た
古

代
安
祥
寺
の
変
貌
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
四
、
二
〇
二
一
年
）
で
、
武
内
氏

が
年
﨟
の
検
討
に
用
い
た
史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
東
寺
要
集
』（『
続
群
書
類
従
』

第
二
十
六
輯
下
）
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
十
月
十
六
日
官
牒
が
偽
文
書
だ
と
論
じ

て
お
り
、
氏
の
考
証
に
は
従
え
な
い
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
恵
運
の
受
具
年
は
、

後
述
の
通
り
、
弘
仁
六
（
八
一
五
）・
七
・
八
年
の
三
説
が
あ
り
、
本
僧
綱
牒
の

記
載
を
直
ち
に
否
定
す
る
の
は
難
し
い
。
な
お
、
氏
の
『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺

恵
運
伝
に
基
づ
く
恵
運
の
生
年
・
受
具
年
の
算
出
に
は
誤
解
が
あ
る
。『
入
唐
五
家

伝
』
に
つ
い
て
は
、「
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』」（
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧

の
研
究
―
附 

校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』
―
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
21 

）
な
お
、
武
内
氏
は
、
吉
田
靖
雄
「
奈
良
時
代
の
得
度
と
受
戒
の
年
齢
に
つ
い
て
」

（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本
紀
の
時
代
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
が
、
九

世
紀
前
半
に
あ
っ
て
受
戒
は
例
外
を
除
き
二
十
歳
以
上
で
あ
り
戒
律
に
適
っ
て
い

た
こ
と
、
得
度
者
に
十
代
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
本
僧
綱
牒
に
安
隆
（
七
歳
受
具
）・
宗
叡
（
十
三
歳
受
具
）・
玄
仁
（
十

九
歳
受
具
）・
智
戒
・
真
秀
・
恵
運
・
真
方
・
載
宝
（
以
上
、
二
十
歳
受
具
）
ら

が
含
ま
れ
る
状
況
を
、「
は
な
は
だ
異
常
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
く
、
作
為
が
感
じ

ら
れ
よ
う
」
と
す
る
。
以
下
、
私
見
を
示
す
。

　
ま
ず
、
十
九
歳
と
二
十
歳
の
受
具
者
に
つ
い
て
。
武
内
氏
は
吉
田
氏
の
所
説
を

踏
ま
え
、十
九
歳
で
受
具
し
た
空
海
の
実
弟
真
雅
の
存
在
を
特
例
と
見
做
し
た
が
、

な
ら
ば
、
同
様
の
特
例
は
他
に
も
有
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
武
内
氏
自

身
が
吉
田
氏
の
所
見
を
承
け
て
二
十
歳
受
戒
者
（
円
珍
・
実
敏
）
の
例
を
認
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
十
九
歳
や
二
十
歳
の
受
具
者
の
存
在
は
よ
り
多

く
の
事
例
を
集
積
し
た
上
で
、
丁
寧
に
処
理
す
べ
き
論
点
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
、
宗
叡
に
つ
い
て
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
武
内
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
本
僧
綱
牒
の
逸
文
と
し
て
『
東
寺
長
者
次
第
』
の
「
第
五
僧
正
宗
叡
」
の
項

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
氏
に
よ
り
高
野
山
宝
寿
院
本
（
和
多
昭
夫
「
寛
信
撰 

東

寺
長
者
次
第
」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
二
、
一
九
九
六
）
の
底
本
）
と
仁
和
寺
本

と
で
宗
叡
の
年
齢
が
異
な
る
点
が
見
出
さ
れ
る
（
和
多
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
寿
院
本

が
鎌
倉
期
、
仁
和
寺
本
が
平
安
末
期
の
写
本
と
い
う
）。
す
な
わ
ち
、
高
野
山
宝

寿
院
本
で
は
年
が
「
年
卅
五
」（
﨟
は
十
二
）
で
、
受
具
は
二
十
三
歳
と
な
る
。
他

方
、
武
内
氏
は
、
仁
和
寺
本
が
「
年
廿
五
」（
﨟
は
十
二
）
に
な
る
と
し
、
同
書
の

引
用
時
に
『
東
宝
記
』
と
同
じ
仁
和
寺
本
の
方
の
文
字
を
採
る
。
筆
者
も
武
内
氏

の
校
合
の
蓋
然
性
は
高
い
と
見
る
が
、
こ
こ
で
は
慎
重
を
期
し
て
判
断
を
留
保
す

る
。
な
お
、
両
本
の
何
れ
の
年
﨟
を
採
っ
て
も
、『
日
本
三
代
実
録
』
の
宗
叡
卒
伝

と
は
矛
盾
が
生
じ
る
。
以
上
の
点
よ
り
、
こ
こ
で
は
受
具
年
齢
が
確
実
に
不
審
な

者
と
し
て
七
歳
受
具
の
安
隆
を
挙
げ
た
。
な
お
、
本
稿
を
通
じ
て
、
原
則
と
し
て
、

夏
﨟
の
算
出
の
際
に
は
、
中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』（
東
京
書
籍
、
一

九
八
一
年
）
の
「
夏
蠟
」
の
項
「
夏
に
安
居
を
し
た
年
の
数
に
よ
っ
て
、
修
行
僧

と
し
て
の
年
数
を
数
え
る
」
の
如
き
通
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
安
居
終
了
を
以
て

﨟
を
加
算
し
、
か
つ
受
戒
年
の
安
居
終
了
以
前
に
受
戒
し
た
（
つ
ま
り
﨟
一
と
な

る
年
に
受
戒
し
た
）
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。
但
し
、
武
内
氏
も
述
べ
る
通
り
、
当

時
の
夏
﨟
の
数
え
方
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
部
分
が
あ
り
、
よ
り
厳
密
に
追
究
す

る
余
地
が
残
る
。

（
22 

）
と
も
に
『
弘
法
大
師
御
伝
』（
長
谷
宝
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻
第
一
巻
』

ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
年
、
初
版
一
九
三
五
年
）。

（
23 

）
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書 

史
伝
２ 

日
本
天
台
僧
伝
類
Ⅰ
』（
春
秋

社
、
一
九
八
八
年
）。

（
24 

）
延
暦
寺
惣
持
院
の
創
建
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
南
妙
覚
「
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ

る
法
華
総
持
院
の
創
建
と
熾
盛
光
法
の
始
修
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
六
三
、

二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
25 

）
な
お
、
東
大
寺
尊
勝
院
に
十
僧
を
置
く
『
東
大
寺
続
要
録
』
諸
院
篇
、
応
和
元

年
（
九
六
一
）
三
月
四
日
官
牒
も
❶
～
❷
の
優
先
順
位
で
あ
る
（
同
じ
﨟
の
者
が

不
在
の
た
め
❸
は
不
明
）。同
書
は
筒
井
寛
秀
監
修
、東
大
寺
続
要
録
研
究
会
編
纂
・
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（
６ 

）
東
寺
の
法
会
で
定
額
僧
が
果
た
し
た
役
割
は
、
上
川
前
掲
注
（
1
）・
真
木
前
掲

注
（
1
）・
同
「
平
安
時
代
の
東
寺
結
縁
灌
頂
会
―
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
公

請
化
の
歴
史
的
前
提
―
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
五
四
、二
〇
〇
四
年
）
等
参
照
。

（
７ 

）
上
川
前
掲
注
（
1
）、
真
木
前
掲
注
（
1
）・（
6
）、
同
「
永
久
元
年
の
真
言
宗

阿
闍
梨
と
東
寺
定
額
僧
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
と
中
世
の
諸
相
』
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
８ 

）
加
藤
精
神
「
弘
法
大
師
と
伝
教
大
師
と
の
道
交
を
論
ず
（
そ
の
二
）」（『
弘
法
大

師
伝
の
新
研
究
』
一
九
三
六
年
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
、
加
藤
氏
へ
の
言
及

は
こ
れ
に
拠
る
。

（
９ 

）
武
内
孝
善
「
泰
範
の
生
年
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
承
和
四
年
四
月
五
日
付
僧
綱
牒

の
信
憑
性
―
」（『
弘
法
大
師
空
海
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出

二
〇
〇
二
年
。
但
し
、
一
部
の
初
出
は
一
九
九
九
年
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
、

武
内
氏
へ
の
言
及
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
10 

）
神
道
大
系
編
纂
会
編
、
関
晃
・
熊
谷
公
男
校
注
『
神
道
大
系 

古
典
編
十 

類
聚

三
代
格
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三
年
）。
ま
た
、【
史
料
１
】
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
目
下
参
加
す
る
『
類
聚
三
代
格
』
の
新
た
な
校
訂
本
の
刊
行
に
向
け
た
共

同
研
究
に
お
け
る
堀
裕
氏
の
校
訂
作
業
（
未
公
刊
）
も
参
考
に
し
た
。

（
11 

）
本
稿
を
通
じ
て
『
東
宝
記
』
は
、東
宝
記
刊
行
会
編
『
国
宝
東
宝
記
原
本
影
印
』

（
東
京
美
術
、
一
九
八
二
年
）・
同
『
国
宝
東
宝
記
紙
背
文
書
影
印
』（
同
上
、
一
九

八
六
年
）
参
照
。
ま
た
、
以
下
も
含
め
て
、『
東
宝
記
』
は
、
原
則
と
し
て
、
傍
書
・

補
入
等
は
本
文
に
組
み
込
ん
で
引
用
す
る
が
、
抹
消
部
分
は
引
用
し
な
い
。【
史
料

２
】
に
関
し
て
言
え
ば
、
原
文
で
は
載
宝
と
統
勢
は
、
載
皎
と
恵
峯
の
中
間
下
方

に
書
か
れ
、
そ
こ
か
ら
両
人
の
間
へ
挿
入
線
が
引
か
れ
る
。

（
12
）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ
論
文
。

（
13 

）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
。
ま
た
Ⓐ
論
文
で
は
「
承
和
四
年
の
本
寺
の
改
定
が

ど
の
程
度
実
効
力
が
あ
っ
た
か
な
お
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
」
と
す
る
。

（
14 

）
通
史
叙
述
の
中
で
僅
か
に
言
及
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
例
え
ば
、
勅
賜
東
寺

一
千
百
年
紀
念
法
会
臨
時
事
務
局
編
『
東
寺
略
史
』（
勅
賜
東
寺
一
千
百
年
紀
念
法

会
臨
時
事
務
局
、
一
九
二
二
年
）・
赤
松
俊
秀
「
初
期
の
東
寺
」（『
仏
教
芸
術
』
四

七
、
一
九
六
一
年
）・
上
島
有
「
古
代
・
中
世
の
東
寺
―
「
教
王
護
国
寺
」
の
歴

史
的
考
察
―
」（『
東
寺
・
東
寺
文
書
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
初

出
一
九
九
五
年
）
等
。

（
15 

）『
御
遺
告
』（『
遺
告
二
十
五
ヶ
条
』）
は
、
そ
の
最
古
の
写
本
の
奥
書
に
よ
り
安
和

二
年
（
九
六
九
）
ま
で
成
立
年
代
が
遡
り
（
和
多
昭
夫
「
高
野
山
と
丹
生
社
に
つ

い
て
」（『
密
教
文
化
』
七
三
、
一
九
六
五
年
）・
武
内
孝
善
「
東
寺
長
者
攷
―
九
・

十
世
紀
を
中
心
と
し
て
―
」（『
空
海
伝
の
研
究
―
後
半
生
の
軌
跡
と
思
想
―
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）
等
）、
か
つ
種
々
の
空
海
の
遺

言
の
類
の
中
で
最
初
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
（
武
内
孝
善
「
御
遺
告
の
成
立
過
程

―
附
・
御
遺
告
項
目
対
照
表
一
・
二
―
」（『
密
教
学
会
報
』
三
五
、
一
九
九
六
年
））。

一
方
、
成
立
の
上
限
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
に
東
寺

一
長
者
に
就
い
た
寛
空
の
周
辺
で
述
作
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
、
苫
米
地
誠

一
「
空
海
撰
述
の
「
祖
典
」
化
を
め
ぐ
っ
て
―
空
海
第
三
地
菩
薩
説
と
『
御
遺
告
』

の
成
立
―
」（
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
２ 

中
世
文
学
と
寺
院
資
料
・

聖
教
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
に
従
う
。『
御
遺
告
』
は
、
密
教
文
化
研
究
所
弘

法
大
師
著
作
研
究
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集 

第
七
巻
』（
高
野
山
大
学
密
教
文

化
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
16 

）『
東
宝
記
』
に
つ
い
て
は
、
山
本
信
吉
「
東
宝
記
概
説
」（
前
掲
注
（
11
）『
国
宝
東

宝
記
原
本
影
印
』）・
新
見
康
子
「
東
寺
の
伽
藍
と
『
東
宝
記
』」（『
東
寺
宝
物
の
成

立
過
程
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
17 

）
傍
書
の
「
其
」
は
挿
入
の
符
号
が
見
え
ず
原
史
料
の
ま
ま
配
置
し
た
。
な
お
、

こ
の
「
私
云
」
の
全
体
は
武
内
氏
の
論
文
で
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
る
。

（
18 

）
武
内
氏
の
史
料
批
判
の
典
拠
を
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
は
割
愛
す
る
。
氏
の
論
文

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19 

）
な
お
、
加
藤
氏
は
泰
範
・
光
定
同
人
説
に
基
づ
き
泰
範
の
年
﨟
が
概
算
だ
と
す

る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
問
題
に
立
ち
入
ら
な
い
。
ま
た
、
加
藤
精
神
「
泰
範
・
光

定
の
同
異
に
就
い
て
辻
博
士
に
答
ふ
」（
辻
善
之
助
『
修
訂 

日
本
文
化
と
仏
教
』
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大
日
本
出
版
、
一
九
四
三
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）
で
も
杲
隣
の
僧
位
や
泰
範
の

年
齢
の
問
題
が
触
れ
ら
れ
る
。

（
20 
）
恵
運
の
方
は
、
拙
稿
「
安
祥
寺
阿
闍
梨
の
歴
史
的
位
置
―
偽
文
書
か
ら
み
た
古

代
安
祥
寺
の
変
貌
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
四
、
二
〇
二
一
年
）
で
、
武
内
氏

が
年
﨟
の
検
討
に
用
い
た
史
料
の
一
つ
で
あ
る
『
東
寺
要
集
』（『
続
群
書
類
従
』

第
二
十
六
輯
下
）
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
十
月
十
六
日
官
牒
が
偽
文
書
だ
と
論
じ

て
お
り
、
氏
の
考
証
に
は
従
え
な
い
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
恵
運
の
受
具
年
は
、

後
述
の
通
り
、
弘
仁
六
（
八
一
五
）・
七
・
八
年
の
三
説
が
あ
り
、
本
僧
綱
牒
の

記
載
を
直
ち
に
否
定
す
る
の
は
難
し
い
。
な
お
、
氏
の
『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺

恵
運
伝
に
基
づ
く
恵
運
の
生
年
・
受
具
年
の
算
出
に
は
誤
解
が
あ
る
。『
入
唐
五
家

伝
』
に
つ
い
て
は
、「
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』」（
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧

の
研
究
―
附 

校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』
―
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
21 

）
な
お
、
武
内
氏
は
、
吉
田
靖
雄
「
奈
良
時
代
の
得
度
と
受
戒
の
年
齢
に
つ
い
て
」

（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本
紀
の
時
代
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
が
、
九

世
紀
前
半
に
あ
っ
て
受
戒
は
例
外
を
除
き
二
十
歳
以
上
で
あ
り
戒
律
に
適
っ
て
い

た
こ
と
、
得
度
者
に
十
代
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
本
僧
綱
牒
に
安
隆
（
七
歳
受
具
）・
宗
叡
（
十
三
歳
受
具
）・
玄
仁
（
十

九
歳
受
具
）・
智
戒
・
真
秀
・
恵
運
・
真
方
・
載
宝
（
以
上
、
二
十
歳
受
具
）
ら

が
含
ま
れ
る
状
況
を
、「
は
な
は
だ
異
常
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
く
、
作
為
が
感
じ

ら
れ
よ
う
」
と
す
る
。
以
下
、
私
見
を
示
す
。

　
ま
ず
、
十
九
歳
と
二
十
歳
の
受
具
者
に
つ
い
て
。
武
内
氏
は
吉
田
氏
の
所
説
を

踏
ま
え
、十
九
歳
で
受
具
し
た
空
海
の
実
弟
真
雅
の
存
在
を
特
例
と
見
做
し
た
が
、

な
ら
ば
、
同
様
の
特
例
は
他
に
も
有
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
武
内
氏
自

身
が
吉
田
氏
の
所
見
を
承
け
て
二
十
歳
受
戒
者
（
円
珍
・
実
敏
）
の
例
を
認
め
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
十
九
歳
や
二
十
歳
の
受
具
者
の
存
在
は
よ
り
多

く
の
事
例
を
集
積
し
た
上
で
、
丁
寧
に
処
理
す
べ
き
論
点
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
、
宗
叡
に
つ
い
て
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
武
内
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
本
僧
綱
牒
の
逸
文
と
し
て
『
東
寺
長
者
次
第
』
の
「
第
五
僧
正
宗
叡
」
の
項

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
氏
に
よ
り
高
野
山
宝
寿
院
本
（
和
多
昭
夫
「
寛
信
撰 

東

寺
長
者
次
第
」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
二
、
一
九
九
六
）
の
底
本
）
と
仁
和
寺
本

と
で
宗
叡
の
年
齢
が
異
な
る
点
が
見
出
さ
れ
る
（
和
多
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
寿
院
本

が
鎌
倉
期
、
仁
和
寺
本
が
平
安
末
期
の
写
本
と
い
う
）。
す
な
わ
ち
、
高
野
山
宝

寿
院
本
で
は
年
が
「
年
卅
五
」（
﨟
は
十
二
）
で
、
受
具
は
二
十
三
歳
と
な
る
。
他

方
、
武
内
氏
は
、
仁
和
寺
本
が
「
年
廿
五
」（
﨟
は
十
二
）
に
な
る
と
し
、
同
書
の

引
用
時
に
『
東
宝
記
』
と
同
じ
仁
和
寺
本
の
方
の
文
字
を
採
る
。
筆
者
も
武
内
氏

の
校
合
の
蓋
然
性
は
高
い
と
見
る
が
、
こ
こ
で
は
慎
重
を
期
し
て
判
断
を
留
保
す

る
。
な
お
、
両
本
の
何
れ
の
年
﨟
を
採
っ
て
も
、『
日
本
三
代
実
録
』
の
宗
叡
卒
伝

と
は
矛
盾
が
生
じ
る
。
以
上
の
点
よ
り
、
こ
こ
で
は
受
具
年
齢
が
確
実
に
不
審
な

者
と
し
て
七
歳
受
具
の
安
隆
を
挙
げ
た
。
な
お
、
本
稿
を
通
じ
て
、
原
則
と
し
て
、

夏
﨟
の
算
出
の
際
に
は
、
中
村
元
『
佛
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』（
東
京
書
籍
、
一

九
八
一
年
）
の
「
夏
蠟
」
の
項
「
夏
に
安
居
を
し
た
年
の
数
に
よ
っ
て
、
修
行
僧

と
し
て
の
年
数
を
数
え
る
」
の
如
き
通
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
安
居
終
了
を
以
て

﨟
を
加
算
し
、
か
つ
受
戒
年
の
安
居
終
了
以
前
に
受
戒
し
た
（
つ
ま
り
﨟
一
と
な

る
年
に
受
戒
し
た
）
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。
但
し
、
武
内
氏
も
述
べ
る
通
り
、
当

時
の
夏
﨟
の
数
え
方
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
部
分
が
あ
り
、
よ
り
厳
密
に
追
究
す

る
余
地
が
残
る
。

（
22 

）
と
も
に
『
弘
法
大
師
御
伝
』（
長
谷
宝
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻
第
一
巻
』

ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
年
、
初
版
一
九
三
五
年
）。

（
23 

）
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書 

史
伝
２ 

日
本
天
台
僧
伝
類
Ⅰ
』（
春
秋

社
、
一
九
八
八
年
）。

（
24 

）
延
暦
寺
惣
持
院
の
創
建
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
南
妙
覚
「
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ

る
法
華
総
持
院
の
創
建
と
熾
盛
光
法
の
始
修
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
六
三
、

二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
25 

）
な
お
、
東
大
寺
尊
勝
院
に
十
僧
を
置
く
『
東
大
寺
続
要
録
』
諸
院
篇
、
応
和
元

年
（
九
六
一
）
三
月
四
日
官
牒
も
❶
～
❷
の
優
先
順
位
で
あ
る
（
同
じ
﨟
の
者
が

不
在
の
た
め
❸
は
不
明
）。同
書
は
筒
井
寛
秀
監
修
、東
大
寺
続
要
録
研
究
会
編
纂
・
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校
訂
『
東
大
寺
続
要
録
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
26 
）「
伝
燈
」
以
外
の
可
能
性
が
あ
り
得
る
の
か
不
明
瞭
だ
が
、
ま
ず
「
伝
燈
」
だ
ろ

う
。
僧
位
に
つ
い
て
は
、
山
田
英
雄
「
古
代
に
お
け
る
僧
位
」（『
日
本
古
代
史
攷
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）
等
参
照
。

（
27 

）
な
お
、
山
田
佳
雅
里
「
泰
範
・
義
真
の
去
就
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
大
学
大
学

院
紀
要
』
三
、一
九
九
九
年
）
も
本
文
で
「
伝
灯
大
法
師
泰
範

　
年
六
十

﨟
卅
六

　
東
大
寺
」

を
引
き
、「
ち
な
み
に
、
泰
範
の
つ
ぎ
に
は
「
大
法
師
位
杲
隣
、
年
七
十
一

﨟
三
十 

東
大
寺
」

と
あ
る
」
と
注
で
述
べ
る
が
、
筆
者
と
同
じ
解
釈
な
の
か
掴
み
か
ね
る
。

（
28 

）
和
多
前
掲
注
（
21
）
参
照
。

（
29 

）
こ
こ
で
は
高
野
山
宝
寿
院
本
を
底
本
と
す
る
和
多
前
掲
注
（
21
）
に
拠
っ
た
。

但
し
、
前
掲
注
（
21
）
の
通
り
、
仁
和
寺
本
と
の
間
で
文
字
の
相
違
が
指
摘
さ
れ

る
。

（
30 

）『
大
師
行
化
記
』
下
（『
弘
法
大
師
伝
全
集 
復
刻 

第
二
巻
』
ピ
タ
カ
、
一
九
七

七
年
、
初
版
一
九
三
四
年
）。
本
史
料
で
は
僧
位
を
有
す
る
八
人
目
ま
で
の
僧
侶

の
内
、
一
人
目
を
除
き
「
伝
燈
」
等
が
な
い
。
な
お
、
武
内
氏
は
本
史
料
に
も
疑

義
を
示
す
が
、
こ
こ
で
検
証
す
る
用
意
は
な
い
。

（
31 

）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
南
院
文
書
之
一
』
九
三
・
九
四
・
九
六
・
九

七
・
一
〇
〇
～
一
〇
三
・
一
〇
八
・
一
〇
九
。

（
32 

）
尤
も
、
本
寺
の
有
無
に
よ
る
区
分
が
当
時
有
り
得
る
の
か
は
ま
た
別
に
考
え
る

べ
き
問
題
で
あ
る
。

（
33 

）
但
し
、
前
掲
注
（
11
）
の
通
り
、
当
該
箇
所
は
『
東
宝
記
』
で
挿
入
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
34 

）『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
、
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
五
月
二
十
三
日
官
符
で
は
元
慶

寺
の
年
分
度
僧
が
「
独
未
レ
有
二
本
寺
一
」
と
見
え
、「
天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生

名
帳
」（『
平
安
遺
文
』
補
二
四
六
号
）
に
は
「
僧
正
思
」
が
「
未
二
入
寺
一
」
と

見
え
る
。
前
者
は
時
代
が
や
や
降
る
御
願
寺
の
例
、
後
者
は
得
度
後
余
り
年
月
を

経
ぬ
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
本
僧
綱
牒
と
は
全
く
状
況
が
異
な
る
が
、
こ
れ
ら

を
反
例
と
せ
ず
と
も
よ
い
か
確
証
を
得
な
い
。
な
お
、
前
者
は
堀
前
掲
注
（
2
）

Ⓐ
論
文
や
鈴
木
前
掲
注
（
3
）、
後
者
は
鈴
木
前
掲
注
（
3
）
の
行
論
の
中
な
ど

で
触
れ
ら
れ
る
。

（
35 

）
山
本
前
掲
注
（
16
）。
な
お
、
武
内
氏
が
『
東
宝
記
』
原
本
第
十
三
巻
と
原
本

第
七
巻
の
構
成
を
詳
し
く
比
較
し
て
い
る
。

（
36 

）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
丙
寅
条
・『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻

第
八
、
為
二
亡
弟
子
智
泉
一
達
嚫
文
（
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集 

第
八
巻
』
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九

六
年
）。

（
37 

）こ
れ
を
神
護
寺
定
額
僧
と
見
做
す
説
の
展
開
は
武
内
氏
の
論
文
で
整
理
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
其
方
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
38 

）『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
十
九
仏
道
六
諸
宗
、
天
長
元
年
九
月
壬
申
条
・『
類
聚
三

代
格
』
巻
二
、
天
長
元
年
九
月
二
十
七
日
官
符
。
な
お
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第
六
巻 

類
聚
国
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
年
）
巻
百
八
十
仏
道
七
諸
寺
、

天
長
元
年
九
月
壬
申
条
は
、
本
文
を
「
解
二
真
言
一
僧
一
七
人
」
と
す
る
が
、
結

論
の
み
を
示
せ
ば
、
同
書
頭
注
の
内
、
丁
本
（「
官
庫
秘
蔵
」
本
）・
伏
本
（
伏
見

宮
本
）・
猪
本
（
猪
熊
信
男
所
蔵
本
）・
巻
百
七
十
九
（『
類
聚
国
史
』）・
逸
史
（
日

本
逸
史
）（
傍
線
は
底
本
た
る
千
石
政
和
校
刊
本
の
校
異
）
が
「
一
」
を
「
二
」
に

作
っ
た
と
す
る
の
を
採
り
、
本
文
は
「
解
二
真
言
一
僧
二
七
人
」
と
す
べ
き
と
考

え
る
。
黒
板
伸
夫
・
森
田
悌
編
『
日
本
後
紀
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
当
該

日
条
も
本
文
に
「
解
二
真
言
一
僧
二
七
人
」
を
採
る
。
な
お
、『
類
聚
国
史
』
の
写

本
に
係
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
廣
瀬
憲
雄
「
尾
張
藩
と
江
戸
幕
府
の
『
類
聚
国

史
』
蒐
集
―
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
類
聚
国
史
』

写
本
の
成
立
―
」（『
愛
大
史
学
』
三
二
、
二
〇
二
三
年
）
が
あ
る
。

（
39 
）
な
お
、
佐
藤
長
門
「
入
唐
僧
円
行
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
注
（
20
）『
遣

唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究
―
附 

校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』
―
』
初
出
一
九
九
四
年
）
も
、

円
明
が
神
護
寺
定
額
僧
二
十
名
の
一
人
だ
っ
た
と
す
る
『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』（
長

谷
宝
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
十
巻
』
ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
年
、
初
版

一
九
三
五
年
）
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
天
長
元
年
九
月
二
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十
七
日
官
符
に
見
え
る
員
数
と
の
相
違
に
触
れ
る
。

（
40 

）
前
掲
注
（
39
）『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
十
巻
』。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、

小
山
田
和
夫
「『
故
僧
正
法
印
大
和
尚
位
真
雅
伝
記
』
と
『
日
本
三
代
実
録
』
真

雅
卒
伝
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
六
三
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
41 

）
同
伝
に
「
十
九
受
二
具
足
戒
一
」
と
あ
り
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
正
月
三
日

の
死
去
時
、「
春
秋
七
十
有
九
」
と
あ
る
。

（
42 

）『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺
恵
運
伝
の
原
史
料
は
国
史
所
に
注
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
（
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の

行
方
」（『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
一
年
）・

同
「「
神
護
寺
五
大
堂
一
切
経
目
録
」
の
性
格
」（『
日
本
史
研
究
』
六
一
二
、
二
〇

一
三
年
）・
栁
田
甫
「『
入
唐
五
家
伝
』
の
編
纂
と
そ
の
意
義
」（
佐
藤
長
門
編
『
古

代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
交
流
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
））。
な
お
、
拙
稿
前
掲
注

（
20
）
で
上
記
の
点
を
述
べ
た
際
、
川
尻
・
栁
田
両
氏
の
論
文
を
引
用
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
両
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

（
43 

）
同
伝
で
は
「
弘
仁
六
年
〈
歳
次
乙
未
〉
生
年
十
八
、
得
度
受
二
具
足
戒
一
」
と

あ
り
、
一
方
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
九
月
二
十
三
日
の
死
去
時
、「
生
年
七
十

二
、夏
臈
五
十
三
」
と
あ
る
。
何
ら
か
の
錯
綜
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

没
時
の
夏
﨟
か
ら
す
る
と
弘
仁
八
年
の
受
戒
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
拙

稿
前
掲
注
（
20
）
で
恵
運
の
夏
﨟
を
検
討
し
た
際
、「
弘
仁
六
年
」
の
記
述
し
か
着

目
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
両
論
併
記
す
る
（
尤
も
、
結
論
的
に
は
弘

仁
六
年
が
妥
当
だ
と
考
え
る
）。
ま
た
、
拙
稿
で
は
、
前
掲
注
（
21
）
で
言
及
し

た
よ
う
な
、
当
時
の
夏
﨟
の
数
え
方
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
点
に
十

分
に
配
慮
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
但
し
、『
東
寺
要
集
』
貞
観
七
年
十
月
十
六

日
官
牒
を
偽
文
書
と
し
た
拙
稿
の
結
論
自
体
に
は
影
響
は
な
い
。

（
44
）
筒
井
英
俊
編
纂
・
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）。

（
45 

）
同
記
録
で
は
、「
七（

弘
仁
）年

四
月
廿
日
、
受
二
大
戒
一
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
史
料
も

拙
稿
前
掲
注
（
20
）
で
恵
運
の
夏
﨟
の
検
討
に
用
い
た
。

（
46 

）
栁
田
前
掲
注
（
42
）
に
よ
れ
ば
、『
入
唐
五
家
伝
』
霊
巌
寺
和
尚
伝
の
本
文
は
、

栄
海
（
一
二
七
八

－

一
三
四
七
）
撰
『
真
言
伝
』
巻
三
、円
行
条
を
原
史
料
と
し
、

一
部
は
更
に
そ
の
原
典
に
当
た
り
成
立
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
い
う
。

（
47 

）
同
伝
に
「
十
七
才
受
二
有
部
具
足
戒
一
」
と
あ
り
、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
三

月
六
日
の
死
去
時
に
「
春
秋
五
十
四
、
夏
臈
三
十
八
」
と
あ
る
。
受
戒
年
は
没
時

の
年
齢
に
基
づ
け
ば
弘
仁
六
年
と
な
る
。
但
し
、
死
去
日
が
夏
安
居
前
で
あ
る
点

を
考
慮
す
れ
ば
、
弘
仁
五
年
の
受
戒
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
48 

）『
類
聚
三
代
格
』
や
日
本
古
代
の
格
に
つ
い
て
は
、
吉
田
孝
「
墾
田
永
年
私
財
法

の
変
質
」（『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九

六
七
年
）・
同
「
類
聚
三
代
格
」（『
続 

律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）・
川
尻
秋
生
『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』（
吉

川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）・
磐
下
徹
「
類
聚
三
代
格
―
律
令
国
家
篇
―
」（
佐
藤
信
・

小
口
雅
史
編
『
古
代
史
料
を
読
む 

上 

律
令
国
家
篇
』
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）・

小
倉
慈
司
編
『
古
代
史
料
学
講
演
会
記
録
集
３ 

熊
谷
公
男 

私
の
古
代
史
研
究
と

史
料
学
』（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
０
Ｈ
０
１
３
１
８
「
格
・
式
研
究
を
踏
ま
え
た
日

本
古
代
社
会
像
の
再
構
築
」・「
延
喜
式
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
汎
用
化
」（
人
間

文
化
研
究
機
構
広
領
域
連
携
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
異
分
野
融
合
に
よ
る

総
合
書
物
学
の
拡
張
的
研
究
」
歴
博
ユ
ニ
ッ
ト
）、
二
〇
二
三
年
）
を
挙
げ
る
に

止
め
る
。
な
お
、
以
下
述
べ
る
『
格
』
の
撰
進
・
施
行
年
や
原
官
符
と
格
の
形
式

的
な
相
違
点
な
ど
の
基
礎
的
な
知
見
は
、
吉
田
上
掲
「
類
聚
三
代
格
」
や
磐
下
上

掲
論
文
等
に
明
ら
か
で
あ
り
、
逐
一
典
拠
は
示
さ
な
い
。

（
49 

）
以
下
、法
典
と
し
て
の
三
代
の
格
を
『
格
』
と
称
し
、そ
れ
に
収
録
さ
れ
る
個
々

の
格
（
単
行
法
令
）
と
区
別
す
る
。『
式
』
も
同
様
の
表
記
を
行
う
。

（
50 

）
吉
田
前
掲
注
（
48
）「
類
聚
三
代
格
」。

（
51 

）
川
尻
秋
生
「
三
代
の
格
の
格
文
改
変
と
そ
の
淵
源
―
書
き
換
え
・
増
補
を
中
心

と
し
て
―
」（
前
掲
注
（
48
）『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』、
初
出
一
九
九
五
年
）・

同
「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」（
同
上
、
初
出
二
〇
〇
一
年
）。

（
52 

）
な
お
、
筆
者
の
博
士
学
位
論
文
『
平
安
期
に
お
け
る
真
言
宗
寺
院
と
僧
侶
集
団

の
研
究
』
第
二
章
「
平
安
前
中
期
東
寺
史
考
―
寺
僧
と
仏
事
を
中
心
に
―
」（
二
〇
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校
訂
『
東
大
寺
続
要
録
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
26 

）「
伝
燈
」
以
外
の
可
能
性
が
あ
り
得
る
の
か
不
明
瞭
だ
が
、
ま
ず
「
伝
燈
」
だ
ろ

う
。
僧
位
に
つ
い
て
は
、
山
田
英
雄
「
古
代
に
お
け
る
僧
位
」（『
日
本
古
代
史
攷
』

岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
初
出
一
九
六
四
年
）
等
参
照
。

（
27 

）
な
お
、
山
田
佳
雅
里
「
泰
範
・
義
真
の
去
就
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
大
学
大
学

院
紀
要
』
三
、一
九
九
九
年
）
も
本
文
で
「
伝
灯
大
法
師
泰
範

　
年
六
十

﨟
卅
六

　
東
大
寺
」

を
引
き
、「
ち
な
み
に
、
泰
範
の
つ
ぎ
に
は
「
大
法
師
位
杲
隣
、
年
七
十
一

﨟
三
十 

東
大
寺
」

と
あ
る
」
と
注
で
述
べ
る
が
、
筆
者
と
同
じ
解
釈
な
の
か
掴
み
か
ね
る
。

（
28 

）
和
多
前
掲
注
（
21
）
参
照
。

（
29 

）
こ
こ
で
は
高
野
山
宝
寿
院
本
を
底
本
と
す
る
和
多
前
掲
注
（
21
）
に
拠
っ
た
。

但
し
、
前
掲
注
（
21
）
の
通
り
、
仁
和
寺
本
と
の
間
で
文
字
の
相
違
が
指
摘
さ
れ

る
。

（
30 

）『
大
師
行
化
記
』
下
（『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
二
巻
』
ピ
タ
カ
、
一
九
七

七
年
、
初
版
一
九
三
四
年
）。
本
史
料
で
は
僧
位
を
有
す
る
八
人
目
ま
で
の
僧
侶

の
内
、
一
人
目
を
除
き
「
伝
燈
」
等
が
な
い
。
な
お
、
武
内
氏
は
本
史
料
に
も
疑

義
を
示
す
が
、
こ
こ
で
検
証
す
る
用
意
は
な
い
。

（
31 

）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
南
院
文
書
之
一
』
九
三
・
九
四
・
九
六
・
九

七
・
一
〇
〇
～
一
〇
三
・
一
〇
八
・
一
〇
九
。

（
32 

）
尤
も
、
本
寺
の
有
無
に
よ
る
区
分
が
当
時
有
り
得
る
の
か
は
ま
た
別
に
考
え
る

べ
き
問
題
で
あ
る
。

（
33 

）
但
し
、
前
掲
注
（
11
）
の
通
り
、
当
該
箇
所
は
『
東
宝
記
』
で
挿
入
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
34 

）『
類
聚
三
代
格
』
巻
三
、
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
五
月
二
十
三
日
官
符
で
は
元
慶

寺
の
年
分
度
僧
が
「
独
未
レ
有
二
本
寺
一
」
と
見
え
、「
天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学
生

名
帳
」（『
平
安
遺
文
』
補
二
四
六
号
）
に
は
「
僧
正
思
」
が
「
未
二
入
寺
一
」
と

見
え
る
。
前
者
は
時
代
が
や
や
降
る
御
願
寺
の
例
、
後
者
は
得
度
後
余
り
年
月
を

経
ぬ
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
本
僧
綱
牒
と
は
全
く
状
況
が
異
な
る
が
、
こ
れ
ら

を
反
例
と
せ
ず
と
も
よ
い
か
確
証
を
得
な
い
。
な
お
、
前
者
は
堀
前
掲
注
（
2
）

Ⓐ
論
文
や
鈴
木
前
掲
注
（
3
）、
後
者
は
鈴
木
前
掲
注
（
3
）
の
行
論
の
中
な
ど

で
触
れ
ら
れ
る
。

（
35 

）
山
本
前
掲
注
（
16
）。
な
お
、
武
内
氏
が
『
東
宝
記
』
原
本
第
十
三
巻
と
原
本

第
七
巻
の
構
成
を
詳
し
く
比
較
し
て
い
る
。

（
36 

）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
丙
寅
条
・『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
抄
』
巻

第
八
、
為
二
亡
弟
子
智
泉
一
達
嚫
文
（
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

編
『
定
本
弘
法
大
師
全
集 

第
八
巻
』
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
九

六
年
）。

（
37 

）こ
れ
を
神
護
寺
定
額
僧
と
見
做
す
説
の
展
開
は
武
内
氏
の
論
文
で
整
理
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
其
方
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
38 

）『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
十
九
仏
道
六
諸
宗
、
天
長
元
年
九
月
壬
申
条
・『
類
聚
三

代
格
』
巻
二
、
天
長
元
年
九
月
二
十
七
日
官
符
。
な
お
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

第
六
巻 

類
聚
国
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
年
）
巻
百
八
十
仏
道
七
諸
寺
、

天
長
元
年
九
月
壬
申
条
は
、
本
文
を
「
解
二
真
言
一
僧
一
七
人
」
と
す
る
が
、
結

論
の
み
を
示
せ
ば
、
同
書
頭
注
の
内
、
丁
本
（「
官
庫
秘
蔵
」
本
）・
伏
本
（
伏
見

宮
本
）・
猪
本
（
猪
熊
信
男
所
蔵
本
）・
巻
百
七
十
九
（『
類
聚
国
史
』）・
逸
史
（
日

本
逸
史
）（
傍
線
は
底
本
た
る
千
石
政
和
校
刊
本
の
校
異
）
が
「
一
」
を
「
二
」
に

作
っ
た
と
す
る
の
を
採
り
、
本
文
は
「
解
二
真
言
一
僧
二
七
人
」
と
す
べ
き
と
考

え
る
。
黒
板
伸
夫
・
森
田
悌
編
『
日
本
後
紀
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
当
該

日
条
も
本
文
に
「
解
二
真
言
一
僧
二
七
人
」
を
採
る
。
な
お
、『
類
聚
国
史
』
の
写

本
に
係
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
廣
瀬
憲
雄
「
尾
張
藩
と
江
戸
幕
府
の
『
類
聚
国

史
』
蒐
集
―
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
類
聚
国
史
』

写
本
の
成
立
―
」（『
愛
大
史
学
』
三
二
、
二
〇
二
三
年
）
が
あ
る
。

（
39 

）
な
お
、
佐
藤
長
門
「
入
唐
僧
円
行
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
注
（
20
）『
遣

唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究
―
附 

校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』
―
』
初
出
一
九
九
四
年
）
も
、

円
明
が
神
護
寺
定
額
僧
二
十
名
の
一
人
だ
っ
た
と
す
る
『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』（
長

谷
宝
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
十
巻
』
ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
年
、
初
版

一
九
三
五
年
）
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
天
長
元
年
九
月
二
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十
七
日
官
符
に
見
え
る
員
数
と
の
相
違
に
触
れ
る
。

（
40 
）
前
掲
注
（
39
）『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
十
巻
』。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、

小
山
田
和
夫
「『
故
僧
正
法
印
大
和
尚
位
真
雅
伝
記
』
と
『
日
本
三
代
実
録
』
真

雅
卒
伝
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
六
三
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
41 

）
同
伝
に
「
十
九
受
二
具
足
戒
一
」
と
あ
り
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
正
月
三
日

の
死
去
時
、「
春
秋
七
十
有
九
」
と
あ
る
。

（
42 

）『
入
唐
五
家
伝
』
安
祥
寺
恵
運
伝
の
原
史
料
は
国
史
所
に
注
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
（
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の

行
方
」（『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
一
年
）・

同
「「
神
護
寺
五
大
堂
一
切
経
目
録
」
の
性
格
」（『
日
本
史
研
究
』
六
一
二
、
二
〇

一
三
年
）・
栁
田
甫
「『
入
唐
五
家
伝
』
の
編
纂
と
そ
の
意
義
」（
佐
藤
長
門
編
『
古

代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
交
流
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
））。
な
お
、
拙
稿
前
掲
注

（
20
）
で
上
記
の
点
を
述
べ
た
際
、
川
尻
・
栁
田
両
氏
の
論
文
を
引
用
で
き
て
い

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
両
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

（
43 

）
同
伝
で
は
「
弘
仁
六
年
〈
歳
次
乙
未
〉
生
年
十
八
、
得
度
受
二
具
足
戒
一
」
と

あ
り
、
一
方
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
九
月
二
十
三
日
の
死
去
時
、「
生
年
七
十

二
、夏
臈
五
十
三
」
と
あ
る
。
何
ら
か
の
錯
綜
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

没
時
の
夏
﨟
か
ら
す
る
と
弘
仁
八
年
の
受
戒
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
拙

稿
前
掲
注
（
20
）
で
恵
運
の
夏
﨟
を
検
討
し
た
際
、「
弘
仁
六
年
」
の
記
述
し
か
着

目
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
は
両
論
併
記
す
る
（
尤
も
、
結
論
的
に
は
弘

仁
六
年
が
妥
当
だ
と
考
え
る
）。
ま
た
、
拙
稿
で
は
、
前
掲
注
（
21
）
で
言
及
し

た
よ
う
な
、
当
時
の
夏
﨟
の
数
え
方
に
は
詳
ら
か
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
点
に
十

分
に
配
慮
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
但
し
、『
東
寺
要
集
』
貞
観
七
年
十
月
十
六

日
官
牒
を
偽
文
書
と
し
た
拙
稿
の
結
論
自
体
に
は
影
響
は
な
い
。

（
44
）
筒
井
英
俊
編
纂
・
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）。

（
45 

）
同
記
録
で
は
、「
七（

弘
仁
）年

四
月
廿
日
、
受
二
大
戒
一
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
史
料
も

拙
稿
前
掲
注
（
20
）
で
恵
運
の
夏
﨟
の
検
討
に
用
い
た
。

（
46 

）
栁
田
前
掲
注
（
42
）
に
よ
れ
ば
、『
入
唐
五
家
伝
』
霊
巌
寺
和
尚
伝
の
本
文
は
、

栄
海
（
一
二
七
八

－
一
三
四
七
）
撰
『
真
言
伝
』
巻
三
、円
行
条
を
原
史
料
と
し
、

一
部
は
更
に
そ
の
原
典
に
当
た
り
成
立
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
と
い
う
。

（
47 

）
同
伝
に
「
十
七
才
受
二
有
部
具
足
戒
一
」
と
あ
り
、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
）
三

月
六
日
の
死
去
時
に
「
春
秋
五
十
四
、
夏
臈
三
十
八
」
と
あ
る
。
受
戒
年
は
没
時

の
年
齢
に
基
づ
け
ば
弘
仁
六
年
と
な
る
。
但
し
、
死
去
日
が
夏
安
居
前
で
あ
る
点

を
考
慮
す
れ
ば
、
弘
仁
五
年
の
受
戒
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
48 

）『
類
聚
三
代
格
』
や
日
本
古
代
の
格
に
つ
い
て
は
、
吉
田
孝
「
墾
田
永
年
私
財
法

の
変
質
」（『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九

六
七
年
）・
同
「
類
聚
三
代
格
」（『
続 

律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）・
川
尻
秋
生
『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』（
吉

川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）・
磐
下
徹
「
類
聚
三
代
格
―
律
令
国
家
篇
―
」（
佐
藤
信
・

小
口
雅
史
編
『
古
代
史
料
を
読
む 

上 

律
令
国
家
篇
』
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）・

小
倉
慈
司
編
『
古
代
史
料
学
講
演
会
記
録
集
３ 

熊
谷
公
男 

私
の
古
代
史
研
究
と

史
料
学
』（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
０
Ｈ
０
１
３
１
８
「
格
・
式
研
究
を
踏
ま
え
た
日

本
古
代
社
会
像
の
再
構
築
」・「
延
喜
式
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
汎
用
化
」（
人
間

文
化
研
究
機
構
広
領
域
連
携
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
異
分
野
融
合
に
よ
る

総
合
書
物
学
の
拡
張
的
研
究
」
歴
博
ユ
ニ
ッ
ト
）、
二
〇
二
三
年
）
を
挙
げ
る
に

止
め
る
。
な
お
、
以
下
述
べ
る
『
格
』
の
撰
進
・
施
行
年
や
原
官
符
と
格
の
形
式

的
な
相
違
点
な
ど
の
基
礎
的
な
知
見
は
、
吉
田
上
掲
「
類
聚
三
代
格
」
や
磐
下
上

掲
論
文
等
に
明
ら
か
で
あ
り
、
逐
一
典
拠
は
示
さ
な
い
。

（
49 

）
以
下
、法
典
と
し
て
の
三
代
の
格
を
『
格
』
と
称
し
、そ
れ
に
収
録
さ
れ
る
個
々

の
格
（
単
行
法
令
）
と
区
別
す
る
。『
式
』
も
同
様
の
表
記
を
行
う
。

（
50 

）
吉
田
前
掲
注
（
48
）「
類
聚
三
代
格
」。

（
51 
）
川
尻
秋
生
「
三
代
の
格
の
格
文
改
変
と
そ
の
淵
源
―
書
き
換
え
・
増
補
を
中
心

と
し
て
―
」（
前
掲
注
（
48
）『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』、
初
出
一
九
九
五
年
）・

同
「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」（
同
上
、
初
出
二
〇
〇
一
年
）。

（
52 

）
な
お
、
筆
者
の
博
士
学
位
論
文
『
平
安
期
に
お
け
る
真
言
宗
寺
院
と
僧
侶
集
団

の
研
究
』
第
二
章
「
平
安
前
中
期
東
寺
史
考
―
寺
僧
と
仏
事
を
中
心
に
―
」（
二
〇
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二
一
年
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
へ
提
出
）
で
は
、
武
内
氏
の
研
究
を
引

き
つ
つ
、
定
額
僧
の
規
模
に
つ
き
、「
確
た
る
典
拠
が
見
出
し
得
な
い
た
め
、
厳
密

な
時
期
は
特
定
し
難
い
が
、
恐
ら
く
は
、
九
世
紀
の
早
い
段
階
で
減
員
が
行
わ
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
上
記
の
議
論
を
意
識
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
本
稿
で
見
解
を
改
め
た
い
。

（
53 

）
な
お
、
管
見
の
限
り
、【
史
料
１
】
と
【
史
料
６
】
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿

に
先
行
し
て
中
原
祥
徳
「『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
に
つ
い
て
―
弘
仁
十
四

年
十
月
十
日
付
太
政
官
符
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
学
会
報
』
二
一
、
二
〇
〇
一
年
）

が
、「『
類
聚
三
代
格
』
所
載
の
官
符
が
改
変
さ
れ
た
に
せ
よ
、「
真
言
宗
僧
五
十
人
」

云
々
の
語
は
、
弘
仁
十
四
年
十
一
（
或
は
十
二
）
月
二
日
付
太
政
官
符
、『
続
日
本

後
紀
』
承
和
二
年
正
月
六
日
条
、等
か
ら
、弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
当
初
か
ら
あ
っ

た
と
見
て
よ
い
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
中
原
氏
の
論
文
は
、『
類
聚
三
代
格
』

や
三
代
の
『
格
』
の
史
料
的
性
格
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
ず
、『
類
聚
三
代
格
』
と
『
続

日
本
後
紀
』
の
内
容
が
部
分
的
に
一
致
す
る
意
味
も
本
稿
の
如
く
に
は
言
及
さ
れ

な
い
。
本
官
符
に
関
わ
る
史
料
を
収
集
す
る
点
で
本
稿
と
作
業
的
に
重
な
る
部
分

が
あ
る
が
、
異
な
る
史
料
操
作
を
行
う
も
の
と
し
て
本
稿
を
起
こ
す
。

（
54 

）
以
下
に
見
る
よ
う
な
原
官
符
の
形
態
を
と
る
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符
は
、

三
代
格
の
会
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
一
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
に
お
け
る
桐
田

貴
史
氏
の
口
頭
発
表
資
料
「
観
智
院
本
『
類
聚
三
代
格
』
の
周
辺
―
中
世
東
寺

に
お
け
る
古
代
法
典
受
容
の
一
側
面
―
」、
及
び
前
掲
注
（
10
）
の
堀
裕
氏
の
校

訂
作
業
に
て
収
集
さ
れ
る
。
行
論
の
都
合
に
よ
り
前
後
し
て
い
る
が
、【
史
料
６
】

を
用
い
た
論
証
も
本
官
符
を
把
握
し
た
こ
と
に
よ
り
着
想
を
得
た
。

（
55 

）
前
掲
注
（
10
）
の
堀
氏
の
校
訂
作
業
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
原
官
符
の
要
素
を
含

む
官
符
は
、
㋑
【
史
料
７
】
の
他
、
㋺
『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）、

㋩
『
高
野
大
師
御
広
伝
』（
密
教
文
化
研
究
所
編
『
弘
法
大
師
全
集
』
増
補
三
版
・

首
巻
、
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）、
㋥
「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部

二
八
な
ど
に
見
え
る
。
こ
の
内
、
⒜
・
⒝
・
⒞
が
全
て
窺
え
る
の
は
㋑
・
㋺
・
㋩

だ
が
、
㋩
は
⒜
が
「
給
二
官
符
治
部
省
一
偁
」
と
し
て
本
文
に
吸
収
さ
れ
る
。

㋥
は
⒝
し
か
見
え
な
い
。
な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
も
㋩
と
【
史
料
１
】
の
相

違
に
言
及
す
る
。

（
56 

）
決
定
的
な
矛
盾
が
検
出
さ
れ
ぬ
限
り
、
本
官
符
の
活
用
は
強
い
て
回
避
せ
ず
と

も
よ
い
と
考
え
る
が
、本
稿
で
は
よ
り
確
実
な
【
史
料
６
】
を
優
先
し
た
。
な
お
、

伴
国
道
の
官
位
は
『
公
卿
補
任
』
弘
仁
十
四
年
条
と
矛
盾
せ
ず
、
美
努
清
庭
も
厳

密
な
照
合
が
叶
わ
ぬ
が
、
実
在
の
人
物
だ
っ
た
点
ま
で
は
確
か
で
あ
る
（
佐
伯
有

清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究 

考
証
篇 

第
四
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
二
〇

七
～
二
一
二
頁
）。

（
57 

）
な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
が
【
史
料
１
】
が
原
官
符
か
ら
改
変
さ
れ
た
可
能

性
（
こ
の
改
変
と
は
『
貞
観
格
』
編
纂
時
の
格
文
の
撰
述
が
意
識
さ
れ
ず
、『
類
聚

三
代
格
』
成
立
ま
で
の
長
期
の
時
間
幅
が
意
識
さ
れ
る
）
を
述
べ
る
が
、
そ
う
し

た
見
方
は
成
り
立
た
な
い
（
但
し
、【
史
料
１
】
と
【
史
料
７
】
の
間
で
僅
か
に
文

字
の
異
同
は
あ
る
）。

（
58 

）
例
え
ば
、
川
尻
前
掲
注
（
51
）「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」
は
、
日
本
古
代
の
格

が
「
編
纂
時
点
で
の
有
効
法
と
い
う
観
点
か
ら
、
格
文
に
削
除
・
増
補
・
書
き
換

え
を
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
歴
史
的
経
緯
も
示
す
と
い
う
相
矛
盾
し

た
使
命
も
持
っ
て
い
た
」
と
す
る
。

（
59 

）
格
の
読
み
替
え
に
つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
「
御
牧
制
の
成
立
―
貞
観
馬
寮
式
御

牧
条
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―
」（『
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）・
同
前
掲
注
（
51
）「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」・

磐
下
前
掲
注
（
48
）
参
照
。

（
60 

）
尤
も
、『
弘
仁
式
』・『
貞
観
式
』
を
併
合
し
、
改
訂
を
施
し
て
成
っ
た
『
延
喜
式
』

に
て
定
額
僧
の
員
数
に
係
る
記
述
は
見
え
な
い
。
す
る
と
、『
貞
観
格
』
の
二
年
後

に
撰
進
・
施
行
さ
れ
た
『
貞
観
式
』
に
よ
る
【
史
料
１
】
の
読
み
替
え
は
生
起
し

難
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
か
か
る
三
代
の
『
式
』
の
相
互
関
係
や
撰
進
・
施
行

年
な
ど
の
基
礎
的
な
知
見
は
、
以
下
も
含
め
て
、
虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
四
年
）
参
照
。

（
61 

）『
類
聚
三
代
格
』
に
は
上
述
の
「
核
心
」
部
分
を
引
用
す
る
格
と
し
て
、
承
和
元
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年
十
二
月
二
十
四
日
官
符
や
同
二
年
正
月
二
十
三
日
官
符
（
何
れ
も
巻
二
）
が
見

ら
れ
る
。
後
者
は
「
弘
仁
十
四
年
十
一
月
十
日
符
」
と
す
る
が
、
誤
り
と
見
る
。

な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
も
こ
れ
ら
を
収
集
す
る
。

（
62 

）
な
お
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
以
外
に
も
、【
史
料
２
】
の
実
否
を
考
え
る
方
法

は
あ
る
と
見
て
い
る
。
例
え
ば
、『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
一
、
東

寺
俗
別
当
初
例
、
承
和
五
年
九
月
日
沙
門
名

（
マ
マ
）款

状
も
上
述
の
「
核
心
」
部
分
の

内
容
を
引
用
す
る
。
本
款
状
の
真
偽
は
検
討
を
要
し
よ
う
が
、
仮
に
本
僧
綱
牒
の

翌
年
の
本
款
状
が
真
正
の
文
書
な
ら
ば
、
本
僧
綱
牒
の
実
在
性
は
当
然
揺
ら
ぐ
。

（
63 

）
尤
も
、『
御
遺
告
』
の
本
条
の
史
実
性
を
否
定
す
る
こ
と
自
体
は
本
稿
が
初
め
て

で
は
な
く
、
守
山
聖
真
「
弟
子
伝
」（『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
伝
』
国

書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
、
初
出
一
九
三
一
年
）
は
、「
大
師
在
世
の
時
に
五
十
口

を
二
十
四
口
に
奏
定
し
た
の
で
は
な
」
く
、
本
条
は
「
承
和
四
年
の
廿
四
口
の
定

額
が
決
定
し
て
か
ら
出
来
た
も
の
ゝ
や
う
に
も
思
は
れ
る
」
と
す
る
。

（
64 

）
な
お
、
真
木
隆
行
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
東
寺
最
頂
の
論
理
―
『
東
宝
記
』
成

立
の
原
風
景
―
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』
東
京
堂

出
版
、
一
九
九
九
年
）
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
後
宇
多
法
皇
の
帰
依
や
延
暦
寺
・

東
大
寺
と
の
確
執
を
背
景
に
確
立
し
た
東
寺
の
強
烈
な
自
尊
意
識
（「
東
寺
最
頂

の
論
理
」）
が
『
東
宝
記
』
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
と
指
摘
し
、
貫
井
裕
恵
「『
東

宝
記
』
編
纂
の
契
機
と
そ
の
テ
ク
ス
ト
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
巡
礼
記
研
究
』
六
、

二
〇
〇
九
年
）
も
、
東
大
寺
と
醍
醐
寺
の
本
末
相
論
が
契
機
と
な
り
、
東
寺
の
真

言
宗
本
所
意
識
が
強
調
さ
れ
る
『
東
宝
記
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
る
。

か
か
る
『
東
宝
記
』
の
歴
史
叙
述
に
適
合
的
な
も
の
と
し
て
、
本
僧
綱
牒
は
『
東

宝
記
』
に
取
り
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
述
作
事
情
自
体
は
や
は
り
未
詳

で
あ
る
。
な
お
、『
東
宝
記
』
を
一
つ
の
歴
史
叙
述
と
し
て
見
る
視
点
は
、
上
記
の

他
、
真
木
前
掲
注
（
1
）
に
示
唆
を
得
た
。

（
65 

）
何
れ
も
長
谷
前
掲
注
（
30
）『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
二
巻
』
所
収
。

（
66 

）
更
に
言
え
ば
、
前
掲
注
（
60
）
の
通
り
『
延
喜
式
』
に
も
定
額
僧
の
員
数
は
見

え
な
い
。『
延
喜
式
』
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
撰
進
さ
れ
、
更
に
修
訂
の
上
、

康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
る
。

（
67 

）
佐
伯
有
清
『
聖
宝
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
二
四
八
頁
。
な
お
、
貞
崇

に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
井
上
友
莉
子
「
貞
崇
と
空
海
の
虚
空
蔵
求
聞
持

法
修
学
説
話
」（『
人
間
文
化
研
究
』
三
三
、
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
が
、【
史
料
８
】

の
「
東
寺
廿
僧
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
佐
伯
氏
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。

（
68 

）
上
島
有
編
『
東
寺
文
書
聚
英 

図
版
篇
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
）
一
号

文
書
「
後
宇
多
法
皇
宸
筆
東
寺
興
隆
条
々
事
書
幷
添
状
案
」
及
び
同
編
『
東
寺
文

書
聚
英

　
解
説
篇
』（
同
上
）
二
七
頁
。
同
文
書
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第

十
三
巻
）
一
、後
宇
多
院
御
立
願
〈
付
被
レ
仰
二
関
東
一
勅
書
案
〉
に
も
収
録
さ
れ
る
。

（
69 

）
な
お
、
私
見
の
場
合
、『
東
寺
長
者
次
第
』
が
日
付
を
誤
認
す
る
、
貞
崇
が
都
に

戻
っ
て
か
ら
の
再
任
日
を
記
録
す
る
な
ど
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
真
相
は

未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
70 

）
な
お
、
武
内
氏
は
「『
御
遺
告
』
の
記
述
か
ら
、
す
で
に
十
世
紀
中
ご
ろ
に
は
、

東
寺
に
お
か
れ
た
五
十
口
の
供
僧
を
二
十
四
口
に
改
め
た
と
す
る
説
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
す
る
。
本
稿
は
減
員
の
実
態
を
追
跡
す
る
点
で
違
い

が
あ
る
。

（
71 

）
東
寺
阿
闍
梨
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
多
い
が
、こ
こ
で
は
上
川
前
掲
注
（
1
）・

拙
稿
「
平
安
期
真
言
宗
と
伝
法
阿
闍
梨
」（『
日
本
史
研
究
』
六
八
四
、二
〇
一
九
年
）

を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

（
72 

）『
東
寺
要
集
』
正
暦
五
年
八
月
十
四
日
東
寺
一
長
者
寛
朝
奏
状
・
長
徳
元
年
六
月

日
東
寺
一
長
者
寛
朝
奏
状
。
両
奏
状
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
下
（
原
本
第
八
巻
）
に

も
収
録
さ
れ
、
此
方
も
「
廿
」
と
記
さ
れ
る
。

（
73 

）
な
お
、
藤
原
道
長
の
正
日
法
会
を
記
録
す
る
『
左
経
記
』
長
元
元
年
（
一
〇
二

八
）
十
二
月
四
日
条
に
も
、「
両
界
供
養
作
法
〈
胎
蔵
心
誉
。
讃
廿
人
。
自
宗
人
〉。

各
宗
僧
綱
讃
衆
之
外
、
候
レ
座
交
レ
声
。
但
権
律
師
延
尋
依
レ
為
二
東
寺
廿
僧
一
在
二

讃
衆
中
一
」
と
あ
る
。
こ
の
延
尋
は
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
時
に
定
額
僧
だ
っ

た
こ
と
が
判
る
（
武
内
孝
善
「
石
山
寺
蔵
『
禅
林
寺
内
供
宮
灌
頂
日
記 

諸
師
灌

頂
太
政
官
牒
文
』」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
三
一
、
一
九
九
六
年
）
所
載
の
万
寿
二
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二
一
年
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
へ
提
出
）
で
は
、
武
内
氏
の
研
究
を
引

き
つ
つ
、
定
額
僧
の
規
模
に
つ
き
、「
確
た
る
典
拠
が
見
出
し
得
な
い
た
め
、
厳
密

な
時
期
は
特
定
し
難
い
が
、
恐
ら
く
は
、
九
世
紀
の
早
い
段
階
で
減
員
が
行
わ
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
上
記
の
議
論
を
意
識
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
本
稿
で
見
解
を
改
め
た
い
。

（
53 

）
な
お
、
管
見
の
限
り
、【
史
料
１
】
と
【
史
料
６
】
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿

に
先
行
し
て
中
原
祥
徳
「『
真
言
宗
所
学
経
律
論
目
録
』
に
つ
い
て
―
弘
仁
十
四

年
十
月
十
日
付
太
政
官
符
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
学
会
報
』
二
一
、
二
〇
〇
一
年
）

が
、「『
類
聚
三
代
格
』
所
載
の
官
符
が
改
変
さ
れ
た
に
せ
よ
、「
真
言
宗
僧
五
十
人
」

云
々
の
語
は
、
弘
仁
十
四
年
十
一
（
或
は
十
二
）
月
二
日
付
太
政
官
符
、『
続
日
本

後
紀
』
承
和
二
年
正
月
六
日
条
、等
か
ら
、弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
当
初
か
ら
あ
っ

た
と
見
て
よ
い
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
中
原
氏
の
論
文
は
、『
類
聚
三
代
格
』

や
三
代
の
『
格
』
の
史
料
的
性
格
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
ず
、『
類
聚
三
代
格
』
と
『
続

日
本
後
紀
』
の
内
容
が
部
分
的
に
一
致
す
る
意
味
も
本
稿
の
如
く
に
は
言
及
さ
れ

な
い
。
本
官
符
に
関
わ
る
史
料
を
収
集
す
る
点
で
本
稿
と
作
業
的
に
重
な
る
部
分

が
あ
る
が
、
異
な
る
史
料
操
作
を
行
う
も
の
と
し
て
本
稿
を
起
こ
す
。

（
54 

）
以
下
に
見
る
よ
う
な
原
官
符
の
形
態
を
と
る
弘
仁
十
四
年
十
月
十
日
官
符
は
、

三
代
格
の
会
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
一
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
に
お
け
る
桐
田

貴
史
氏
の
口
頭
発
表
資
料
「
観
智
院
本
『
類
聚
三
代
格
』
の
周
辺
―
中
世
東
寺

に
お
け
る
古
代
法
典
受
容
の
一
側
面
―
」、
及
び
前
掲
注
（
10
）
の
堀
裕
氏
の
校

訂
作
業
に
て
収
集
さ
れ
る
。
行
論
の
都
合
に
よ
り
前
後
し
て
い
る
が
、【
史
料
６
】

を
用
い
た
論
証
も
本
官
符
を
把
握
し
た
こ
と
に
よ
り
着
想
を
得
た
。

（
55 

）
前
掲
注
（
10
）
の
堀
氏
の
校
訂
作
業
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
原
官
符
の
要
素
を
含

む
官
符
は
、
㋑
【
史
料
７
】
の
他
、
㋺
『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）、

㋩
『
高
野
大
師
御
広
伝
』（
密
教
文
化
研
究
所
編
『
弘
法
大
師
全
集
』
増
補
三
版
・

首
巻
、
密
教
文
化
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）、
㋥
「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部

二
八
な
ど
に
見
え
る
。
こ
の
内
、
⒜
・
⒝
・
⒞
が
全
て
窺
え
る
の
は
㋑
・
㋺
・
㋩

だ
が
、
㋩
は
⒜
が
「
給
二
官
符
治
部
省
一
偁
」
と
し
て
本
文
に
吸
収
さ
れ
る
。

㋥
は
⒝
し
か
見
え
な
い
。
な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
も
㋩
と
【
史
料
１
】
の
相

違
に
言
及
す
る
。

（
56 

）
決
定
的
な
矛
盾
が
検
出
さ
れ
ぬ
限
り
、
本
官
符
の
活
用
は
強
い
て
回
避
せ
ず
と

も
よ
い
と
考
え
る
が
、本
稿
で
は
よ
り
確
実
な
【
史
料
６
】
を
優
先
し
た
。
な
お
、

伴
国
道
の
官
位
は
『
公
卿
補
任
』
弘
仁
十
四
年
条
と
矛
盾
せ
ず
、
美
努
清
庭
も
厳

密
な
照
合
が
叶
わ
ぬ
が
、
実
在
の
人
物
だ
っ
た
点
ま
で
は
確
か
で
あ
る
（
佐
伯
有

清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究 

考
証
篇 

第
四
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
二
〇

七
～
二
一
二
頁
）。

（
57 

）
な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
が
【
史
料
１
】
が
原
官
符
か
ら
改
変
さ
れ
た
可
能

性
（
こ
の
改
変
と
は
『
貞
観
格
』
編
纂
時
の
格
文
の
撰
述
が
意
識
さ
れ
ず
、『
類
聚

三
代
格
』
成
立
ま
で
の
長
期
の
時
間
幅
が
意
識
さ
れ
る
）
を
述
べ
る
が
、
そ
う
し

た
見
方
は
成
り
立
た
な
い
（
但
し
、【
史
料
１
】
と
【
史
料
７
】
の
間
で
僅
か
に
文

字
の
異
同
は
あ
る
）。

（
58 

）
例
え
ば
、
川
尻
前
掲
注
（
51
）「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」
は
、
日
本
古
代
の
格

が
「
編
纂
時
点
で
の
有
効
法
と
い
う
観
点
か
ら
、
格
文
に
削
除
・
増
補
・
書
き
換

え
を
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
歴
史
的
経
緯
も
示
す
と
い
う
相
矛
盾
し

た
使
命
も
持
っ
て
い
た
」
と
す
る
。

（
59 

）
格
の
読
み
替
え
に
つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
「
御
牧
制
の
成
立
―
貞
観
馬
寮
式
御

牧
条
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―
」（『
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
三
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）・
同
前
掲
注
（
51
）「『
弘
仁
格
抄
』
の
特
質
」・

磐
下
前
掲
注
（
48
）
参
照
。

（
60 

）
尤
も
、『
弘
仁
式
』・『
貞
観
式
』
を
併
合
し
、
改
訂
を
施
し
て
成
っ
た
『
延
喜
式
』

に
て
定
額
僧
の
員
数
に
係
る
記
述
は
見
え
な
い
。
す
る
と
、『
貞
観
格
』
の
二
年
後

に
撰
進
・
施
行
さ
れ
た
『
貞
観
式
』
に
よ
る
【
史
料
１
】
の
読
み
替
え
は
生
起
し

難
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
か
か
る
三
代
の
『
式
』
の
相
互
関
係
や
撰
進
・
施
行

年
な
ど
の
基
礎
的
な
知
見
は
、
以
下
も
含
め
て
、
虎
尾
俊
哉
『
延
喜
式
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
四
年
）
参
照
。

（
61 

）『
類
聚
三
代
格
』
に
は
上
述
の
「
核
心
」
部
分
を
引
用
す
る
格
と
し
て
、
承
和
元
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年
十
二
月
二
十
四
日
官
符
や
同
二
年
正
月
二
十
三
日
官
符
（
何
れ
も
巻
二
）
が
見

ら
れ
る
。
後
者
は
「
弘
仁
十
四
年
十
一
月
十
日
符
」
と
す
る
が
、
誤
り
と
見
る
。

な
お
、
中
原
前
掲
注
（
53
）
も
こ
れ
ら
を
収
集
す
る
。

（
62 

）
な
お
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
以
外
に
も
、【
史
料
２
】
の
実
否
を
考
え
る
方
法

は
あ
る
と
見
て
い
る
。
例
え
ば
、『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
一
、
東

寺
俗
別
当
初
例
、
承
和
五
年
九
月
日
沙
門
名

（
マ
マ
）款

状
も
上
述
の
「
核
心
」
部
分
の

内
容
を
引
用
す
る
。
本
款
状
の
真
偽
は
検
討
を
要
し
よ
う
が
、
仮
に
本
僧
綱
牒
の

翌
年
の
本
款
状
が
真
正
の
文
書
な
ら
ば
、
本
僧
綱
牒
の
実
在
性
は
当
然
揺
ら
ぐ
。

（
63 

）
尤
も
、『
御
遺
告
』
の
本
条
の
史
実
性
を
否
定
す
る
こ
と
自
体
は
本
稿
が
初
め
て

で
は
な
く
、
守
山
聖
真
「
弟
子
伝
」（『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
伝
』
国

書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
、
初
出
一
九
三
一
年
）
は
、「
大
師
在
世
の
時
に
五
十
口

を
二
十
四
口
に
奏
定
し
た
の
で
は
な
」
く
、
本
条
は
「
承
和
四
年
の
廿
四
口
の
定

額
が
決
定
し
て
か
ら
出
来
た
も
の
ゝ
や
う
に
も
思
は
れ
る
」
と
す
る
。

（
64 

）
な
お
、
真
木
隆
行
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
東
寺
最
頂
の
論
理
―
『
東
宝
記
』
成

立
の
原
風
景
―
」（
東
寺
文
書
研
究
会
編
『
東
寺
文
書
に
み
る
中
世
社
会
』
東
京
堂

出
版
、
一
九
九
九
年
）
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
後
宇
多
法
皇
の
帰
依
や
延
暦
寺
・

東
大
寺
と
の
確
執
を
背
景
に
確
立
し
た
東
寺
の
強
烈
な
自
尊
意
識
（「
東
寺
最
頂

の
論
理
」）
が
『
東
宝
記
』
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
と
指
摘
し
、
貫
井
裕
恵
「『
東

宝
記
』
編
纂
の
契
機
と
そ
の
テ
ク
ス
ト
生
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
巡
礼
記
研
究
』
六
、

二
〇
〇
九
年
）
も
、
東
大
寺
と
醍
醐
寺
の
本
末
相
論
が
契
機
と
な
り
、
東
寺
の
真

言
宗
本
所
意
識
が
強
調
さ
れ
る
『
東
宝
記
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
る
。

か
か
る
『
東
宝
記
』
の
歴
史
叙
述
に
適
合
的
な
も
の
と
し
て
、
本
僧
綱
牒
は
『
東

宝
記
』
に
取
り
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
述
作
事
情
自
体
は
や
は
り
未
詳

で
あ
る
。
な
お
、『
東
宝
記
』
を
一
つ
の
歴
史
叙
述
と
し
て
見
る
視
点
は
、
上
記
の

他
、
真
木
前
掲
注
（
1
）
に
示
唆
を
得
た
。

（
65 

）
何
れ
も
長
谷
前
掲
注
（
30
）『
弘
法
大
師
伝
全
集 

復
刻 

第
二
巻
』
所
収
。

（
66 

）
更
に
言
え
ば
、
前
掲
注
（
60
）
の
通
り
『
延
喜
式
』
に
も
定
額
僧
の
員
数
は
見

え
な
い
。『
延
喜
式
』
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
撰
進
さ
れ
、
更
に
修
訂
の
上
、

康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
る
。

（
67 

）
佐
伯
有
清
『
聖
宝
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
二
四
八
頁
。
な
お
、
貞
崇

に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
井
上
友
莉
子
「
貞
崇
と
空
海
の
虚
空
蔵
求
聞
持

法
修
学
説
話
」（『
人
間
文
化
研
究
』
三
三
、
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
が
、【
史
料
８
】

の
「
東
寺
廿
僧
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
佐
伯
氏
の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。

（
68 

）
上
島
有
編
『
東
寺
文
書
聚
英 

図
版
篇
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
年
）
一
号

文
書
「
後
宇
多
法
皇
宸
筆
東
寺
興
隆
条
々
事
書
幷
添
状
案
」
及
び
同
編
『
東
寺
文

書
聚
英

　
解
説
篇
』（
同
上
）
二
七
頁
。
同
文
書
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
上
（
原
本
第

十
三
巻
）
一
、後
宇
多
院
御
立
願
〈
付
被
レ
仰
二
関
東
一
勅
書
案
〉
に
も
収
録
さ
れ
る
。

（
69 

）
な
お
、
私
見
の
場
合
、『
東
寺
長
者
次
第
』
が
日
付
を
誤
認
す
る
、
貞
崇
が
都
に

戻
っ
て
か
ら
の
再
任
日
を
記
録
す
る
な
ど
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
が
、
真
相
は

未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
70 

）
な
お
、
武
内
氏
は
「『
御
遺
告
』
の
記
述
か
ら
、
す
で
に
十
世
紀
中
ご
ろ
に
は
、

東
寺
に
お
か
れ
た
五
十
口
の
供
僧
を
二
十
四
口
に
改
め
た
と
す
る
説
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
す
る
。
本
稿
は
減
員
の
実
態
を
追
跡
す
る
点
で
違
い

が
あ
る
。

（
71 

）
東
寺
阿
闍
梨
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
多
い
が
、こ
こ
で
は
上
川
前
掲
注
（
1
）・

拙
稿
「
平
安
期
真
言
宗
と
伝
法
阿
闍
梨
」（『
日
本
史
研
究
』
六
八
四
、二
〇
一
九
年
）

を
挙
げ
る
に
止
め
る
。

（
72 

）『
東
寺
要
集
』
正
暦
五
年
八
月
十
四
日
東
寺
一
長
者
寛
朝
奏
状
・
長
徳
元
年
六
月

日
東
寺
一
長
者
寛
朝
奏
状
。
両
奏
状
は
『
東
宝
記
』
僧
宝
下
（
原
本
第
八
巻
）
に

も
収
録
さ
れ
、
此
方
も
「
廿
」
と
記
さ
れ
る
。

（
73 

）
な
お
、
藤
原
道
長
の
正
日
法
会
を
記
録
す
る
『
左
経
記
』
長
元
元
年
（
一
〇
二

八
）
十
二
月
四
日
条
に
も
、「
両
界
供
養
作
法
〈
胎
蔵
心
誉
。
讃
廿
人
。
自
宗
人
〉。

各
宗
僧
綱
讃
衆
之
外
、
候
レ
座
交
レ
声
。
但
権
律
師
延
尋
依
レ
為
二
東
寺
廿
僧
一
在
二

讃
衆
中
一
」
と
あ
る
。
こ
の
延
尋
は
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
時
に
定
額
僧
だ
っ

た
こ
と
が
判
る
（
武
内
孝
善
「
石
山
寺
蔵
『
禅
林
寺
内
供
宮
灌
頂
日
記 

諸
師
灌

頂
太
政
官
牒
文
』」（『
高
野
山
大
学
論
叢
』
三
一
、
一
九
九
六
年
）
所
載
の
万
寿
二
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年
八
月
五
日
付
の
灌
頂
日
記
参
照
）。
す
る
と
、
右
の
「
東
寺
廿
僧
」
も
定
額
僧

を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
74 
）『
東
寺
要
集
』
定
額
僧
伝
燈
大
法
師
位
某
解
状
（「
請
レ
被
下
殊
賜
二
　
鴻
慈
一
奏
二

聞
　
公
家
一
廿
一
口
定
額
僧
永
申
中
聴
伝
法
阿
闍
梨
位
上
状
」）。
本
史
料
は
東
寺
阿

闍
梨
が
八
名
か
ら
十
六
名
へ
増
員
さ
れ
た
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
以
前
に
年
代

比
定
さ
れ
る
（
拙
稿
前
掲
注
（
71
）
一
〇
頁
の
表
の
注
）。

（
75 

）
東
寺
の
年
中
行
事
書
で
あ
る
「
東
寺
年
中
雑
事
」（『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第

十
九
醍
醐
寺
文
書
之
五
』
九
七
二
）
や
「
東
寺
年
中
行
事
記
」（
真
木
隆
行
「
平
安

時
代
の
東
寺
年
中
行
事
記
―
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
「
東
寺
年
中
行
事
記
」
翻

刻
―
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
五
五
、
二
〇
〇
五
年
））
で
も
定
額
僧
の
人
数
は

「
廿
一
」
と
見
え
る
。
こ
の
真
木
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
祖
本
は
寛
弘
八

年
（
一
〇
一
一
）
十
二
月
二
十
七
日
以
降
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
十
二
月
十

三
日
以
前
、
後
者
の
祖
本
は
寛
徳
二
年
十
二
月
十
三
日
以
降
、
承
保
二
年
（
一
〇

七
五
）
六
月
十
八
日
以
前
に
成
立
年
代
が
比
定
さ
れ
る
。

（
76 

）
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
武
内
氏
は
、
定
額
僧
の
減
員
に
言
及
す
る
『
東
宝

記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
十
一
月
十
九
日
官
牒

所
引
の
寛
助
の
奏
状
が
、
本
僧
綱
牒
を
知
ら
ず
、『
御
遺
告
』
に
基
づ
き
書
か
れ
た

と
推
察
す
る
。

（
77 

）
な
お
、
員
数
設
定
に
あ
た
っ
て
は
承
和
三
年
に
東
大
寺
真
言
院
に
二
十
一
僧
が

設
置
さ
れ
た
例
（『
続
日
本
後
紀
』
同
年
五
月
丁
未
条
・『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、

同
年
五
月
九
日
官
符
）
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
78 

）
初
期
の
東
寺
に
つ
い
て
は
、
赤
松
前
掲
注
（
14
）
等
参
照
。

（
79 

）
弘
仁
十
四
年
の
法
制
が
す
ぐ
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
赤
松
前
掲
注
（
14
）・

堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓓ
論
文
等
参
照
。

（
80 

）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
Ⓕ
論
文
。
ま
た
、
堀
氏
以
外
に
も
、
例
え
ば
苫
米
地
誠
一

「
平
安
期
興
福
寺
に
お
け
る
真
言
宗
」（『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究 

第
二
部 

平
安

期
の
真
言
教
学
と
密
教
浄
土
教
』
ノ
ン
ブ
ル
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）

の
よ
う
に
、
他
寺
の
僧
が
東
寺
僧
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
研
究
は
あ
る
。

（
81 

）
こ
の
点
は
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
も
注
で
指
摘
す
る
。
但
し
、
そ
こ
で
東
寺

供
僧
就
任
前
に
東
寺
を
本
寺
と
し
た
例
と
さ
れ
る
、
真
紹
へ
の
阿
闍
梨
位
授
与
を

許
可
し
た
「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外
四
・
二
、
承
和
十
年
十
二
月
九
日
官
牒
は
、

『
東
寺
要
集
』
第
一
及
び
『
東
宝
記
』
法
宝
上
（
原
本
第
四
巻
）
東
寺
伝
法
灌
頂

始
所
収
の
同
一
官
牒
で
は
、
真
紹
の
本
寺
が
「
東
大
寺
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

両
書
に
は
官
牒
の
元
を
為
す
同
年
十
一
月
二
十
七
日
東
寺
款
状
（
こ
の
内
、
前
者

は
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
論
文
の
注
で
挙
げ
ら
れ
る
）
も
収
め
ら
れ
る
が
、
何
れ
も

真
紹
の
本
寺
は
「
東
大
寺
」
と
記
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外

四
・
二
に
は
脱
字
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
氏
が
も
う
一
つ
例

と
し
て
挙
げ
る
、「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部
三
二
（
＝
天
徳
元
年
（
九
五
七
）

十
二
月
九
日
官
牒
）
が
東
寺
を
本
寺
と
記
す
文
書
の
初
出
例
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。
な
お
、
こ
の
「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部
三
二
は
後
掲
注
（
90
）
の
『
醍

醐
寺
重
具
書
案
』
と
同
じ
内
容
と
見
え
る
が
、
そ
の
史
料
的
性
格
は
後
述
す
る
。

（
82 

）
前
掲
注
（
81
）
の
他
、編
纂
史
料
で
も
東
寺
を
本
寺
と
記
す
例
を
検
出
で
き
る
。

例
え
ば
、
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』（『
大
日
本
仏
教
全
書 

興
福
寺
叢
書
一
』）
を

参
照
す
る
と
、十
世
紀
ま
で
に
僧
綱
に
就
い
た
者
で
東
寺
を
本
寺
と
記
す
者
に
は
、

空
海
・
真
雅
・
峯
斅
・
禅
念
・
会
理
・
深
覚
が
見
え
る
。
こ
の
内
、
深
覚
は
東
大

寺
を
本
寺
と
す
る
後
掲
注
（
87
）
の
官
牒
が
存
在
す
る
。
そ
れ
以
外
は
文
書
と
の

照
合
が
で
き
ず
、東
寺
を
本
寺
と
し
た
可
能
性
は
強
い
て
否
定
で
き
な
い
（
但
し
、

空
海
に
つ
い
て
は
、『
御
遺
告
』
で
は
上
述
の
如
く
大
安
寺
を
本
寺
と
し
た
と
説
か

れ
、
他
方
、
中
世
に
は
東
大
寺
に
よ
り
自
ら
が
そ
の
本
寺
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
か

か
る
空
海
の
本
寺
を
巡
る
言
説
は
、
永
村
前
掲
注
（
3
）
参
照
。）。
ま
た
、
当
然

他
の
史
料
を
参
照
す
れ
ば
更
に
事
例
が
加
わ
る
。
と
は
い
え
、
東
寺
を
本
寺
と
す

る
例
が
非
常
に
少
な
い
点
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
上
記
と
全
て
重
な
る
訳

で
は
な
い
が
、第
２
回
宮
と
都
の
東
ア
ジ
ア
比
較
宗
教
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
日
本
・

宋
・
高
麗
・
契
丹
―
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
七
日
、
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
吉
川
真

司
氏
の
口
頭
発
表
資
料
「
日
本
古
代
の
「
仏
都
圏
」
と
そ
の
変
容
」
が
僧
綱
の
本

寺
な
ど
の
情
報
を
表
に
採
録
し
て
お
り
、
参
考
に
し
た
。
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（
83 

）
な
お
、
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
を
踏
ま
え
る
が
、
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
論

文
は
、
東
寺
・
西
寺
が
当
初
「
本
寺
足
り
う
る
寺
院
」
と
し
て
企
図
さ
れ
た
可
能

性
に
も
触
れ
る
。
そ
の
上
で
、
結
果
的
に
ほ
ぼ
そ
う
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
。

（
84 

）
こ
の
点
は
、
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
が
承
和
四
年
以
後
の
本
寺
変
更
の
実
施

の
問
題
に
寄
せ
て
注
で
述
べ
る
。
そ
こ
で
は
例
証
と
し
て
『
東
寺
要
集
』
第
一
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（
85 

）
な
お
、
本
表
は
、
前
掲
注
（
52
）
の
筆
者
の
学
位
論
文
第
二
章
や
そ
の
内
容
に

関
わ
る
筆
者
の
口
頭
発
表
で
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
定
額
僧
の
補
任
状
況
を
纏
め

た
も
の
を
土
台
と
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
本
稿
に
関
わ
る
時
期
や
項
目
を
抽
出
す
る

と
と
も
に
、
増
補
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
作
表
時
に
は
吉
川
前
掲
注

（
82
）
の
発
表
資
料
の
表
も
参
考
に
し
た
。

（
86 

）
本
稿
で
は
、
内
閣
文
庫
本
（
請
求
番
号
一
九
二

－

〇
三
六
五
）
を
参
照
し
た
。

（
87 

）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
南
院
文
書
之
一
』
三
八
、
正
暦
三
年
七
月
八

日
官
牒
。

（
88 

）
永
村
前
掲
注
（
3
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
永
村
氏
へ
の
言
及
は
本
論
文
に

拠
る
。

（
89 

）『
貞
信
公
記
抄
』
承
平
元
年
（
九
三
一
）
五
月
九
日
条
に
「
又
定
二
遍
空
・
玄
昭

之
替
一
。
可
レ
入
二
延
鑑
・
延
昌
於
東
寺
一
。
但
玄
昭
代
可
レ
令
二
寺
家
定
申
一
。」
と

あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
玄
昭
・
延
昌
は
同
名
の
天
台
僧
が
確
認
さ
れ
る
（
興
福
寺

本
『
僧
綱
補
任
』）。

（
90 

）
永
村
前
掲
注
（
3
）・
稲
葉
伸
道
「『
東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書
集
二
―
』

解
題
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論

史
料
―
古
文
書
集
二
―
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
こ
の
『
真
福
寺
善
本
叢

刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書
集
二
―
』
で
は
、
本
相
論
に
係
る

文
書
が
相
論
の
展
開
に
沿
っ
て
復
原
・
配
列
さ
れ
、
翻
刻
が
為
さ
れ
る
。
本
稿
で

引
用
す
る
『
醍
醐
寺
初
度
陳
状
案
』・『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』・『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』

は
本
書
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
名
も
本
書
が
付
し
た
も
の
に
従
っ
て

い
る
。

（
91 

）
前
掲
注
（
90
）『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書

集
二
―
』・
貫
井
裕
恵
「「
東
寺
百
合
文
書
」
に
み
え
る
東
大
寺
醍
醐
寺
本
末
相
論

関
係
史
料
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
五
年
）・
同
「
東
大
寺

本
末
相
論
関
係
資
料
の
紹
介
―
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
喜
田
文
庫
の
う
ち
―
」

（『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
三
七
、
二
〇
一
六
年
）。

（
92 

）『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』「
有
職
解
文
中
雖
レ
注
二
東
大
寺
号
一
非
二
本
寺
一
上
者
、
永

可
レ
被
レ
棄
二
損
濫
訴
一
事
」
の
条
。
か
か
る
引
用
意
図
は
『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』

で
も
こ
れ
ら
の
官
牒
群
の
直
前
に
示
さ
れ
る
。

（
93 

）
永
村
氏
は
、
東
寺
を
本
寺
と
す
る
の
は
「
不
確
実
な
一
例
の
み
」
と
し
て
い
た

が
、「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外
四
・
二
、
承
暦
二
年
十
月
十
七
日
官
牒
も
加
わ
る
。

と
は
い
え
、
や
は
り
非
常
に
稀
な
例
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

（
94 

）
両
寺
が
か
か
る
主
張
を
行
っ
た
点
は
、
永
村
前
掲
注
（
3
）・
牧
野
淳
司
「
中

世
東
大
寺
縁
起
の
諸
相
―
寺
院
間
の
相
論
あ
る
い
は
唱
導
と
『
平
家
物
語
』
―
」

（『
文
学
』
四

－

六
、二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
例
え
ば
、『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』
で
は
、

「
一
、
真
言
宗
以
二
東
寺
・
醍
醐
寺
一
為
二
本
寺
一
、
以
二
東
大
寺
一
不
レ
為
二
本
寺
一
事
」

や
「
一
、
東
寺
為
二
真
言
本
寺
一
由
、
東
大
寺
承
伏
事
」
と
い
っ
た
条
が
立
て
ら

れ
る
。

（
95 

）
な
お
、『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』
に
は
定
額
僧
の
他
、
神
護
寺
宝
塔
院
七
禅
師
を
補

任
し
た
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
四
月
五
日
・
同
年
十
一
月
七
日
・
同
十
七
年
七

月
十
五
日
・
同
十
八
年
十
月
十
七
日
・
同
十
九
年
十
月
十
三
日
付
の
官
牒
五
通
が

収
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
本
寺
の
内
訳
は
、
興
福
寺
二
、
大
安
寺
一
、
東
大
寺
一
、

薬
師
寺
一
と
な
る
。
神
護
寺
の
官
牒
に
東
大
寺
が
一
例
含
ま
れ
る
の
は
、
醍
醐
寺

が
僧
名
下
の
寺
号
表
記
を
「
或
注
二
得
□〔

度

□之

□戒

□場
〕一

、
□〔

或

□注
二
□当

□時

□居
〕

所
一
、
依
レ
□〔

事
〕

不
レ
定
也
」（『
醍
醐
寺
初
度
陳
状
案
』）
と
主
張
し
て
い
た
（
永
村
前
掲
注
（
3
））

た
め
、
決
し
て
無
視
で
き
ぬ
東
大
寺
を
、
多
様
な
寺
号
表
記
の
一
つ
と
し
て
扱
え

た
、
な
い
し
は
扱
お
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

（
96 

）
な
お
、
本
表
の
情
報
は
筆
者
が
初
め
て
纏
め
た
訳
で
は
な
く
、
尾
上
寛
仲
「
年
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年
八
月
五
日
付
の
灌
頂
日
記
参
照
）。
す
る
と
、
右
の
「
東
寺
廿
僧
」
も
定
額
僧

を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
74 

）『
東
寺
要
集
』
定
額
僧
伝
燈
大
法
師
位
某
解
状
（「
請
レ
被
下
殊
賜
二
　
鴻
慈
一
奏
二

聞
　
公
家
一
廿
一
口
定
額
僧
永
申
中
聴
伝
法
阿
闍
梨
位
上
状
」）。
本
史
料
は
東
寺
阿

闍
梨
が
八
名
か
ら
十
六
名
へ
増
員
さ
れ
た
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
以
前
に
年
代

比
定
さ
れ
る
（
拙
稿
前
掲
注
（
71
）
一
〇
頁
の
表
の
注
）。

（
75 

）
東
寺
の
年
中
行
事
書
で
あ
る
「
東
寺
年
中
雑
事
」（『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第

十
九
醍
醐
寺
文
書
之
五
』
九
七
二
）
や
「
東
寺
年
中
行
事
記
」（
真
木
隆
行
「
平
安

時
代
の
東
寺
年
中
行
事
記
―
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
「
東
寺
年
中
行
事
記
」
翻

刻
―
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
五
五
、
二
〇
〇
五
年
））
で
も
定
額
僧
の
人
数
は

「
廿
一
」
と
見
え
る
。
こ
の
真
木
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
祖
本
は
寛
弘
八

年
（
一
〇
一
一
）
十
二
月
二
十
七
日
以
降
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
十
二
月
十

三
日
以
前
、
後
者
の
祖
本
は
寛
徳
二
年
十
二
月
十
三
日
以
降
、
承
保
二
年
（
一
〇

七
五
）
六
月
十
八
日
以
前
に
成
立
年
代
が
比
定
さ
れ
る
。

（
76 

）
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
武
内
氏
は
、
定
額
僧
の
減
員
に
言
及
す
る
『
東
宝

記
』
僧
宝
上
（
原
本
第
十
三
巻
）
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
十
一
月
十
九
日
官
牒

所
引
の
寛
助
の
奏
状
が
、
本
僧
綱
牒
を
知
ら
ず
、『
御
遺
告
』
に
基
づ
き
書
か
れ
た

と
推
察
す
る
。

（
77 

）
な
お
、
員
数
設
定
に
あ
た
っ
て
は
承
和
三
年
に
東
大
寺
真
言
院
に
二
十
一
僧
が

設
置
さ
れ
た
例
（『
続
日
本
後
紀
』
同
年
五
月
丁
未
条
・『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、

同
年
五
月
九
日
官
符
）
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
78 

）
初
期
の
東
寺
に
つ
い
て
は
、
赤
松
前
掲
注
（
14
）
等
参
照
。

（
79 

）
弘
仁
十
四
年
の
法
制
が
す
ぐ
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
赤
松
前
掲
注
（
14
）・

堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓓ
論
文
等
参
照
。

（
80 

）
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
Ⓕ
論
文
。
ま
た
、
堀
氏
以
外
に
も
、
例
え
ば
苫
米
地
誠
一

「
平
安
期
興
福
寺
に
お
け
る
真
言
宗
」（『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究 

第
二
部 

平
安

期
の
真
言
教
学
と
密
教
浄
土
教
』
ノ
ン
ブ
ル
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）

の
よ
う
に
、
他
寺
の
僧
が
東
寺
僧
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
研
究
は
あ
る
。

（
81 

）
こ
の
点
は
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
も
注
で
指
摘
す
る
。
但
し
、
そ
こ
で
東
寺

供
僧
就
任
前
に
東
寺
を
本
寺
と
し
た
例
と
さ
れ
る
、
真
紹
へ
の
阿
闍
梨
位
授
与
を

許
可
し
た
「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外
四
・
二
、
承
和
十
年
十
二
月
九
日
官
牒
は
、

『
東
寺
要
集
』
第
一
及
び
『
東
宝
記
』
法
宝
上
（
原
本
第
四
巻
）
東
寺
伝
法
灌
頂

始
所
収
の
同
一
官
牒
で
は
、
真
紹
の
本
寺
が
「
東
大
寺
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、

両
書
に
は
官
牒
の
元
を
為
す
同
年
十
一
月
二
十
七
日
東
寺
款
状
（
こ
の
内
、
前
者

は
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
論
文
の
注
で
挙
げ
ら
れ
る
）
も
収
め
ら
れ
る
が
、
何
れ
も

真
紹
の
本
寺
は
「
東
大
寺
」
と
記
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外

四
・
二
に
は
脱
字
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
氏
が
も
う
一
つ
例

と
し
て
挙
げ
る
、「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部
三
二
（
＝
天
徳
元
年
（
九
五
七
）

十
二
月
九
日
官
牒
）
が
東
寺
を
本
寺
と
記
す
文
書
の
初
出
例
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。
な
お
、
こ
の
「
東
寺
百
合
文
書
」
追
加
之
部
三
二
は
後
掲
注
（
90
）
の
『
醍

醐
寺
重
具
書
案
』
と
同
じ
内
容
と
見
え
る
が
、
そ
の
史
料
的
性
格
は
後
述
す
る
。

（
82 

）
前
掲
注
（
81
）
の
他
、編
纂
史
料
で
も
東
寺
を
本
寺
と
記
す
例
を
検
出
で
き
る
。

例
え
ば
、
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』（『
大
日
本
仏
教
全
書 

興
福
寺
叢
書
一
』）
を

参
照
す
る
と
、十
世
紀
ま
で
に
僧
綱
に
就
い
た
者
で
東
寺
を
本
寺
と
記
す
者
に
は
、

空
海
・
真
雅
・
峯
斅
・
禅
念
・
会
理
・
深
覚
が
見
え
る
。
こ
の
内
、
深
覚
は
東
大

寺
を
本
寺
と
す
る
後
掲
注
（
87
）
の
官
牒
が
存
在
す
る
。
そ
れ
以
外
は
文
書
と
の

照
合
が
で
き
ず
、東
寺
を
本
寺
と
し
た
可
能
性
は
強
い
て
否
定
で
き
な
い
（
但
し
、

空
海
に
つ
い
て
は
、『
御
遺
告
』
で
は
上
述
の
如
く
大
安
寺
を
本
寺
と
し
た
と
説
か

れ
、
他
方
、
中
世
に
は
東
大
寺
に
よ
り
自
ら
が
そ
の
本
寺
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
か

か
る
空
海
の
本
寺
を
巡
る
言
説
は
、
永
村
前
掲
注
（
3
）
参
照
。）。
ま
た
、
当
然

他
の
史
料
を
参
照
す
れ
ば
更
に
事
例
が
加
わ
る
。
と
は
い
え
、
東
寺
を
本
寺
と
す

る
例
が
非
常
に
少
な
い
点
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
上
記
と
全
て
重
な
る
訳

で
は
な
い
が
、第
２
回
宮
と
都
の
東
ア
ジ
ア
比
較
宗
教
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
日
本
・

宋
・
高
麗
・
契
丹
―
（
二
〇
二
一
年
十
一
月
七
日
、
於
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
吉
川
真

司
氏
の
口
頭
発
表
資
料
「
日
本
古
代
の
「
仏
都
圏
」
と
そ
の
変
容
」
が
僧
綱
の
本

寺
な
ど
の
情
報
を
表
に
採
録
し
て
お
り
、
参
考
に
し
た
。
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（
83 

）
な
お
、
承
和
四
年
四
月
五
日
僧
綱
牒
を
踏
ま
え
る
が
、
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓐ
論

文
は
、
東
寺
・
西
寺
が
当
初
「
本
寺
足
り
う
る
寺
院
」
と
し
て
企
図
さ
れ
た
可
能

性
に
も
触
れ
る
。
そ
の
上
で
、
結
果
的
に
ほ
ぼ
そ
う
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
。

（
84 

）
こ
の
点
は
、
堀
前
掲
注
（
2
）
Ⓔ
論
文
が
承
和
四
年
以
後
の
本
寺
変
更
の
実
施

の
問
題
に
寄
せ
て
注
で
述
べ
る
。
そ
こ
で
は
例
証
と
し
て
『
東
寺
要
集
』
第
一
が

挙
げ
ら
れ
る
。

（
85 

）
な
お
、
本
表
は
、
前
掲
注
（
52
）
の
筆
者
の
学
位
論
文
第
二
章
や
そ
の
内
容
に

関
わ
る
筆
者
の
口
頭
発
表
で
十
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
定
額
僧
の
補
任
状
況
を
纏
め

た
も
の
を
土
台
と
す
る
が
、
そ
こ
か
ら
本
稿
に
関
わ
る
時
期
や
項
目
を
抽
出
す
る

と
と
も
に
、
増
補
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
作
表
時
に
は
吉
川
前
掲
注

（
82
）
の
発
表
資
料
の
表
も
参
考
に
し
た
。

（
86 

）
本
稿
で
は
、
内
閣
文
庫
本
（
請
求
番
号
一
九
二

－

〇
三
六
五
）
を
参
照
し
た
。

（
87 

）『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
八
東
南
院
文
書
之
一
』
三
八
、
正
暦
三
年
七
月
八

日
官
牒
。

（
88 

）
永
村
前
掲
注
（
3
）。
以
下
、
注
記
せ
ぬ
限
り
永
村
氏
へ
の
言
及
は
本
論
文
に

拠
る
。

（
89 

）『
貞
信
公
記
抄
』
承
平
元
年
（
九
三
一
）
五
月
九
日
条
に
「
又
定
二
遍
空
・
玄
昭

之
替
一
。
可
レ
入
二
延
鑑
・
延
昌
於
東
寺
一
。
但
玄
昭
代
可
レ
令
二
寺
家
定
申
一
。」
と

あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
玄
昭
・
延
昌
は
同
名
の
天
台
僧
が
確
認
さ
れ
る
（
興
福
寺

本
『
僧
綱
補
任
』）。

（
90 

）
永
村
前
掲
注
（
3
）・
稲
葉
伸
道
「『
東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書
集
二
―
』

解
題
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論

史
料
―
古
文
書
集
二
―
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。
こ
の
『
真
福
寺
善
本
叢

刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書
集
二
―
』
で
は
、
本
相
論
に
係
る

文
書
が
相
論
の
展
開
に
沿
っ
て
復
原
・
配
列
さ
れ
、
翻
刻
が
為
さ
れ
る
。
本
稿
で

引
用
す
る
『
醍
醐
寺
初
度
陳
状
案
』・『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』・『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』

は
本
書
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
名
も
本
書
が
付
し
た
も
の
に
従
っ
て

い
る
。

（
91 

）
前
掲
注
（
90
）『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
十
巻 

東
大
寺
本
末
相
論
史
料
―
古
文
書

集
二
―
』・
貫
井
裕
恵
「「
東
寺
百
合
文
書
」
に
み
え
る
東
大
寺
醍
醐
寺
本
末
相
論

関
係
史
料
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
五
年
）・
同
「
東
大
寺

本
末
相
論
関
係
資
料
の
紹
介
―
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
喜
田
文
庫
の
う
ち
―
」

（『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
三
七
、
二
〇
一
六
年
）。

（
92 

）『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』「
有
職
解
文
中
雖
レ
注
二
東
大
寺
号
一
非
二
本
寺
一
上
者
、
永

可
レ
被
レ
棄
二
損
濫
訴
一
事
」
の
条
。
か
か
る
引
用
意
図
は
『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』

で
も
こ
れ
ら
の
官
牒
群
の
直
前
に
示
さ
れ
る
。

（
93 

）
永
村
氏
は
、
東
寺
を
本
寺
と
す
る
の
は
「
不
確
実
な
一
例
の
み
」
と
し
て
い
た

が
、「
東
寺
百
合
文
書
」
甲
号
外
四
・
二
、
承
暦
二
年
十
月
十
七
日
官
牒
も
加
わ
る
。

と
は
い
え
、
や
は
り
非
常
に
稀
な
例
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

（
94 

）
両
寺
が
か
か
る
主
張
を
行
っ
た
点
は
、
永
村
前
掲
注
（
3
）・
牧
野
淳
司
「
中

世
東
大
寺
縁
起
の
諸
相
―
寺
院
間
の
相
論
あ
る
い
は
唱
導
と
『
平
家
物
語
』
―
」

（『
文
学
』
四

－

六
、二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
例
え
ば
、『
醍
醐
寺
重
陳
状
案
』
で
は
、

「
一
、
真
言
宗
以
二
東
寺
・
醍
醐
寺
一
為
二
本
寺
一
、
以
二
東
大
寺
一
不
レ
為
二
本
寺
一
事
」

や
「
一
、
東
寺
為
二
真
言
本
寺
一
由
、
東
大
寺
承
伏
事
」
と
い
っ
た
条
が
立
て
ら

れ
る
。

（
95 

）
な
お
、『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』
に
は
定
額
僧
の
他
、
神
護
寺
宝
塔
院
七
禅
師
を
補

任
し
た
延
喜
十
六
年
（
九
一
六
）
四
月
五
日
・
同
年
十
一
月
七
日
・
同
十
七
年
七

月
十
五
日
・
同
十
八
年
十
月
十
七
日
・
同
十
九
年
十
月
十
三
日
付
の
官
牒
五
通
が

収
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
本
寺
の
内
訳
は
、
興
福
寺
二
、
大
安
寺
一
、
東
大
寺
一
、

薬
師
寺
一
と
な
る
。
神
護
寺
の
官
牒
に
東
大
寺
が
一
例
含
ま
れ
る
の
は
、
醍
醐
寺

が
僧
名
下
の
寺
号
表
記
を
「
或
注
二
得
□〔

度

□之

□戒

□場
〕一

、
□〔

或

□注
二
□当

□時

□居
〕

所
一
、
依
レ
□〔

事
〕

不
レ
定
也
」（『
醍
醐
寺
初
度
陳
状
案
』）
と
主
張
し
て
い
た
（
永
村
前
掲
注
（
3
））

た
め
、
決
し
て
無
視
で
き
ぬ
東
大
寺
を
、
多
様
な
寺
号
表
記
の
一
つ
と
し
て
扱
え

た
、
な
い
し
は
扱
お
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

（
96 

）
な
お
、
本
表
の
情
報
は
筆
者
が
初
め
て
纏
め
た
訳
で
は
な
く
、
尾
上
寛
仲
「
年
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分
度
者
に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
」（
塩
入
良
道
・
木
内
堯
央
編
『
日
本
名
僧
論
集 

第
二
巻 

最
澄
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
）
に
も
『
東

宝
記
』
に
見
え
る
得
度
者
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
97 

）
な
お
、
永
村
氏
は
「
諸
寺
の
寺
号
表
示
を
載
せ
る
補
任
状
等
の
真
偽
を
判
断
す

る
た
め
に
は
、
傍
証
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
今
そ
の
術
は
な
」

い
と
し
て
い
た
が
、
№
14
・
17
に
関
し
て
は
、【
表
２
】
が
そ
の
傍
証
と
な
り
得
る

の
で
は
な
い
か
。

（
98 

）
な
お
、
永
村
氏
は
寺
僧
の
本
寺
は
原
則
的
に
は
終
世
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
述
べ

る
。

（
99 

）『
東
寺
長
者
補
任
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
二
）
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
条
・
康

保
三
年
（
九
六
六
）
条
。

（
100 

）
例
え
ば
、【
表
１
】
№
11
定
昭（

照
）が

康
保
三
年
に
凡
僧
別
当
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
が

窺
え
る
（『
東
寺
長
者
補
任
』
康
保
三
年
条
）。

（
101 

）
例
え
ば
、『
勧
修
寺
旧
記
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
七
輯
上
）
で
は
勧
修
寺
の

第
二
代
別
当
遍
覚
に
つ
い
て
、「
天
暦
八
年
□
月
□
日
卒
〈
年
五
十
六
。
東
寺
入
寺

幷
凡
僧
別
当
〉」
と
あ
り
、
死
去
時
に
凡
僧
別
当
と
定
額
僧
を
兼
ね
て
い
た
と
見

ら
れ
る
。
な
お
、
勧
修
寺
別
当
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
摂
関
期
の
勧
修
寺
と
権
門

―
別
当
補
任
文
書
を
手
掛
か
り
と
し
て
―
」（『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学

論
集
』
二
四
、
二
〇
二
三
年
）
で
論
じ
た
。

（
102 

）
東
寺
の
凡
僧
別
当
と
僧
綱
別
当
は
、
富
田
正
弘
「
中
世
東
寺
の
寺
院
組
織
と
文

書
授
受
の
構
造 

付 

寺
僧
一
覧
・
諸
職
補
任
・
索
引
」（『
資
料
館
紀
要
』
八
、
一

九
八
〇
年
）
等
参
照
。

（
103
）『
東
寺
長
者
補
任
』。

（
104 

）
こ
の
点
は
、【
表
１
】
№
15
智
源
が
「
定
額
僧
律
師
定
助
死
闕
之
替
」
に
定
額
僧

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
判
る
（『
醍
醐
寺
重
具
書
案
』
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
十
二

月
九
日
官
牒
）。
僧
綱
が
新
た
に
定
額
僧
に
な
る
と
は
考
え
難
い
た
め
、
定
助
は

天
暦
六
年
（
九
五
二
）
十
二
月
二
日
に
権
律
師
と
な
る
前
か
ら
定
額
僧
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
（
興
福
寺
本
『
僧
綱
補
任
』）。
定
額
僧
と
僧
綱
の
関
係
は
別
に
論
じ

た
い
。

（
105 

）
な
お
、
九
世
紀
段
階
の
真
言
宗
分
の
年
分
度
者
に
向
け
ら
れ
た
言
説
だ
が
、『
御

遺
告
』「
一
、
可
レ
試
二
度
宗
家
年
分
一
縁
起
第
十
六
」
に
は
「
簡
二
定
諸
定
額
僧
中

能
才
童
子
等
一
於
二
山
家
一
試
度
」
と
見
え
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
０
Ｈ
０
１
３
１
８
・
同
Ｊ
Ｐ
２
３
Ｋ

１
２
２
７
２
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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A Study of Tō-ji jōgakusō in Ancient Japan

SATO, Masami　

This study focuses on Tō-ji jōgakusō （ 東 寺 定 額 僧 ） to examine the historical reality of Tō-ji 

Temple in ancient Japan. Tō-ji jōgakusō were the monks officially assigned to Tō-ji Temple and 

engaged in the Buddhist rituals. The study probes how many of these monks there were and 

their honji （ 本 寺; temple to which monks officially belong）. The findings are as follows. The 

historical records concerning the founding of Tō-ji jōgakusō presented in （1） “Sōgōchō”（僧綱牒） 

on April 5, Jōwa （承和） 4 （837 CE） in Tōbōki （東宝記）, vol. 13, and （2） “Saisho-nijūikku-kyōmyō”

（最初廿一口交名） in Tōbōki vol. 7, are not credible. It is difficult to confirm the following as 

historical facts: （1） the reduction in the number of Tō-ji jōgakusō between Kōnin （弘仁） 14 （823 

CE） and the codification of Jōgankyaku （貞観格）, as stated in Goyuigō （御遺告）, and （2） the 

wholesale designation of Tō-ji Temple as the honji of the Tō-ji jōgakusō in Jōwa 4 （837 CE）. It is 

reasonable to conclude that as long as the kyaku （格） of October 10, Kōnin 14 （823 CE）, the 

appointing statute at the time, remained valid, the institutional size （in terms of the number of 
Tō-ji jōgakusō） was stipulated as 50. On the other hand, it is certain that the organizational 

size in reality had decreased by Tengyō（天慶） 6 （943 CE）; furthermore, it is likely that this 

reduction had already occurred by Shōtai（昌泰） 2 （899 CE）. Although speculative, it is 

possible that the institutional size of the Tō-ji jōgakusō stabilized through sources such as 
Goyuigō, rather than through a clear legal basis. In the mid-10th century, 1） the kyaku of 

October 10, Kōnin 14 （823 CE） was not understood to govern the transfer of the honji for the 
Tō-ji jōgakusō appointed to Tō-ji Temple and 2） it was uncommon for Tō-ji Temple to be the 
honji of the Tō-ji jōgakusō. This situation traces back to at least the first half of the 10th century.
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This study focuses on Tō-ji jōgakusō （ 東 寺 定 額 僧 ） to examine the historical reality of Tō-ji 

Temple in ancient Japan. Tō-ji jōgakusō were the monks officially assigned to Tō-ji Temple and 

engaged in the Buddhist rituals. The study probes how many of these monks there were and 

their honji （ 本 寺; temple to which monks officially belong）. The findings are as follows. The 

historical records concerning the founding of Tō-ji jōgakusō presented in （1） “Sōgōchō”（僧綱牒） 

on April 5, Jōwa （承和） 4 （837 CE） in Tōbōki （東宝記）, vol. 13, and （2） “Saisho-nijūikku-kyōmyō”

（最初廿一口交名） in Tōbōki vol. 7, are not credible. It is difficult to confirm the following as 

historical facts: （1） the reduction in the number of Tō-ji jōgakusō between Kōnin （弘仁） 14 （823 

CE） and the codification of Jōgankyaku （貞観格）, as stated in Goyuigō （御遺告）, and （2） the 

wholesale designation of Tō-ji Temple as the honji of the Tō-ji jōgakusō in Jōwa 4 （837 CE）. It is 

reasonable to conclude that as long as the kyaku （格） of October 10, Kōnin 14 （823 CE）, the 

appointing statute at the time, remained valid, the institutional size （in terms of the number of 
Tō-ji jōgakusō） was stipulated as 50. On the other hand, it is certain that the organizational 

size in reality had decreased by Tengyō（天慶） 6 （943 CE）; furthermore, it is likely that this 

reduction had already occurred by Shōtai（昌泰） 2 （899 CE）. Although speculative, it is 

possible that the institutional size of the Tō-ji jōgakusō stabilized through sources such as 
Goyuigō, rather than through a clear legal basis. In the mid-10th century, 1） the kyaku of 

October 10, Kōnin 14 （823 CE） was not understood to govern the transfer of the honji for the 
Tō-ji jōgakusō appointed to Tō-ji Temple and 2） it was uncommon for Tō-ji Temple to be the 
honji of the Tō-ji jōgakusō. This situation traces back to at least the first half of the 10th century.




